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 議           事 て ん 末 

 教育長報告  

 ・教育長専決第１０号について  

 議  案  

議 
・第３２号議案 越谷市立小中学校体育施設開放に関する規則の一部を改正する

規則制定について 
原案可決 

 ・第３３号議案 越谷市教育委員会事務局職員の分限処分について 
原案可決 

（秘密会） 

 ・第３４号議案 越谷市立小中学校学区審議会委員の委嘱について 原案可決 

 ・第３５号議案 越谷市立図書館協議会委員の委嘱について 原案可決 

 ・第３６号議案 越谷市スポーツ推進審議会委員の任命について 原案可決 

 ・第３７号議案 令和３年度使用中学校教科用図書の採択について 審議継続 

事   

 協議事項  

 ・令和２年度越谷市教育費補正予算について  

 その他  

 ・令和２年７月臨時市議会について  

状   

況   
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    ◎開会の宣告 

吉田教育長 それでは、これより７月の定例教育委員会会議を開会いたします。 

  本定例会に関し、11名の方から傍聴許可願が提出されておりますが、第33号議案については、

人事案件であることから秘密会とし、先に審議したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ご異議ないようですので、そのように進めさせていただきます。 

（午前 ９時３０分） 

吉田教育長 ここで、傍聴人の入室を許可します。 

          〔傍聴人入室〕 

吉田教育長 それでは、傍聴される皆様におかれましては、傍聴の心得の内容をお守りいただきた

いと存じます。よろしくお願いいたします。 

  ここで、本日の議事の進行についてお諮りいたします。 

  第37号議案 令和３年度使用中学校教科用図書の採択については、長時間の審議を要する議案

であるため、通常の議案、協議事項及びその他報告事項が終了した後に審議に入りたいと存じま

すが、いかがでしょうか。よろしいですか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ご異議ないようですので、そのように進めさせていただきます。 

    ◎教育長報告「教育長専決について」 

    ◎その他「令和２年７月臨時市議会について」 

吉田教育長 それでは、教育長報告、「教育長専決第10号について」とその他報告事項、「令和２年

７月臨時市議会について」は関連がございますので、一括して報告することとしてよろしいでし

ょうか。よろしいですか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 それでは、教育総務部長から一括して説明いたします。 

  教育総務部長。 

鈴木教育総務部長 それでは、教育長専決につきましてご報告申し上げます。 

  恐れ入りますが、会議要項の１ページをご覧ください。去る６月25日の定例教育委員会会議以

降、本日までの間に教育長が専決処理いたしました１件の専決事項についてご報告させていただ

きます。こちらにつきましては、教育委員会の議決事項でございますが、緊急に処理する必要が

あり、かつ教育委員会会議を招集するいとまがなかったことから、越谷市教育委員会教育長に対
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する事務委任規則第２条第２項の規定に基づき、教育長が専決処理を行ったものでございます。 

  なお、教育長が専決処理を行った事項につきましては、同規則第２条第３項の規定に基づきま

して、本定例会においてご報告をさせていただくものでございます。 

  それでは、専決第10号についてご報告をさせていただきます。恐れ入りますが、会議要項の３

ページをご覧ください。 

  専決第10号 令和２年度越谷市教育費補正予算の見積りについて。 

  令和２年度越谷市教育費補正予算の見積りについて、別冊のとおり専決処理する。 

  令和２年（2020年）７月14日、越谷市教育委員会教育長。 

  まず、今回の７月補正予算につきましては、９月補正予算で要求したものや国の地方創生臨時

交付金等を活用し、新型コロナウイルス感染防止対策等に関して早期に着手すべき事業について

予算計上されたものでございます。 

  それでは、恐れ入りますが、別冊１の令和２年度越谷市教育費補正予算総括表及び予算説明書

の２ページ及び３ページをお開きください。 

  初めに、歳入についてご説明いたします。３ページの表の一番下にございます歳入合計をご覧

ください。教育委員会に関連する歳入につきましては、今回23億2,350万円を追加し、補正後の総

額は55億2,834万6,000円となります。 

  歳入の内容でございますが、６ページ及び７ページの（１）、歳入予算説明書をご覧ください。

14款国庫支出金、２項国庫補助金、５目教育費国庫補助金につきましては、新型コロナウイルス

感染拡大防止対策及びＧＩＧＡスクール構想に基づく学校ＩＣＴ環境整備事業に係る補助金とし

て、教育総務費補助金21億6,150万円を追加します。また、学校における感染症対策及び学習保障

等に係る国庫補助金として、小学校費補助金１億800万円、中学校費補助金5,400万円を追加しま

す。 

  次に、歳出の内容でございますが、恐れ入りますが、戻りまして５ページ下段の教育費に係る

歳出合計欄をご覧ください。今回23億2,350万円を追加し、補正後の総額は132億1,093万5,000円

となります。 

  歳出の主なものについてご説明を申し上げます。恐れ入りますが、12ページ及び13ページの事

業別予算説明書をご覧ください。１項教育総務費、２目事務局費の教育活動支援事業につきまし

ては、国の地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業に

伴い、学校給食が提供されなかったことによる昼食費の補助として、就学援助及び特別支援教育

就学奨励費の受給者への給付金に係る小中学校臨時休業特別給付金3,950万円を追加します。 

  次に、３目学校教育指導費のそのほかの学校教育指導費につきましては、国の地方再生臨時交

付金を活用し、中学校の修学旅行及びスキー教室を中止する際に発生する費用の保護者への助成

として、集団宿泊行事臨時補助金2,200万円を追加します。なお、当該補助金につきましては、そ
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の後、協議事項になっております９月補正予算で要求した事業となりますが、要求後に調整を行

いまして、早期に着手すべき内容でありますことから、今回７月補正予算に計上させていただい

ているところでございます。 

  次に、４目教育センター費の校内系ネットワーク運用事業につきましては、国の地方創生臨時

交付金等を活用し、ＧＩＧＡスクール構想に基づく小中学校１人１台の学習用端末等の整備に係

る備品購入費として21億円を追加します。学習用端末等については、令和２年６月補正予算にネ

ットワーク環境整備事業に係る委託料を計上し、段階的に整備していく予定でございましたが、

今回国の地方創生臨時交付金等の活用について調整が整いましたので、計画を前倒しして整備す

るものでございます。なお、当該事業につきましても、先ほどと同様に、９月補正予算で要求し

た内容でございますが、その後の調整の結果、早期に着手すべき事業として７月補正予算で計上

させていただいたところでございます。 

  恐れ入りますが、14ページ、15ページをご覧ください。２項小学校費、１目学校管理費の学校

活動運営費につきましては、小学校における感染症対策及び学習保障等に係る消耗品費、通信運

搬費及び教具等購入費として、合わせて１億800万円を追加します。 

  次に、３項中学校費、１目学校管理費の学校活動運営費につきましては、中学校における感染

症対策及び学習保障等に係る消耗品費、通信運搬費及び教具等購入費として、合わせて5,400万円

を追加します。 

  教育長専決第10号に係る報告は以上でございます。 

  続きまして、その他報告事項につきまして説明させていただきます。令和２年７月臨時市議会

の概要につきましてご報告をさせていただきます。 

  恐れ入りますが、資料２の令和２年７月臨時市議会についてをご覧ください。会期日程でござ

いますが、７月29日水曜日、１日間で開催されました。 

  続きまして、ページ下段をご覧ください。教育委員会に関する議案につきましては、令和２年

度越谷市一般会計補正予算（第６号）についての１件が上程され、原案のとおり可決されたとこ

ろでございます。 

  令和２年７月臨時市議会の報告については、以上でございます。 

吉田教育長 ただいまの説明に対して、初めに教育長専決第10号 令和２年度越谷市教育費補正予

算の見積りについて、ご質問またはご意見等はございますか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、ご説明ありがとうございました。 

  質問ではないのですけれども、今回の国の予算を活用していただいて、特にＩＣＴの整備等に

ついて進んで取り組んでいただいたということで、ありがたいと思いますので、計画的に進めて

もらえればと思っております。 
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  以上です。 

吉田教育長 今後の研修等について、学校教育部長から何かございますか。 

  学校教育部長。 

岡本学校教育部長 昨日の臨時議会において議決を頂戴いたしまして、ＧＩＧＡスクール構想とい

うことで、１人に１台という形で今後進めてまいります。 

  子どもたちの端末整備ももちろんなのですが、それを十分に活用するために、教職員に対する

研修等もきちんと整えていかなければならないと思っております。具体的には、初任者研修や臨

時研修、そういった場面においてそれらの研修を行うのと同時に、それらが持っております３つ

のパターンということで考えております。 

  １つ目が、これは教育長が今回の議会でも答弁なさったのですけれども、その端末の持ってい

る特性というもの、それから便利なツールとしてどれだけのことが活用できるかということ、そ

れから個別最適化学習に向けてのプロセスが非常に重要であると考えております。なかでも端末

としての特性をうまく使って、子ども同士が自分たちの意見を言い合えるような形に持っていけ

るように、そのような研修方法も取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ＩＣＴに関する教育については、これまでも研修を続けてきたところですけれども、

クラスで１人１台という環境は整えられたのですが、全校で児童生徒に１人１台ということは、

今回の補正で予算が通りましたので、これについてはさらに研修を進めていかなければいけない

というようなことで、今学校教育部長から話があったのですけれども。 

  ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 基本的なことなのですけれども、これは今年度予算ということなので、今年度中に１人

１台用意ができるということでしょうか。 

吉田教育長 学校教育部長。 

岡本学校教育部長 これで議決を頂戴いたしましたので、この後、入札等のプロセスを経て、今度、

９月議会において、その財産取得に関する議決も頂戴するような形になってまいります。それら

のプロセスを経て、何とか年度内には全ての調達を終えていきたいと考えておりますので、実際

に子どもたちの手元に行くのは新年度になってからと考えています。 

  以上でございます。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 かなりの台数になりますので、業者としてはそれを一旦調達した後に、そこにいろい

ろな機能をつけていく、そういう作業をしなければなりません。そうすると、ある一定期間、端

末を倉庫に預けておきます。小出しに何台何台と出していきますと、その倉庫に預ける期間が長
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くなるので原価が高くなってしまう。いつごろ出せるのかということなのですが、今ここではっ

きりと言えないということで、今年度中という話になってしまいましたが、そういう事情があり

ます。 

  ほかにございますでしょうか。 

  これまで研修を積み上げてきたということはあるのですけれども、それにしても、すぐに１人

１台使いこなせるかとなると、なかなか難しい状況もあるという部分で、すぐにでも使えるよう

な、例えば辞書代わりに使うのです。私も今回、教科書を読むに当たって、英語の教科書を読む

ときに、翻訳ソフトを使って、英語を入れると日本語で変換し、日本語を入れると英文で変換し、

しかも発音もしてくれる、そういう使い方はできる。あるいは今回もＱＲコードが出てきますけ

れども、ＱＲコードというのは、学校でもつくれるそうです。ですので、学校でインターネット

にいい教材があるので、そこへ飛ばしたいというときには、それをつくって、端末をかざして、

そうするとそこへ飛んでいってくれる。それも授業で、ただ端末にかざすだけでという具合に活

用できるかと。 

  あるいは観察についても、写真機能があるので、それで撮って、１週間ごとに撮って、それを

後で画面を見ながら植物の成長観察、今までは絵日記に書いて、１回１回やっているのですけれ

ども、相当な時間がかかるのです。そういうことで余った時間などを活用して、授業をさらに充

実させる。指導主事に挙げてもらったら、20から30ぐらい例が挙がってきましたけれども、そう

いったことをこのようにできますという紹介も含めて、今後研修していく必要があるかと思いま

す。このようなことを答弁で申し上げたのです。 

  ほかにございますでしょうか。 

渡辺委員 この後、教科書の採択もあるのですけれども、そこにもたくさんＱＲコードが載ってい

るので、そういうところで本当に、ふだんの授業で有効に使えればいいと感じました。 

吉田教育長 ＱＲコードについては、後で説明をしてもらいますけれども、条件が整ってきている

中で、その活用についても今後考えていかなければいけないと思ってございます。 

  ほかにございますでしょうか。 

  このことについては別の機会でも触れていただく機会があろうかと思いますので、なければ、

よろしいでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 それでは、この件については以上といたします。 

  続きまして、その他報告事項、令和２年７月臨時市議会について、ご質問またはご意見等はあ

りますか。 

  これも関連してお話ししましたので、よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 
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吉田教育長 なければ、この件については以上といたします。 

    ◎第３２号議案 越谷市立小中学校体育施設開放に関する規則の一部を改正する規則制定

について 

吉田教育長 続きまして、第32号議案「越谷市立小中学校体育施設開放に関する規則の一部を改正

する規則制定について」、スポーツ振興課長から説明いたします。 

  スポーツ振興課長。 

八木下スポーツ振興課長 それでは、第32号議案「越谷市立小中学校体育施設開放に関する規則の

一部を改正する規則制定について」ご説明いたします。 

  恐れ入りますが、会議要項の５ページをお開きください。 

  第32号議案 越谷市立小中学校体育施設開放に関する規則の一部を改正する規則制定について。 

  越谷市立小中学校体育施設開放に関する規則の一部を改正する規則を別紙のとおり制定するも

のとする。 

  令和２年（2020年）７月30日提出、越谷市教育委員会教育長。 

  提案理由でございますが、引用条項の整備及び条項の表記の整理を行う必要があるため、提案

するものでございます。 

  続きまして、会議要項の７ページをご覧ください。主な改正の内容ですが、越谷市立小中学校

管理規則の一部改正に伴い、責任の所在について規定している第２条第３項中の「第26条」を「第

27条」に改めるとともに、条文の表記を整えるものでございます。 

  また、附則といたしまして、この規則は、公布の日から施行いたします。 

  なお、今回の規則改正の内容は、お手元の資料１、新旧対照表の１ページに掲載しております

ので、ご参照いただき、ご理解を賜りたいと存じます。 

  第32号議案についての説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

吉田教育長 これより本案に対し、質疑、討論を行います。 

  ご質問、またはご意見等はございますか。 

  今後の開放状況等について補足していただけますか。 

  スポーツ振興課長。 

八木下スポーツ振興課長 今回のコロナウイルス感染症の関係に伴いまして、学校が再開された後、

学校体育施設についても順次、開放する予定という説明をさせていただきましたが、各学校と、

各地区の地区センターで協議させていただきながら、地区ごとに開放の日時、ルール等を整理さ

せていただきました。 

  今、７月１日から開放している地区は、出羽地区のほかに数地区あり、ほとんどの学校が８月

１日からの夏季休業に伴いまして、児童生徒と一般利用の団体との感染リスクが少ないというこ



－10－ 

とで、おおむね８月１日からは全校が開放する予定でお聞きしております。 

  以上でございます。 

吉田教育長 今、補足をさせていただきましたが、何かございますか。 

  スポーツ振興課長。 

八木下スポーツ振興課長 詳細を申し上げますと、７月１日から開放するのが出羽地区の学校で、

出羽小学校や宮本小学校、大間野小学校は既に７月１日から、なお大袋地区、新方地区について

も、７月１日、７月４日等で既に開放してございます。 

  １か所だけ、南越谷小学校につきましては、学校と地区センターで話し合いを進めた中で、南

越谷小学校だけ９月１日からとお聞きして、そのほかの学校については、おおむね皆さん８月１

日の夏季休業に入るタイミングで開放していくとお聞きしてございます。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ご質問、ご意見よろしいですか。よろしいですか。 

          〔「なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 これより第32号議案を採決いたします。 

  本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ご異議ないものと認め、本案は原案どおり可決いたしました。 

    ◎第３４号議案 越谷市立小中学校学区審議会委員の委嘱について 

    ◎第３５号議案 越谷市立図書館協議会委員の委嘱について 

    ◎第３６号議案 越谷市スポーツ推進審議会委員の任命について 

吉田教育長 続きまして、第34号議案から第36号議案につきましては、附属機関の委員の委嘱また

は任命に係る案件でございますので、一括して所管課長から説明した後、各議案に対する質疑、

討論を行うことといたします。 

  第34号議案、学務課長。 

  学務課主幹。 

武内学務課主幹 それでは、第34号議案 越谷市立小中学校学区審議会委員の委嘱についてご説明

させていただきます。 

  恐れ入りますが、会議要項の13ページをお開きください。 

  第34号議案 越谷市立小中学校学区審議会委員の委嘱について。 

  越谷市立小中学校学区審議会委員を別紙のとおり委嘱するものとする。 

  令和２年（2020年）７月30日提出、越谷市教育委員会教育長。 

  提案理由でございますが、越谷市立小中学校学区審議会委員が、令和２年８月７日をもって任
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期満了となるので、その後任委員を委嘱する必要があるため、提案するものでございます。 

  続きまして、会議要項の15ページをご覧ください。学区審議会につきましては、越谷市立小中

学校学区審議会条例第３条第１項の規定に基づき、20人以内の委員で組織するものとされており

ます。委員の構成は、同条第２項の規定に基づき、１号委員として自治会長、２号委員として小

中学校長、３号委員としてＰＴＡ会長、４号委員として知識経験者となっております。 

  任期は、同条例第４条第１項において２年間と規定されており、今回委嘱させていただく委員

の皆様方につきましては、令和２年８月８日から令和４年８月７日までとなります。 

  名簿は選出区分、氏名、選出母体・役職等、性別、任期の順に掲載しております。 

  それでは、順に読み上げさせていただきます。なお、その際、氏名、性別、任期のうち新任、

再任の別のみ読み上げさせていただきます。また、敬称は省略させていただきます。 

  初めに、１号委員でございますが、石﨑一宏、男、再任の１名でございます。 

  次に、２号委員でございますが、澤田一郎、男、再任。瀧田優、男、再任の計２名でございま

す。 

  次に、３号委員でございますが、斉藤耕平、男、再任。長谷川幹人、男、再任の計２名でござ

います。 

  最後に、４号委員でございますが、福島茂樹、男、再任。遠藤敏子、女、再任。鈴木実、男、

新任。鈴木啓子、女、新任。手塚麻美、女、新任。小池美佳、女、新任。佐々木京子、女、再任。

中山有子、女、再任。石塚忠男、男、新任。深野弘、男、新任。内田泰代、女、再任。吉井仁実、

男、新任。加瀬朱子、女、新任。小幡肇、男、新任。会田容子、女、再任の計15名でございます。 

  以上、20名の委員構成でございますが、男性が11名、女性が９名で、女性の比率は45％となっ

ております。また、新任の方は９名、再任の方は11名でございます。 

  第34号議案についての説明は以上でございます。ご審議ほどよろしくお願い申し上げます。 

吉田教育長 第35号議案、図書館長。 

  図書館長。 

横山図書館長 それでは、第35号議案 越谷市立図書館協議会委員の委嘱についてご説明させてい

ただきます。 

  恐れ入りますが、会議要項の17ページをご覧ください。 

  第35号議案 越谷市立図書館協議会委員の委嘱について。 

  越谷市立図書館協議会委員を別紙のとおり委嘱するものとする。 

  令和２年（2020年）７月30日提出、越谷市教育委員会教育長。 

  提案理由でございますが、越谷市立図書館協議会委員が、令和２年７月31日をもって任期満了

となるので、その後任委員を委嘱する必要があるため、提案するものでございます。 

  続きまして、会議要項の19ページをご覧ください。図書館協議会につきましては、越谷市立図
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書館協議会条例第２条の規定により、委員12名で組織するものとされております。委員の構成は、

同条例第１条第２項の規定に基づき、１号委員として市内に設置された学校の教育関係者、２号

委員として市内で活動する社会教育関係者、３号委員として市内で家庭教育の向上に資する活動

を行う者、４号委員として学識経験者となっております。 

  任期は、同条例第３条において２年間と規定されており、今回委嘱させていただく委員の皆様

方につきましては、令和２年８月１日から令和４年７月31日までとなります。 

  名簿は選出区分、氏名、選出母体・役職等、性別、任期の順に掲載しております。 

  それでは、順に読み上げさせていただきます。なお、その際、氏名、性別、任期のうち新任、

再任の別のみ読み上げさせていただきます。また、敬称につきましては省略させていただきます。 

  初めに、１号委員でございますが、舛田佳紘、男、新任。櫻井亜莉沙、女、新任。新井和徳、

男、新任の計３名でございます。 

  次に、２号委員でございますが、川俣薫、女、新任。塩谷智紗子、女、新任。市村公嘉、男、

再任。山田あい子、女、再任の計４名でございます。 

  次に、３号委員でございますが、吾妻美紀、女、再任の１名でございます。 

  最後に、４号委員でございますが、鈴木正紀、男、再任。岩元久徳、男、再任。荒川美穂、女、

新任。根岸純子、女、新任の計４名でございます。 

  以上の12名の委員構成でございますが、男性が５名、女性が７名で、女性の比率は58.3％とな

っております。また、新任の方は７名、再任の方は５名でございます。 

  第35号議案についての説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

吉田教育長 第36号議案、スポーツ振興課長。 

  スポーツ振興課長。 

八木下スポーツ振興課長 それでは、第36号議案 越谷市スポーツ推進審議会委員の任命について

ご説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、会議要項の21ページをお開きください。 

  第36号議案 越谷市スポーツ推進審議会委員の任命について。 

  越谷市スポーツ推進審議会委員を別紙のとおり任命するものとする。 

  令和２年（2020年）７月30日提出、越谷市教育委員会教育長。 

  提案理由でございますが、越谷市スポーツ推進審議会委員が、令和２年７月31日をもって任期

満了となるので、その後任委員を任命する必要があるため、提案するものでございます。 

  続きまして、会議要項の23ページをご覧ください。越谷市スポーツ推進審議会につきましては、

越谷市スポーツ推進審議会条例第３条第１項の規定に基づき、18人以内の委員で組織するものと

されております。委員の構成は、１号委員として学識経験のある者、２号委員として行政関係機

関の職員、３号委員としてスポーツ関係団体等の代表者、４号委員として公募による市民となっ
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ております。 

  任期は、同条例第４条第１項において２年間と規定されており、今回任命する委員の皆様方に

つきましては、令和２年８月１日から令和４年７月31日までとなります。 

  名簿は選出区分、氏名、選出母体・役職等、性別、任期の順に掲載しております。 

  それでは、順に読み上げさせていただきます。なお、その際、氏名、性別及び任期のうち新任、

再任の別のみ読み上げさせていただきます。また、敬称は省略させていただきます。 

  初めに、１号委員といたしましては、佐藤正伸、男、再任。八十島崇、男、新任の計２名でご

ざいます。 

  次に、２号委員といたしましては、菊池邦隆、男、再任。新坂晃良、男、再任。林実、男、再

任。中井淳、男、再任の計４名でございます。 

  次に、３号委員といたしましては、田中茂夫、男、再任。須賀恒雄、男、新任。髙橋右二、男、

新任。関口美惠子、女、再任。大沢昌太郎、男、新任。菊島智代子、女、再任。村井玉枝、女、

再任の計７名でございます。 

  最後に、４号委員といたしましては、井出均、男、再任。倉田さえ子、女、再任。高橋恭子、

女、新任。榎本薫、女、再任。戸田通子、女、新任の計５名でございます。 

  以上の18名の委員構成でございますが、男性が11名、女性が７名で、女性の比率は38.3％とな

っております。また、新任の方は６名、再任の方は12名でございます。 

  第36号議案についての説明は以上でございます。ご審議ほどよろしくお願いいたします。 

吉田教育長 これより本案に対し、質疑、討論を行います。 

  初めに、第34号議案 越谷市立小中学校学区審議会委員の委嘱について、ご質問またはご意見

等はございますか。よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 これより第34号議案を採決いたします。 

  本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ご異議ないものと認め、本案は原案どおり可決いたしました。 

  続きまして、第35号議案 越谷市立図書館協議会委員の委嘱について、ご質問またはご意見等

はございますか。よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 これより第35号議案を採決いたします。 

  本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ご異議ないものと認め、本案は原案どおり可決いたしました。 
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  続きまして、第36号議案 越谷市スポーツ推進審議会委員の任命について、ご質問またはご意

見等はございますか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 お尋ねしたいのですけれども、会議要項の23ページに掲載している審議会委員一覧の

13番の方は、生涯スポーツ講座という団体からの選出ですか。 

吉田教育長 スポーツ振興課長。 

八木下スポーツ振興課長 こちらの方につきましては、スポーツ振興課で行っています生涯スポー

ツ講座の講師の代表ということで、例年こちらの方以外にも数名の方に講座の講師をお願いして

おりまして、その中から１名を推薦していただいたものでございます。 

  以上です。 

吉田教育長 よろしいですか。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 そのほかございますか。よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 これより第36号議案を採決いたします。 

  本案は原案どおり決することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ご異議ないものと認め、本案は原案どおり可決いたしました。 

    ◎協議事項 令和２年度越谷市教育費補正予算について 

吉田教育長 続きまして、協議事項に入ります。 

  「令和２年度越谷市教育費補正予算について」、教育総務部長から説明いたします。 

鈴木教育総務部長 それでは、令和２年度越谷市教育費補正予算の要求内容についてご説明を申し

上げます。 

  恐れ入りますが、別冊２の令和２年度越谷市教育費補正予算についてをご覧ください。 

  まず、歳入についてご説明いたします。 

  ３ページの表の一番下にございます歳入合計欄をご覧ください。教育委員会に関連します歳入

の要求につきましては、今回５億2,846万5,000円を追加し、補正後の総額は37億3,331万円1,000円

となります。 

  歳入の内容でございますが、恐れ入りますが、８ページ及び９ページをご覧ください。 

  初めに、教育総務部の要求でございます。科学技術センターでございますが、20款諸収入、６

項雑入、１目雑入につきましては、その他雑入として、科学系博物館の活性化事業に係る助成金

といたしまして、10万円を追加いたします。 
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  次に、スポーツ振興課でございますが、20款諸収入、６項雑入、１目雑入につきましては、そ

の他雑入として、市主催のスポーツ大会におけるけがに対する市民総合災害等補償金４万5,000円

を追加いたします。 

  次に、学校教育部の要求でございます。学校管理課でございますが、14款国庫支出金、２項国

庫補助金、５目教育費国庫補助金につきましては、中学校トイレの改修事業に係る学校施設環境

改善交付金１億2,970万円を追加いたします。 

  次の21款市債、１項市債、６目教育債につきましては、中学校トイレの改修事業に伴い中学校

債３億3,040万円を追加いたします。 

  次に、指導課でございますが、14款国庫支出金、１項国庫補助金、５目教育費国庫補助金につ

きましては、中学校の修学旅行及びスキー教室を中止する際に発生いたします費用に係る新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金2,508万円を追加いたします。 

  なお、先ほど専決第10号の際にもご説明いたしましたとおり、当該補助金は９月補正予算の要

求を行いましたが、その後の調整で７月補正予算に計上されております。 

  次の15款県支出金、２項県補助金、６目教育費県補助金につきましては、学習指導員の配置に

係る新型コロナウイルス感染症学習支援事業費補助金4,314万円を追加いたします。 

  続いて、歳出の内容でございますが、恐れ入りますが、戻りまして５ページ下段の教育費に係

る歳出合計欄をご覧ください。今回11億3,058万2,000円を追加し、補正後の総額は120億1,801万

7,000円となります。 

  歳出の主な内容につきまして、ご説明を申し上げます。恐れ入りますが、10ページ及び11ペー

ジをご覧ください。 

  初めに、教育総務部の要求でございます。上段の科学技術体験センターでございますが、１項

教育総務費、５目科学技術体験センター費のうち、科学技術体験センター事務費につきましては、

学校利用事業に係る事業費の確定に伴いまして、自動車借上料480万円を減額いたします。 

  また、科学技術体験センター管理運営費につきましては、企画展示事業に係る事業費の確定に

伴い、展示物借上料150万円を減額いたします。 

  次に、スポーツ振興課でございますが、７項保健体育費、３目体育費のその他体育費につきま

しては、市主催のスポーツ大会におけるけがに対する補償金として10万5,000円を追加いたします。 

  次に、図書館ですが、６項社会教育費、５目図書館費のうち、図書館活動運営事業費につきま

しては、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、現計予算にて書籍消毒器を購入いたしま

したが、その予算を補填するため図書館活動に係る視聴覚機材購入費29万1,000円を追加いたしま

す。 

  また、図書整備事業につきましては同様の理由によりまして、図書整備に係る図書購入費143万

6,000円を追加いたします。 
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  次に、学校教育部の要求でございます。学校管理課でございますが、２項小学校費、１目学校

管理費のうち、学校活動運営費につきましては、小学校の運営に係る通信運搬費の追加及び薬品

処分等委託料といたしまして、合わせて1,086万円を追加いたします。 

  また、施設管理費につきましては、小学校施設管理に係る光熱水費の追加及び施設の改修工事

費として、合わせて１億8,916万8,000円を追加するほか、備品等整備事業につきましては、老朽

化に伴う放送機器の購入に係る経費といたしまして163万円を追加いたします。 

  12ページ及び13ページをご覧ください。３目学校建設費の増改築事業につきましては、小中一

貫型小中学校の整備に向けた基本計画策定及び事業手法検討調査に係る委託料としまして

1,540万円を追加いたします。 

  次の３項中学校費、１目学校管理費のうち学校活動運営費につきましては、中学校の運営に係

る薬品処分等委託料として327万円を追加いたします。また、施設管理につきましては、中学校管

理に係る光熱水費の追加及び施設の改修工事費として、合わせて５億8,115万6,000円を追加いた

します。 

  次に、学務課でございますが、１項教育総務費、２目事務局費のうち教育活動支援事業につき

ましては、特別支援教育支援員等の配置に係る会計年度任用職員報酬等2,335万3,000円を追加い

たします。 

  次の７項保健体育費、１目学校保健費の健康管理事業につきましては、産業医及び健康管理医

の配置決定に伴いまして82万5,000円を減額いたします。 

  次に、指導課でございますが、１項教育総務費、３目学校教育指導費のうち、学校教育支援事

業につきましては、国の補助金を活用し、学習指導員の配置に係る会計年度任用職員報酬等

4,314万円の追加のほか、事業費の確定に伴い、会場設営委託料31万円を減額いたします。 

  14ページ及び15ページをご覧ください。学校司書の増員に係る会計年度任用職員報酬等219万

2,000円を追加するほか、その他学校教育指導費につきましては、国の地方創生臨時交付金を活用

し、中学校の修学旅行及びスキー教室を中止する際に発生する費用の保護者への助成として

2,508万円を追加いたします。 

  なお、ただいまのその他学校教育指導費につきましては、歳入の際にもご説明いたしましたと

おり、その後の調整で７月補正予算に計上されております。 

  次に、給食課でございますが、７項保健体育費、２目学校教育費の学校給食事業につきまして

は、新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業に伴い、学校給食実施日が変更となった

ため、給食配送車運行委託料490万円を追加いたします。 

  次に、教育センターでございますが、１項教育総務費、４目教育センター費の校内系ネットワ

ーク運用事業につきましては、ＧＩＧＡスクール構想に基づく小中学校の学習用端末の整備に係

る委託料及び賃借料として、合わせて２億2,563万4,000円を追加します。 
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  なお、当該事業につきましても、専決第10号の際にご説明いたしましたが、その後調整で７月

補正予算に計上されております。 

  恐れ入りますが、６ページにお戻りください。債務負担行為の追加でございますが、小中一貫

校整備に向けた基本計画策定及び事業手法検討調査業務委託料につきましては、小中一貫型小中

学校の整備に向けて基本計画の策定及び事業手法の検討を行う必要があることから、令和２年度

から令和３年度までを期間といたしまして、債務負担行為を設定するものでございます。 

  続きまして、７ページをご覧ください。地方債の変更でございますが、歳入でご説明いたしま

したとおり、中学校トイレの改修事業に伴い市債の限度額を表のとおり変更するものでございま

す。 

  ９月補正予算の要求に係るご説明は以上でございます。ご協議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

吉田教育長 これより協議に入ります。 

  ご質問またはご意見等はございますか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、ご説明ありがとうございました。 

  この資料の13ページですけれども、要求ベースでしょうけれども、特別支援教育支援員等の配

置、指導課でやる学習指導員の配置、これ要求段階ではどのような形での配置を、あるいは増員

を考えているのか、少し確認させていただければと思っています。 

吉田教育長 指導課長。 

佐々木指導課長 学習支援員は、児童生徒数が720名を超える学校につきましては２名、それ以外の

学校につきましては、１名の配置ということで要望しているところです。 

  以上になります。 

吉田教育長 学校教育部長。 

岡本学校教育部長 これがいわゆる新型コロナウイルス感染症対応のところの部分でございまして、

国、県からの補助金等の活用を念頭に置いております。 

  特別支援教育支援員等の配置については、学務課所管でございますが、本日学務課長は現在別

の会議に出ておりますので、私から申し上げます。 

  まず、特別支援教育支援員についてですが、これは全部で８名ということで予算要望をしてお

りますが、今後どのような形になってくるかということを財政当局と話をしてまいりたいと思っ

ております。 

  同時に、スクールサポートスタッフでございますが、現在25名ということで対応を図っている

ところでございます。これにつきましても国、県からの補助金等を活用しながら進めてまいりた

いということで、予算要求をしているところでございます。 
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  以上でございます。 

吉田教育長 新型コロナウイルス感染症対策の一環として、このスクールスタッフであるとか学習

支援員、大幅に増員が認められたところでございます。 

  何かご質問ございましたら、どうでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 15ページの一番下のＧＩＧＡスクール構想に基づく、学習者用端末のことなのですが、

先ほど７月の議会の予算で出てきた学習者用端末は、各児童に１人１台で購入するということだ

ったのですけれども、ここに出てくる学習者用端末とは何なのか教えてください。 

吉田教育長 教育センター調整幹。 

田嶋教育センター調整幹 今、ご質問ありましたけれども、先ほど教育総務部長がお話ししました

とおり、こちらについては７月補正ということになります。当初は、国のＧＩＧＡスクール構想

のロードマップによりまして、学年を絞った形で９月補正に出す予定でしたけれども、新型コロ

ナウイルス感染症の対応等も含めての国の第２次補正ということで、７月補正で全学年、小中合

わせて、前倒しで一気に１人１台端末を実施するという流れになっております。 

  以上です。 

吉田教育長 学習者用端末については、同じ扱いですかと。 

田嶋教育センター調整幹 さようでございます。 

吉田教育長 補足はありますか。 

  学校教育部長。 

岡本学校教育部長 では、補足させていただきます。 

  今、教育センター調整幹がご説明いたしましたとおり、実は本年度から令和５年度までの数年

間をかけて、１人１台端末を実施するという形で、私どもとしては今回の９月補正予算に当該学

年分、３学年分だったかと思いますが、それを計上させていただこうと考えておりました。とこ

ろが、それに前倒しという形で、地方交付税交付金等の活用が認められたことから、今回９学年

分、つまり令和５年までに整備するもの９学年分ということで、先ほど申し上げた７月の補正予

算という形でやらせていただきましたので、７月の補正予算で９学年、１人１台が実現されます。

もともとの計画としては、数年間をかけてやるための第１弾ということでこの９月補正という形

になっておりました。手続上の時期の時間差がありますので、このような形になっておりますが、

本来は、数年かけてやる予定の９月補正予算で出させていただくべきところが、今回このような

形で載っていると捉えていただければと思います。 

吉田教育長 進藤委員。 

進藤委員 私が少しよく分からなかったのは、９月のこちらの予算では、賃借料になっていて借り

るということを前提にしていたのが、７月には購入を前提にしたご説明だったので、違うものな



－19－ 

のか、お話伺ってもよく分からなかったので、結局同じもので借りる予定が買うことになったと

理解してよろしいでしょうか。 

吉田教育長 そのとおりでございます。 

  ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 少ししつこいようで申し訳ないのですけれども、先ほどの学習指導員とそ

れからスクールサポートスタッフ、主な職務内容としてはどんなことなのか、確認だけさせてい

ただきたいと思うのですけれども。 

吉田教育長 指導課長。 

佐々木指導課長 学習支援員に関しましては、休業中の未指導分の補習等を含めた形で授業の中等

に入っていただいて、子どもたちの学習支援をしていただいたということで今のところは考えて

おります。 

吉田教育長 学校教育部長。 

岡本学校教育部長 もうひとつのスクールサポートスタッフでございますが、これは、教職員の日

常の業務の中を手伝ってもらう形でございます。具体的には、現在も既に配置されておりますが、

印刷物の印刷をやってもらうなどがございます。現在教職員が１日に１回以上、校内の子どもた

ちが触れるようなところの消毒作業というのをやっておりますので、それも対応してもらえれば

なと考えているところです。教職員の業務負担を少しでも軽くしたいという思いで配置を考えて

要求しているところでございます。 

  以上です。 

野口教育長職務代理者 分かりました。ありがとうございます。 

吉田教育長 今回の７月の臨時市議会についても、そのマンパワーの大事さについて触れられてお

りましたけれども、ここのところでかなり増員が期待できるということになります。 

  ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 ほかになければ、以上を踏まえて進めてください。 

  続きまして、第37号議案「令和３年度使用中学校教科用図書の採択について」審議を行います

が、ここで事務局職員の入替えを行います。 

          〔事務局職員入替え〕 

    ◎第３７号議案 令和３年度使用中学校教科用図書の採択について 

吉田教育長 それでは、第37号議案「令和３年度使用中学校教科用図書の採択について」、指導課長

から説明いたします。 
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  指導課長。 

佐々木指導課長 それでは、第37号議案 令和３年度使用中学校教科用図書の採択についてご説明

申し上げます。 

  恐れ入りますが、会議要項の25ページをお開きください。 

  第37号議案 令和３年度使用中学校教科用図書の採択について。 

  令和３年度使用中学校教科用図書を別紙のとおり採択するものとする。 

  令和２年７月30日提出、越谷市教育委員会教育長。 

  提案理由でございますが、中学校教科用図書の改訂に伴い、令和３年度使用中学校教科用図書

を採択する必要があるため、提案するものでございます。 

  越谷市立小中学校で使用する教科用図書の採択につきましては、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第21条第６号及び越谷市立小中学校使用教科用図書の採択に関する要綱第３条の規

定により、本市教育委員会で行うこととなっております。 

  恐れ入りますが、会議要項の27ページをお開きください。今年度採択する中学校教科用図書は、

採択一覧表でお示ししたとおり17種目でございます。今回約10年ごとに改訂される文部科学省が

定める教育課程の基準、学習指導要領が改訂されたことを受けて、教科用図書が変更されること

となりました。したがいまして、令和３年度からの中学校新学習指導要領全面実施に伴い、道徳

を含めた全ての教科で採択を実施いたします。 

  なお、道徳に関しましては一昨年度に採択を行い、特別の教科として先行実施しておりますが、

昨年度新学習指導要領により改めて検定を行っておりますので、ほかの教科と同様に採択を行い

ます。なお、採択された教科用図書につきましては、令和３年度から４年間の使用となります。 

  採択の手順につきましては、越谷市立小中学校使用教科用図書採択事務要領に基づき行います。 

  初めに、越谷市立中学校使用教科用図書選定委員会委員より選定資料に基づく報告を行い、続

いて教育長及び教育委員の皆様からの質疑にお答えいたします。その後、教育長及び教育委員の

皆様でご協議いただいた後、採択をお願いいたします。 

  第37号議案についての説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

吉田教育長 これより教科用図書の審議を行います。 

  審議に入る前に委員の皆様にお諮りいたします。 

  採択の方法ですが、種目ごとに全部の教科用図書発行者について、私及び委員がそれぞれ５段

階で評価した上で順次無記名で投票し、評価点数の総合計が最も高い教科用図書発行者を採択す

ることにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

吉田教育長 ここで傍聴人の方にお知らせいたします。 

  傍聴の心得にあるように、議案の進行を妨げるような言動はお控えいただきますようお願いい
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たします。静粛な会議の進行にご協力をお願いいたします。 

  初めに、音楽（一般）の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 音楽（一般）の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 

伊東選定委員（栄進中教頭） それでは、説明に入らせていただきます。 

  音楽科は、資料を縦に読みながら教科書ごとに説明をさせていただきます。また、教科書を実

際にご覧いただきながら説明させていただきますので、ご準備いただきたいと思います。 

  まずは、教育出版の教科書から説明いたします。 

  １、内容についてです。まず、１つ目の観点では、各学年の学習段階に応じた教材が学びのユ

ニットというユニットごとに配列され、主教材を学習の軸として捉え、その教材と比べたり深め

たりする教材を取り上げることによって、学習の理解を深め合うことができるような教材配置の

工夫がされています。 

  教科書を見ながら説明させていただきます。２、３上の４ページをご覧ください。先に進めさ

せていただきます。歌うの項目に示されている最初の学びのユニットを見ていただければと思い

ますが、命が羽ばたくときが主教材として提出されており、その周りに共通事項に当てはまる項

目が、そして主教材と比較しながら学習課題を理解していくための副教材である語り合おうが示

されています。また、そこで学んだ内容を深めるための教材である大切なものがユニットの外側

に提示されています。それらの教材をまとめて提示することで、生徒たちは学習課題を整理して

捉えることができるように工夫されています。主教材のページの後に「ＡＣＴＩＶＥ！」のペー

ジが掲載されており、学習のワークシートのように取り組むことで、そこで提示された学習活動

の狙いをきちんと捉えることができるように工夫されています。 

  ２つ目の観点については、各教材に学びのポイントを示し、学習内容を明確にしながら生徒た

ちが主体的に学ぶがことができるような工夫をしています。教科書を見れば、学習の課題がいつ

でも把握しやすいように示されています。 

  ３つ目の観点では、巻頭に日本の歌と教材に出てくる著名な作曲者の言葉を掲載し、音楽活動

に意欲が高まるように工夫されています。教材の意欲を高めるための資料として、２、３上の巻

頭ページに、「浜辺の歌」と「早春賦」の写真が、また作詞作曲者のメッセージが掲載されていま

す。このことにより、生徒たちが同じイメージを持ちながら学習が進められるように工夫されて

います。次のページには、ベートーベン作曲の第五交響曲についての紹介がされています。ベー

トーベンが当時苦悩を抱きながらこの曲に取り組んだことが書かれており、教材の学習を深める

ための補助資料がカラーページで掲載されています。 

  ４つ目の観点では、歌唱教材については、全学年を通して前年度の履修内容を生かして学習す
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る和声的な合唱曲からスタートし、その後は多声的な混声合唱や我が国の伝統的な楽曲、また諸

外国の楽曲への学習が進んでいくように系統性を踏まえた学習ができるよう歌唱曲が選定されて

います。その中で、「Ｌｅｔ‘ｓ Ｓｉｎｇ」というコーナーで、具体的な歌唱技術を習得するた

めの手だてが掲載されています。 

  ２、３上の19ページをご覧ください。ここでは、「浜辺の歌」の旋律のまとまりの項目が学習で

きるようになっています。この楽曲がＡ、Ａ＋という形式で進んでおり、その形式を生かした表

現をしていくのだという内容が示されており、以前では教師側がワークシートを作成して指導し

ていた内容ですが、教科書に掲載することにより、どの教師も共通の指導ができるように工夫さ

れています。 

  また、創作教材は、「音のスケッチ」としてまとめられており、この創作活動でも既習内容を踏

まえながら学習を進めることができるように工夫されています。 

  ５つ目の観点では、著作権や音楽療法などの実際の生活に関わる内容が紹介されている、「私た

ちのくらしと音楽」というコーナーを掲載し、社会の中の音楽の働きを理解できるように工夫さ

れています。 

  ２、３の上では、音楽著作権について学習します。ＱアンドＡ形式での学習を進め、生徒たち

の実生活に即した学習ができるように工夫されています。 

  次に、２、資料です。１つ目の観点では、様々な教材の中で学習課題に迫るための協働的な学

習を進めることができるよう、話し合おうのコーナーが掲載されています。生徒たちがその教材

で学習した内容を自分なりの言葉でまとめ、クラスの仲間たちと話し合いながら協働的な学習が

できるような工夫がされています。 

  ２つ目の観点は、歌唱教材のほとんどが見開きページとなっており、歌唱の活動をするときに

表現活動に集中できるように配慮がなされています。また、鑑賞の学習では、右側に年表が掲載

されており、時代背景を意識しながら学習できるように工夫されています。 

  ２、３の上では、各教材の右端に音楽史の年表が記載されています。楽曲が作曲された時代を

生徒たちは教師の説明を聞きながらすぐに認識、確認できるように工夫されています。日本の伝

統的な楽曲の学習では、日本史の時代で確認できるように配慮されています。 

  次に、３、表記・表現ですが、教科書の楽曲全ての音符や記号、歌詞が適切な大きさで記載さ

れています。鑑賞教材では、指導のコメントに合わせて、必要な譜例が掲載されており、理解が

深まるような配慮がされています。学習に必要な譜例はそれぞれの学習ページに掲載されていま

すが、２、３の上には、交響曲第５番の提示部の簡略譜が掲載されています。この曲をピアノで

弾いてみたいと感じた生徒や、もっと知りたいと感じた生徒たちの興味・関心に対応した情報が

掲載されています。 

  最後に、４、総括です。この教科書は、３年間にわたって、歌う、つくる、聴くという分類で
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教材を配置しており、生徒たちが学習活動を意識しながら取り組むことができるように工夫され

ています。また、音の三要素も取り上げながら、音圧について学習することができるなど、他教

科の学習との横断的な学習が進められるように工夫されています。 

  以上で教育出版の説明を終了いたします。 

  続いて、教育芸術社の教科書について説明いたします。 

  ２、３の上が中心になってくると思いますので、そちらの教科書をご準備ください。 

  １、内容です。１つ目の観点では、各学年の学習段階に応じた題材や教材が段階的に配置され

ています。教育芸術社の２、３上の８ページをご覧ください。各教材が思考力、判断力、表現力

と知識と技能の３つの観点のうち、どれがどのように関わっているのか、生徒自身で確認ができ

るように工夫されています。 

  また、２、３上の14ページの左側をご覧ください。各教材の課題や共通事項に当てはまる項目

が記されており、それぞれの教材の学びの意図を生徒たちが学習前や学習中に確認することがで

きるように工夫されています。 

  ２つ目の観点では、表現や鑑賞の学習のポイントをキャラクターが吹き出しで呼びかけるよう

に掲載されています。２、３上の29ページをご覧ください。各キャラクターが各教材の考えるポ

イントを示しています。どこをどのように歌いたいのかという表現の観点を生徒たちが協働的な

学びによって獲得できるように工夫されています。これにより学習の流れの中で音楽表現を創意

工夫するよさを協働的な学びを通して生徒たちが学習できるように配慮されています。 

  ３つ目の観点は、巻頭に生徒たちにもなじみのある様々なジャンルの音楽家のメッセージを掲

載し、音楽活動に意欲的に参加できるように工夫されています。２、３上の巻頭には、教科書に

掲載されている「やさしさに包まれたなら」の作曲者である松任谷由実さんの写真と言葉が掲載

されています。同様に、２、３下には、日頃音楽の授業で取り上げられることが多い「春に」の

作詞作曲者の言葉が掲載されています。作曲者の中学時代の話と自分を照らし合わせたり、作詞

作曲者の楽曲に込められた思いに触れたりすることで、教材曲を表現することに対しての意欲を

高める工夫がされています。また、音楽と社会、日本と外国のポピュラー音楽等についての資料

を幅広く示し、多様な音楽文化に親しめるように工夫がされています。 

  ４つ目の観点ですが、小教材では、「深めよう！音楽」というコーナーが掲載されており、各教

材の狙いを確実に学習できるように工夫されています。２、３上の22ページをご覧ください。こ

こでは、曲想を感じ取り、表現を工夫するという内容がワークシート形式で掲載されています。

歌唱する旋律だけでなく、ピアノ伴奏の響きにも着目させ、楽曲全体の音楽を捉えながら表現す

る力を身につけられるよう工夫されています。 

  また、ここではこう歌いたいという目標を生徒たちがイメージしながら歌唱技術を向上させる

ことを目的とした「Ｍｙ Ｖｏｉｃｅ」というコーナーが掲載されています。そこでは生徒たち
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が協働的な学びを通して学習が進められるよう、歌唱表現を知っていく上で意識するポイントを

キャラクターのせりふ形式で掲載されています。 

  次に、創作の学習では、「Ｍｙ Ｍｅｌｏｄｙ」や「Ｌｅｔ‘ｓ Ｃｒｅａｔｅ！」のコーナー

で既習内容を生かしながら新たな学習を進めることができるような配慮がされてあり、生徒が無

理なく学習を進めることができるようにされています。 

  ある「Ｍｙ Ｍｅｌｏｄｙ」の部分では、リズムを活用したリズム創作の学習内容が掲載され

ています。１年生のときに学んだ反復や変化という既習内容を生かしながら、この題材では新た

に構成の部分に着目して学習活動が展開できるように工夫がされています。 

  ５つ目の観点では、生活や社会の中の音楽のコーナーの中で、社会の中で音楽が様々な役割を

果たしていることを学習できるように工夫されています。２、３の上の中では、演奏家が出向い

て音楽を聞く機会を提供するアートリーチ活動が取り上げられています。指導、生演奏、体験と

様々な観点を紹介しながら、社会と音楽がつながっていることを伝えています。 

  続いて、２、資料です。１つ目の観点ですが、日本音楽の教材では、演奏者からのアドバイス

を掲載して、生徒たちの興味・関心が高まるような配慮がされています。２、３の上では、長唄

について取り上げられているのですが、今までは長唄の音源をまねしながら長唄の雰囲気を味わ

うという活動が中心でしたが、長唄の専門家の言葉が掲載されていることによって、より模範演

奏に近い表現活動ができるように工夫されています。 

  ２つ目の観点では、生徒たちが実際に楽曲を聞きながら学習ができるように、耳でたどる音楽

史のコーナーで、ＣＤと連動した内容が掲載されています。日本と西洋の音楽史を実際に附属さ

れている音源を使って学習するように工夫されています。写真だけではなく、音源を聞いて聞き

比べることによって、日本音楽の独特な雰囲気を味わうことができるように工夫されています。

例えば中学校で学習する西洋のオペラと日本の歌舞伎を聞き比べることなどを通して、既習内容

を深めることができると考えられます。 

  続いて、３、表記・表現ですが、表記については、文字や音符が適切な大きさで表記されてい

ます。また、全学年の教科書の巻末に音楽の約束のページを設け、いつでもそのページを見なが

ら生徒たちが主体的に学習できるように工夫されています。２、３の上の部分では、音程や和音

についての内容が掲載されています。この内容については、少し難易度が高いものとなりますが、

生徒たちの学習の定着度によって、指導、工夫ができるようになっています。 

  最後に、４、総括ですが、この教科書は、歌唱、創作、鑑賞の学習活動ごとに分類して掲載さ

れており、１年間の学習活動が見通せるように工夫されています。また、鑑賞教材のページの中

に、その頃日本ではというコーナーを設け、他教科との関連が図られるように工夫されています。

２、３の上では、交響曲第５番の「運命」が作曲された時代に日本ではどのようなことが行われ

ていたのかというような世界的な分野を通して楽曲の理解を進めることができるような工夫がさ
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れています。 

  以上で音楽（一般）の説明を終了させていただきます。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、まず選定委員としてどの教科書を推薦するか、ご説明をお願い

したいと思います。 

瀧田選定委員長（北中校長） それでは、説明させていただきます。 

  選定委員会では、調査報告書、学校における教科書の調査研究報告、さらに法定教科書展示会

会場において、来場者の皆様からご提出いただいた意見などを参考にしながら、協議を行いまし

た。 

  協議の終了後、選定委員14名全員が２種類の教科書発行者について評価をそれぞれ５段階で記

載して、無記名での投票をいたしました。70点が満点ということになります。結果でございます

けれども、17番、教育出版が57点、27番、教育芸術社が70点ということでした。 

  本選定委員会としましては、点数の多かった順に、70点の教育芸術社、57点の教育出版という

ことで推薦をさせていただきます。 

  以上です。 

吉田教育長 堀川委員。 

堀川委員 選定委員会ではどのような話題が出ましたでしょうか。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 選定委員会では、大きく２つの話題が出ました。１点目では、音楽

科における主体的・対話的で深い学びの工夫についてです。２社とも課題設定、見通しを持たせ

るなどの主体的な学びを促すための工夫がされていること。また、対話的な学びについては、友

達の意見知りながら学べるようにしたり、キャラクターを活用したりして工夫していることが話

題として出ました。 

  ２点目は、鑑賞の工夫についてです。２社とも目標が明確で分かりやすく解説していることが

出ました。 

  以上でございます。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 進藤委員。 

進藤委員 学校の調査報告書ではどこの教科書会社の推薦が多かったのでしょうか。また、その主

な理由について教えていただければと思います。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 学校からの推薦では、教育芸術社を推薦する学校が最も多く12票、

次いで教育出版が８票という結果でした。 
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  推薦理由といたしましては、教育芸術社では、鑑賞曲において分かりやすい資料の提示と解説

及びワークシートがあり、生徒たちが活動しやすい。また、歌唱教材においても、自主的に表現

の工夫ができるような内容が掲載されている。また、教育出版では、各教材が学びのユニットと

いう課題ごとのグループでまとまっており、何を学習するのか、教師も生徒も明確化されている

ためなどの意見がありました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 我が国や郷土の音楽文化の扱いについて、各社どのような工夫が見られるのでしょうか、

教えてください。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 出版社ごとに説明させていただきます。 

  まず、教育出版では、表現と鑑賞の活動を関連づけて編集されています。歴史的・文化的な背

景、生活や社会における音楽の働きについても、文化活動を通して理解できるように工夫されて

います。 

  教育芸術社では、幅広い分野から教材を取り上げ、音楽のみならず文化的な側面からも総合的

に捉えられるような工夫がされています。伝統芸能や民謡などは、実際に体験したり、同世代の

中学生の取組みを知ったりすることで、実感を持って学習に取り組むことができるよう工夫され

ています。 

 以上です。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますか。よろしいでしょうか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 ほかになければ、それでは質疑を終わります。 

  協議に入る前に、教科用図書に見られるＱＲコードの扱いについてですけれども、この点、国

ではどのような見解なのか、事務局からの説明をお願いします。 

佐々木指導課長 それでは説明させていただきます。 

  平成29年５月23日付で発行されております教科用図書検定調査審議会の報告書によりますと、

ＱＲコード等を参照させる情報自体は、教科書そのものではなく、あくまでも学習上の参考情報

として供するものであると示されております。 

  以上になります。 

吉田教育長 国では参考情報の扱いですが、そのような扱いで進めてよろしいでしょうか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 それでは、協議を行います。 
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  選定資料にある４つの調査の観点、内容、資料、表記・表現、総括に沿って協議を進めたいと

思います。 

  これらは相互に関連しておりますので、必ずしも分けてお話をしていただかなくてもよろしい

と考えておりますので、それでよろしいでしょうか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 では、そのようにお願いいたします。 

  まず、調査の観点、内容についてご意見はございますか。 

  荒木委員。 

荒木委員 どちらの教科書もそれぞれに様々な工夫がされていると思いました。工夫の違いが分か

りやすいと思われるところを例として具体的に、一緒に見ていけたらと思います。 

  まず、教出「音楽のおくりもの １年」の44から47ページ、教芸「中学生の音楽１」48から51ペ

ージ、シューベルトの「魔王」です。これは、歌手１人が４役を歌う歌曲です。どちらも４ペー

ジで構成されています。教出44ページにそのゲーテの詩が、日本語訳がありますので、内容が分

かると思うのですけれども、この教材を扱う上でのポイントがどちらも左端の帯のところに書か

れてありますが、教出ではこの重要なポイントを明確に書いてあります。一方、教芸ではポイン

トは教出と比べて抽象的ですけれども、51ページに具体的に注目すべきポイントが書いてあって、

吹き出しで、お父さん、お父さんと子が呼ぶピンクの部分では、音の高さがどう変化しているの

かな、またどうしてそうなっているのだろうとあって、48、49ページの変化の部分を見ると、そ

の魔王におびえる子どもがお父さん、マインファーターと言うたびに、１音ずつ高くなっていく

ということがはっきりと分かると思います。これは、生徒にとって大変分かりやすく、また先生

方も教えやすいのではないかなと感じます。なお、教出には、45ページに、ほかの作曲家による

「魔王」と比べようという発展的な学習があります。 

  このような傾向は、その前のページのビバルディの「四季 春」でも見られます。教出１年、38か

ら43ページの６ページ、教芸１年、44から47ページの４ページ、それぞれのその左端の帯のとこ

ろに注目しますと、やはり教出では、その要となるポイントが明確に書かれています。それに対

し、教芸ではポイントは教出と比べて抽象的です。この曲では、ソネット、イタリアの14行詩と

音楽との関わりを鑑賞することがポイントとしてあるわけですけれども、教出では39ページの話

し合おうの欄に書くようになっていて、教芸では曲想を捉えるきっかけとなるようなチェンバロ

奏者のイメージのお話があり、また47ページの１ページ丸々使ってまとめて発表するようになっ

ています。この作業は、生徒が考えたり理解したりしやすいのではないかと感じました。 

  なお、教出では38ページで、どちらも同じような楽譜が載っているのですけれども、38ページ

でトゥッティソロという言葉を学び、あと43ページで発展的な学習とも言える、今度は「春」の

次に「秋」を、音楽の構想もより把握しながら鑑賞するという形になっています。 



－28－ 

  この「魔王」と「春」、以上の２曲の鑑賞教材の比較や、あとそのほかの教材の比較などから、

教出が生徒たちの作業を通した分かりやすさ、それから教芸はより高い発展的な学びという傾向

が見られると感じました。 

  あと、そのほかの特徴といたしましては、教芸には２、３年下の28ページ、ビートルズの「レ

ットイットビー」が歌唱教材としてあって、58ページからポピュラー音楽について書かれていて、

60ページから63ページのポピュラー音楽のジャンルのページが非常に分かりやすいと思いました。

それに対して教出のポピュラー音楽図鑑というのは、２、３年上の66から69ページ、こういった

同じものを比べると工夫の違いが見えると思います。 

吉田教育長 ありがとうございました。 

  関連してでもいいです。別の観点からでもいいので、ございませんか。 

  ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 今、いろいろお話伺わせていただき、ありがとうございました。 

  教育出版もユニットを使って、そして、メモリーというのは、音楽療法とかそういうことも扱

っているということで、興味深いと思ったのですけれども、それはやはり現場の声を聞くと、教

育芸術社が圧倒的に多いと思ったのですけれども、その辺の理由として、やはりポピュラーとか

それからクラシックとか幅広く題材を扱っているということで、生涯学習の観点からも本市の先

生方は教育芸術社を選んでいるという感じはしました。教育出版のそのすっきりした感じとか流

れが分かりやすい感じもするのですけれども、それでもなおそちらがいいと感じました。特にポ

ピュラー、先ほどのポピュラー音楽のジャンルのことも出ていましたけれども、扱っている曲と

して、日本の歌の中で「涙そうそう」とか「上を向いて歩こう」とか、ユーミンとして親しまれ

ている松任谷由実の「やさしさに包まれたなら」とかも出ていたりして、多くの年代にも親しま

れるようなものを取り入れているのもいいと感じました。 

  あと、「旅立ちの日に」という卒業式で歌う歌も入っているということで、そういった面がきっ

と現場の声として上がっていると思いました。 

  私からは以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 ともすれば、子どもたちはロックとかＪポップとかそちらに走ってしまうと思います。

なので、やはり学校の音楽の授業だからこそ、こういう日本の伝統芸能や日本固有の音楽に親し

むという機会をつくったほうがいいと思います。そうするとやはり先ほど選定委員さんのご説明

にもありましたように、教育芸術社がそういう点では幅広く扱っていると思いました。 

  あとは、教育出版では音楽の著作権について扱っているところがあったと思うのですけれども、
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これはとても大切なことだと思います。今、子どもたちは、違法だろうと何だろうとダウンロー

ドを当たり前のようにしているので、こういうところでしっかりと教える必要があり、教科書に

載っているというのはとてもいいなと感じました。 

  以上です。 

吉田教育長 進藤委員。 

進藤委員 今、渡辺委員からありましたように、なかなか若い子というか、中学生は伝統芸能に触

れる機会がないので、むしろ授業を使って触れるということはとても大事なことなのかなと思い

ました。その点では両社ともにかなりのページを割いて、法とか、あと郷土芸能であるとかを扱

っていると思いました。殊に埼玉に限定して言わせていただくと、いずれも秩父の夜祭りに関し

て言及があって、特に教育芸術社に関しましては、１ページ丸々割いて、すぐご近所の久喜市の、

鷲宮でしたか、その催馬に関しても出ていますので、そういった意味でも非常に越谷の生徒さん

にとっては受入れやすくて、実際見聞きもできるし、また越谷でもお祭り関連でいろいろなサー

クルもあるようなので、そういった意味では非常に身近に感じられると思いました。 

  また、先ほど出ました著作権に関しましても、両方とも２年、３年のところにきっちり言及が

されておりまして、最近のＳＮＳとかネットの関係で著作権はいろいろと問題になることもあり

ますので、学校でしっかり教えていただけるとありがたいと感じました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかに。 

  堀川委員。 

堀川委員 私が少し面白いと思ったのは、教育芸術社の１年生、39ページの映画のジョーズのテー

マというところが出ていて、映画を見ていても音楽はすごく影響力が大きくて、その曲調からい

ろいろな映画のイメージが発想できると思うのですけれども、その映画と音楽との関連性、また

そういったものが私たちの生活に身近にあるので、またそれに関連して、ハリー・ポッターやジ

ュラシックパークのイメージが大変強く印象に残っている曲の紹介もしてあって、このページも

非常に印象に残りました。 

  私からは以上です。 

吉田教育長 私からも少し言わせてもらいますけれども、学習指導要領に沿ってお話をさせてもら

います。生きて働く知識・技能というところでは、音楽の多様性の理解と音楽教諭に必要な技能

を身につけることが求められているわけですけれども、例えば教芸の１の14ページから15ページ

について、「Ｍｙ Ｖｏｉｃｅ」のところで、姿勢と呼吸法というような、歌声づくりということ

で、基本的な歌唱のテクニック、技能等を身につけさせて、それから42ページでは、指揮の仕方

について学べるようになっていますが、戻って19ページで、この旋律あるいは音量、強弱などの

音楽や音の要素、これに着目させて、そして21ページの「Ｍｙ Ｍｅｌｏｄｙ」につなげる学習
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を通して、そういう創作表現に関わる技能、こういったものを身につけさせるようにしているな

ど提示させていました。 

  また、教芸では幅広い分野から教材を取り上げているので、音楽のみならず文化的な側面から

も創造的に捉えるようなこともされていると思います。 

  思考力、判断力、表現力という点で言えば、教芸一般では、中学生の器楽の９ページに、音楽

をつくっている要素というので、音色、リズム、旋律、ハーモニー、そういった音や音楽の要素

という、我々の頃は三要素というのでよく教わっていましたけれども、それに着目させて、そし

てそういうことを取り上げて、音楽をその働きの視点で捉えるというのですか、音楽の一つの見

方・考え方ということなのでしょうけれども、イメージや感情、生活、社会、伝統や文化と関連

づけることとして、そういう音楽的な見方・考え方を深めていけるように工夫されていると思い

ました。 

  例えば音楽（一般）の教芸の１の11ページでは、これはほかでも見られるわけですけれども、

先ほど荒木委員さんからご説明ありましたけれども、作者からのメッセージを取り上げて、そし

て曲と学習者の自己のイメージと結びつけやすくしている。 

  また、先ほど申し上げた19ページの後半では、そこの特徴を音楽や音の要素として旋律や音量

の強弱から捉えて、表現の仕方を考えさせると、そういう工夫をしています。その上で、21ペー

ジの「Ｍｙ Ｍｅｌｏｄｙ」、創作活動につなげていく流れをつくっていると思いました。 

  この点、報告書を見ますと、歌唱教材では曲の構成を細かく分析できるような表現を使って、

生かせるように配慮されている。これは、学校からの報告書ですけれども、音楽を形づくってい

る要素を捉え、それを生かして表現や鑑賞の活動が進められるよう、適切な教材配置がされてい

る。そういった記載が見られたところです。 

  ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 よろしければ、次の資料と表記・表現、それから総括について、大体お話が出ている

ようですので、一括してお聞きしたいと思います。何かありましたら。 

  荒木委員。 

荒木委員 先ほど教育長からも音楽の多様性というお言葉がありましたけれども、日頃感じること

なのですけれども、先ほどご説明にもありましたように、教育芸術社の２、３年上の巻頭ページ、

ユーミンの言葉がありまして、「皆さんも自分がすばらしいと思うことを大切にしてください。人

と違うことを恐れないで」とあります。これは、今この時代を生きていくのにとても大切なこと

だと感じていて、自己肯定感を高めることにつながると思いますし、音楽の授業の大切な要素だ

と思っています。 

  以上です。 
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吉田教育長 ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 このほかの観点で協議したい内容はございますか。よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 なければ、音楽（一般）の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階評価の合計が最も高いもの

を採択いたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いいたします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、順次投票をお願いします。 

          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  投票を終了いたしました。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、野口委

員、それから堀川委員を指名いたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告いたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計の順番に、発行者の番号順に読

み上げます。 

  １７番  教育出版社  ２４点 

  ２７番  教育芸術社  ３０点 

  以上のとおり音楽（一般）の教科用図書は、27番、教育芸術社を採択することに決しました。 

  続いて、音楽（器楽合奏）の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 それでは、音楽（器楽合奏）の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を

求めます。 

伊東選定委員（栄進中教頭） それでは、器楽の教科書について説明いたします。 

  音楽（一般）と同様に、縦読みで教科書を確認しながら説明をさせていただきます。 
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  まず、教育出版から説明をさせていただきます。 

  １、内容についてです。１つ目の観点では、楽器が管楽器、弦楽器、打楽器のジャンル別に掲

載されており、それぞれの団体に応じて課題が明確に表示されています。器楽の教科書の最初の

目次のページをご覧ください。まずは、学習する楽器の提示方法ですが、左側のページにリコー

ダー、篠笛、尺八の管楽器が、右側のページには、ギター、箏、三味線の撥弦楽器が、その下に

打楽器が掲載されており、和楽器と西洋楽器の区別なく各楽器が配置され、同じ種類の楽器だけ

れども、楽器ごとに音色の変化があるということが感受できるように工夫されています。 

  次に、６ページをご覧ください。各教材のページの上に学びの狙いを明確に示し、課題を意識

しながら学習ができるように工夫されています。 

  ２つ目の観点ですが、何が同じで何が違うというコーナーを配置し、学習指導要領の共通事項

を主体的に学習することができるように工夫されています。教科書の26ページをご覧ください。

ここでは吹く楽器とまとめられた楽器の音色や旋律を聞き比べて、楽器の特色を生徒たちがつか

むことができるように工夫されています。また、直接教科書に書きながら自分の意見をまとめ、

そこで各自がまとめた内容を話し合おうのコーナーを活用して、友達と意見を交わしながら学習

が深めることができるように対応されています。 

  また、教科書後半には、合わせて演奏しようというところが載っているのですけれども、その

部分の創作教材の音のスケッチのコーナーが掲載されており、教科書前半の学習で身につけた基

礎的な演奏技能を生かしながら、仲間とのアンサンブル活動を通して、協働的に創作を学ぶこと

ができるように工夫されています。 

  ３つ目の観点ですが、吹く楽器の切り替わりの部分には、発展というコーナーを設置して、諸

外国の楽器を資料として写真で示し、他国の音楽文化を感受することができるように工夫されて

います。この部分では、教科書27ページ、隣のページをご覧ください。ここでは吹く楽器の諸外

国の楽器が紹介されています。自分が実際に演奏しながら学んだ既習内容を振り返りながら、同

じ種類の諸外国の楽器の特徴を知ることができるように工夫されています。そのことにより、今

までは距離を感じていた民族楽器をより身近に感じながら学習ができるようになっています。ま

た、巻頭には、和楽器の演奏家の言葉を掲載し、興味・関心を高めることができるように工夫さ

れています。 

  ４つ目の観点では、各楽器の学習を進める上で教材が平易なものから順位に掲載されており、

生徒たちの実態に応じて、実技の機能が高められるように工夫されています。また、そこで高め

られた技能を広げるための様々な工夫がされています。教科書の75ページをご覧ください。「Ｌｅ

ｔ‘ｓ Ｔｒｙ！」というコーナーで比較的難易度が高いアンサンブル教材を掲載し、演奏技能

をさらに高めていく工夫がされています。このページでは、春のリコーダーアンサンブルが掲載

されています。聞き覚えのある曲だからこそ譜読みの時間が短縮され、器楽アンサンブルの学習
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に集中できるような工夫がされています。 

  また、94ページをご覧ください。名曲旋律集というコーナーでは、音楽一般の教科書に扱って

いる楽曲を生徒たちが取り組み、興味・関心を高めながら技能の向上が図られるように工夫され

ています。グルタバなどは８分の６拍子の難しい拍子ですが、実際に音楽（一般）で学習した曲

であるので、比較的短時間で譜読みが終了することが期待できますし、また鑑賞で学習した既習

内容を深めることができるように配慮されています。 

  ５つ目の観点では、和楽器の学習で取り組む楽曲に現代の曲も配置し、生徒たちが興味を持っ

て取り組むことができるように工夫されています。84ページをご覧ください。ここでは、「ものの

け姫」の箏によるアンサンブルの楽譜が掲載されています。箏の学習についての教材は、この教

科書では、「さくら」や「荒城の月」といった日本の昔の楽曲が使用されており、日本風な響きが

強調されていましたが、ここでは生徒たちの生活に根づいた曲を学習し、楽器演奏の意欲を高め

る工夫がされています。 

  続いて、２、資料についてです。１つ目の観点では、これはＱＲコードのことなのですけれど

も、「まなびリンク」というコーナーが配置されています。 

  そして、２つ目の観点ですけれども、学習している楽器の疑問点を自分で確認ができるように

様々な工夫がされています。教科書の８ページをご覧ください。このページではアルトリコーダ

ーのドレミファソの音を学習するのですが、教材を学習しながら、新しく取り組む運指を生徒自

身で確認しながら学習を進めることができるように工夫されています。また、巻末の見開きペー

ジをご覧ください。ギターの学習で使用するコードの押さえ方の写真が掲載されており、自主的、

主体的に学習を進めることができるように配慮されています。 

  ３、表記・表現ですが、教科書の楽曲全ての音符や記号、歌詞が適切な大きさで記載されてい

ます。 

  ２つ目の観点ですが、裏表紙に「いろいろな用語、記号」という表で音符、休符、記号等の解

説がされており、教材曲で使われている演奏上の記号を自主的に学習することができるように配

置されています。 

  最後に、４、総括ですが、この教科書の中で何が同じで何が違うや、吹く楽器の仲間たちなど

の様々なコーナーを掲載しており、自分で調べたり、その内容を仲間と話し合ったりしながら、

主体的、協働的に学習できるように工夫がされています。 

  以上で教育出版の器楽の教科書についての説明を終了させていただきます。 

  続いて、教育芸術社について説明いたします。１、内容についてです。１つ目の観点では、器

楽合奏のイメージをつかみながら、各楽器の基礎的な学習ができるよう、教科書の冒頭にアンサ

ンブルセミナーという合奏曲を掲載しています。教育芸術社の器楽の教科書の12ページをご覧く

ださい。ここでは、「千の風になって」の楽譜が掲載されています。演奏する楽器が指定されてい
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ないので、楽器を変更するたびに生まれる鳴り響く音楽を感じながら、アンサンブルの工夫がで

きるようになっています。生徒たちは、この内容を最初に確認し、こんな曲を演奏してみたいな

というイメージを持ちながら、この後の学習ができるような配慮がされています。 

  また、冒頭のアンサンブルの学習では、そこで学習して感受した内容を対話的な学習を通して

明確化し、さらに学びを深めていくための「深めよう！音楽」というコーナーを配置しています。

13ページの下をご覧ください。ここでは、キャラクターの吹き出しがその曲の特徴についての説

明や生徒たちの思考判断につながる助言が掲載されています。また、これは一般の教科書でも同

様でしたが、教科書冒頭の中学校の器楽の学習内容の中に、各教材が３つの観点のうち、どれが

どのように関わっているのか生徒自身で確認ができるように記されています。 

  ２つ目の観点ですが、教科書後半に、アンサンブルのコーナーを掲載し、そこでは様々なジャ

ンルの曲を取り上げ、生徒の興味・関心を高めることができるように工夫されています。教科書

の76ページをご覧ください。そこで使われている楽曲は、ミュージカルやクラシック、ディズニ

ー、ジブリやテレビのテーマ音楽まで多岐にわたります。生徒たちの興味・関心が高い教材を今

まで学習した表現の技能を生かして表現できるように工夫されています。また、そこではただ演

奏技術を高めるだけでなく、各曲に合奏する上での課題を掲載し、生徒たちが協働しながら主体

的に学習できるように配慮されています。 

  続いて、３つ目の観点ですが、生徒たちの学習意欲を喚起するために、生徒たちになじみのあ

るバンドの世界についてのページや楽器でメロディーというコーナーで生徒たちになじみのある

楽曲を掲載しております。教科書の75ページをご覧ください。そこでは、生徒たちが聞いたこと

のある曲を歌っているバンドスコアを掲載しています。ギターは和音、ベースは低音、ドラムは

リズムと、様々な楽器が役割を持っており、器楽の教科書で学習している合奏曲と同じ要素で譜

が成り立っていることに気づくことができるようになっています。 

  続いて、教科書96ページをご覧ください。ここでは、日常生活で聞き覚えのある曲が多く掲載

されています。リコーダーではクラシックだけでなく、ジャズの曲まで取り上げられています。

これらの曲の学習を通して、各楽器で学んだ基礎的な学習内容を発展させることができるように

工夫されています。 

  ４つ目の観点ですが、各教材には学習課題や学習内容に即した音楽を形づくっている要素が示

されていて、生徒たちが主体的に学習できるように配慮されているのと同時に、創作活動と関連

づけて学習できる内容も用意されています。また、それぞれの教材は、平易な曲から学習できる

ように配慮されており、無理せずに基礎的な技術を習得できるように工夫されています。 

  ５つ目の観点ですが、各界の著名人からのメッセージや同世代の音楽活動の様子を掲載し、生

徒が意識的に生活や社会の中の音や音楽との関わりに目を向け、考えられるような工夫がされて

います。教科書の巻頭をご覧ください。これは、ピアニストの反田恭平さんの写真と言葉が掲載



－35－ 

されています。現在、反田さんは、ピアノを取り上げたアニメーションのピアノの吹き替えや、

ドキュメンタリー映画で特集されるなど、クラシック界だけでなく様々なメディアで活躍してお

り、アーティストの写真が取り上げられることで、生徒たちの音楽表現に対しての興味が高まる

工夫がされています。また、巻末には、部活動を通して和楽器の合奏に取り組んでいる中学生が

紹介されています。太鼓や箏の演奏になじみのない生徒たちにとって、部活動で熱心に取り組む

同年代の姿を知ることは、これから学習する楽器の興味を高める材料になると思われます。 

  続いて、２、資料についてです。１つ目の観点は、ＱＲコードについてです。そして、２つ目

の観点では、学習している楽器の疑問点を自分で確認できるように様々な工夫がされています。

教科書24ページご覧ください。ここでは、アルトリコーダーのシラソの運指を学習する内容です

が、教科書の左側に運指が絵で表記されているとともに、リコーダーの演奏のポイントをＱアン

ドＡ形式で掲載されており、生徒たちが自身の学習の課題点を自己管理できるようになっていま

す。 

  続いて、３、表記・表現についてです。教科書の楽曲の全ての音符や記号、歌詞が適切な大き

さで記載されています。特に和楽器では、和楽器特有の記譜を掲載するなど、様々な指導実態に

対応できるようにされています。 

  ２つ目の観点ですが、巻末に音楽の約束というテーマ、コーナーを配置し、音符、休符、記号

等の解説がされており、教材曲で使われている演奏上の記号を自主的に学習することができるよ

うにされています。 

  最後に、４、総括ですが、教科書の多くの部分に資料のコーナーが掲載されており、その中で

は、日本の楽器だけでなく、各国の民族音楽で使われる楽器の紹介がされていたり、バンドのス

コアが掲載されたりしており、日常の生活と音楽で学習した内容の関連を感じながら学習できる

ように工夫されています。 

  以上で、器楽の教科書についての説明を終了させていただきます。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて、選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 まず、選定委員としてのどの教科書を推薦するかご説明願います。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、調査報告書、学校における教科書の調査研究報告、

さらに法定教科書展示会場において、来場者の皆様からご提出いただいた意見なども参考にして

協議を行いました。 

  協議終了後、選定委員13名でしたが、全員が２種類の教科書発行者について評価をそれぞれ５

段階で記載して無記名投票いたしました。 

  65が満点ということになります。結果でございますけれども、17番、教育出版が53点、27番、
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教育芸術社が65点という結果でした。 

  本選定委員会としましては、点数の多かった中に、65点の教育芸術社、53点の教育出版を推薦

いたします。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 選定委員会では、具体的にどのような話題が出ましたか。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 選定委員会では、基礎・基本を習得させるための工夫について各社

ゴールを見据え、基本的な内容から発展させ、技術の向上を実感できるように工夫しているとい

うことが出ました。 

  以上です。 

吉田教育長 渡辺委員。 

渡辺委員 本当に基本的なことで申し訳ないのですが、アルトリコーダーというのは、中学生の単

元でやるのですか。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 大体の流れとして、小学校でソプラノリコーダー、そしてそれを踏

まえて中学校ではアルトリコーダーを学習するような流れはありますけれども、最近のその流れ

の中では、アルトリコーダーの学習をしないことも多くあります。 

  以上です。 

渡辺委員 あと１点いいですか。箏、琴というのは全部の中学校にあるのですか。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 越谷市の中学校には箏は全て備わっています。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

堀川委員 学校の調査報告書ではどの教科書会社の推薦が多かったでしょうか。また、その主な理

由について教えてください。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 学校からの推薦では、教育芸術社を推薦する学校が最も多く12票、

次いで教育出版が８票という結果でした。 

  推薦理由といたしましては、教育芸術社では、それぞれの教材において分かりやすい資料の提

示と解説及びワークシートがあり、生徒たちが活動しやすい。また、教材も自主的に表現の工夫

ができるような内容が掲載されている。奏法についての資料が多く、和楽器を分かりやすく扱っ

ている。発展的な楽曲についても、既習事項を踏まえた上での取り組みやすい楽曲選択となって

いるという意見がありました。 

  また、教育出版では、学習する楽器ごとに教材がまとめられており、生徒たちが取り組みやす

い構成となっているため、学びのユニットが分かりやすい。写真が効果的に使われている。奏法
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の解説が分かりやすいなどの意見がありました。 

  以上です。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 器楽の表現の創意工夫について、各社どのような工夫が見られるのか教えてください。 

伊東選定委員（栄進中教頭） 新たに学習指導要領に記載されたところであり、曲に対するイメー

ジを膨らませたり、他者のイメージに共感したりして、音楽を形づくっている要素の働かせ方な

どを試行錯誤しながら、表したい器楽表現について考え、どのように器楽表現するかについて思

いや意図を持つことである。どちらの教科書にも思考力、判断力、表現力の育成に関する工夫が

されていました。 

  教育出版では、吹く楽器と弾く楽器についての共通性と固有性を考え、特徴を理解することが

できるように書き込み欄を設けたり、自分の考えをまとめ、話合いをしたりすることによって、

協働的な活動が展開できるように工夫されています。 

  教育芸術社では、学習活動を進める上で感受したことを基に、思考、判断、表現を行うための

ヒントをキャラクターの吹き出しで示すほか、思考した内容を記述する場面が制定されていると

いう点があります。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかによろしいでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 ないようですので、協議を行います。 

  選定資料にある４つの調査の観点に沿って協議を進めたいと思います。 

  まず、調査の観点、内容についてご意見はございますでしょうか。 

  荒木委員。 

荒木委員 どちらの教科書もそれぞれに工夫がなされていて、特に先ほどのご説明にもありました

ように、写真が豊富で大きくて、それぞれ楽器の特徴や演奏の仕方が大変分かりやすいと感じま

した。 

  小学校の教科書では、鍵盤ハーモニカの導入の仕方やリコーダーの見たままを押さえればいい

という向きの写真が載っているかどうかなどの違いが見られましたけれども、中学校ではどの楽

器を授業で扱うのかによって、また教科書に対する見方も変わってくると思います。越谷市では、

市内全校でお琴を扱いますので、琴のページを見てみますと、教出は36から43ページ、あと52ペ

ージ、それからアンサンブル、二部合奏ですね。78ページの「さくらさくら」、84ページ、「もの

のけ姫」で奏法の写真もあります。見比べますと特徴がすごくよく分かるのではないかと思うの
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ですけれども、教芸は40ページから49ページ。49ページの「Ｍｙ Ｍｅｌｏｄｙ」に、お琴の旋

律をつくることで日本の音階について理解をより深められるようになっていると感じました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 ないようですので、私からですが、先ほど来お話を聞いている中で、内容の構成につ

いては教科書会社に大きな差はないということになりますが、教芸では音楽の多様性を理解する

ということの一環として、和楽器について構造、あるいは奏法、創作など、49ページから69ペー

ジの30ページにわたって詳細に取り上げています。そういうこともあって、報告書に触れての選

定委員のお話がありましたけれども、分かりやすいということが言われていると思います。 

  特に本市では、伝統文化部等で茶道、華道、箏曲に取り組んでおりますけれども、先ほど渡辺

委員さんからありましたけれども、特に琴については40ページから49ページで取り上げ、49ペー

ジはさっき荒木委員さんからもありましたけれども、創作活動が充実されるということが言える

わけなのです。ちなみに、本市では、琴については、琴は全部の学校にもあるのですけれども、

全中学校で取り扱っていることがあります。 

  ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 先ほどから話題になっている琴のことですけれども、やはり日本伝統文化

クラブの活動があったり、あるいは今年はできるかどうかあれなのでしょうけれども、文化伝承

の集いがあったり、様々な場面で子どもたちも触れ合う機会も多いので、この扱い方について、

２つの教科書会社とも大分丁寧に扱っている印象を受けました。 

  教育出版も結構練習曲などはいいものが出ていて、こういうのもやっていくときっと面白いだ

ろうと思ったのですけれども、前提として、教育芸術社では、琴に限らずですけれども、演奏す

る曲目が多いですとか、あるいは曲のバリエーションが豊富だとかという意見とか、あるいは小

学校の既習事項を踏まえて、基礎的な内容を確認しながら学習できるということが学校からの声

として上がっているので、そのあたりが学校としては扱いやすいと捉えたのかと考えました。 

  それぞれよさがあるのだけれども、学校からの推薦も教育芸術社が多かったと思います。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。内容についてはよろしいでしょうか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 それでは、資料と表記・表現、総括については、まとめてお願いしたいと思いますが、

ご意見ございますでしょうか。 

  先ほどの内容の中でも含まれておりましたので、この点はよろしいでしょうか。 

  荒木委員。 
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荒木委員 ステイホームで大人も楽器を新たに始めたとか、昔やっていた楽器をもう一度始めたと

いう話も耳にしました。中学校を卒業すると、高校でも芸術科目が選択制になったり、あと就職

したりと、音楽という教科からは離れてしまう生徒も多いと思うので、音楽は勇気をもらえたり

癒やされたりといった力がありますので、ぜひ中学校で生徒たちが思う存分音楽を楽しめるよう、

そして卒業してからも音楽が心の支えとなるよう願っております。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにはよろしいでしょうか。 

  この観点でほかに協議したい内容はございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 なければ、音楽（器楽合奏）の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階評価の合計が最も高いもの

を採択いたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いいたします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、順次投票をお願いします。 

          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  投票を終了いたしました。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、進藤委

員、それから荒木委員を指名いたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告をいたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計の順番で、発行者の番号の順に

読み上げます。 

  １７番  教育出版社  ２５点 

  ２７番  教育芸術社  ３０点 

  以上のとおり音楽（器楽合奏）の教科用図書は、27番、教育芸術社を採択することに決しまし

た。 
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    ◎休憩の宣告 

吉田教育長 それでは、休憩したいと思います。 

  １時再開といたします。 

                                 休憩 午後 ０時００分 

                                 再開 午後 １時００分 

    ◎開議の宣告 

吉田教育長 それでは、会議を再開いたします。 

  美術の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 美術の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 

小林選定委員（千間台中教頭） よろしくお願いいたします。調査報告書を基に調査の観点につい

て、３つの教科書ごとにご報告をいたします。 

  １番、（１）についてですが、開隆堂。各題材において３つの柱をそのまま３つの目標として明

確化を図っています。各題材の主文において、形や色、イメージや特徴といった造形的な視点が

明記されています。 

  光村です。各題材において、表現と鑑賞の相互関連を意識し、学習の目標を２項目にして、明

確化を図っています。文中に、こちらも形や色、仕草や感情といった造形的な視点が明記をされ

ています。 

  日文です。各題材において学びの目標として３つの柱に基づく３つの目標が明記されています。

こちらは造形的な視点という吹き出しをつくることにより造形的な視点で捉えるよう工夫されて

います。 

  （２）についてです。開隆堂。題材ごとに開き１ページがシンプルに構成されて、学習のポイ

ントや発想、構想の方法、学習の進め方のヒントをマークで示すなど、生徒の発想を促すよう工

夫しています。 

  光村ですが、著名な作品、活動に取り組む生徒の様子など、多様な情報を掲載しており、題材

についてのイメージを広げやすくしております。 

  日文。参考作品や情景写真、アイデアスケッチを多く掲載することにより、生徒の発想や構想

を促す工夫がされています。 

  （３）についてです。開隆堂。学習の意欲が高まるように、学びの地図や発見と創造、探求と

継承と題した資料を掲載する工夫が見られます。 
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  光村です。学習の意欲が高まるように、「美術って、なんだろう？」や「うつくしい！」と題し

た資料を掲載する工夫が見られます。 

  日文です。学習の意欲が高まるように、「中学校美術の世界へようこそ」や「この教科書で学ぶ

みなさんへ」と題した資料を掲載する工夫が見られます。 

  （４）についてです。開隆堂。人物の動きに注目して鑑賞できるように作品を多方向から撮影

した資料を掲載し、学びの資料では、視覚特性に配慮した配色の工夫を行い、イメージを捉える

手だてとしています。 

  光村です。作風が異なる生徒作品や多様な素材を活用した動きのある造形の紹介を行うことで、

イメージを捉える手だてとしています。 

  日文です。作風が異なる生徒作品やアイデアスケッチ、鑑賞カードの紹介を行い、作品が生ま

れた背景やつくり方を掲載することで、イメージを捉える手だてとしております。 

  ２番の資料です。２番の資料ですが、せっかく美術の資料ですので、少し教科書をお見せしな

がら説明をしたいと思いますが、開隆堂についてですけれども、発想を広げるために開隆堂は、

共通のマークを使って表しています。例えば美術１の39ページの自然のデザインのところですが、

葉っぱのマーク、共通のマークでここを発想ができるような手だてを工夫しております。 

  光村です。光村は、発想が広がるように、美術２、３の11ページに有名なレオナルド・ダ・ヴ

ィンチの「最後の晩餐」が載っているのですが、ここにはトレーシングペーパーが今まではなか

ったのですけれども、トレーシングペーパーが入って、それに書き込むことによって、子どもた

ちが発想できるような工夫を行っています。 

  日文です。日文ですが、日文は全体的に生徒作品が大きく載っている傾向がありまして、例え

ば美術１の18ページですけれども、人物画が載っていますけれども、生徒の作品が大きめに載っ

ています。そのことによって、子どもがイメージや発想をかけやすくなっているかと思います。 

  資料の（２）ですが、各教科書の巻末に学びの資料、開隆堂については学びの資料、それから

光村については学習を支える資料、それから日文については学びを支える資料ということで、今

までですと教科書以外に資料集というものを使っていたことが美術では多かったと思いますが、

それを買うことなく、どの教科書も資料がついているというふうになっております。 

  ３番に行きます。３番の表記・表現ですが、開隆堂、題材名は生徒の心に響き、内容が豊かに

イメージされるように工夫されています。また、折り込みページが効果的に活用され、レイアウ

トは全ての生徒が見やすく、活動したいという意欲が湧いてくるように工夫されています。 

  光村です。題材の内容に応じて、表現中心の題材、鑑賞中心の題材と領域を明記し、絵や彫刻

など、デザインや工芸という分野ごとに構成することで、生徒が学習の内容をイメージしやすい

ように配慮されています。観音開き等が設けられ、作品が多く掲載されており、視覚的に生き生

きとした紙面構成で、興味・関心、意欲を高められるような工夫がされています。 



－42－ 

  日文です。題材名は発達の段階を考慮しつつ、生徒の興味・関心を引き出し、イメージを広げ

られるよう工夫しています。作品、図版は生徒の発想や構想、工夫が読み取りやすいように一部

を拡大して掲載するなど、活動の際の参考になるように工夫されています。 

  ４の総括です。各題材の他教科の学習との関連づけで学習することができるように、教科名と

内容を示し、他教科との連携についての配慮をしています。図画工作との連携ですが、図画工作

から美術へ学びの地図を配置して、連携が図られるようになっております。 

  光村です。他教科と関連する題材には、〇〇科とのつながりというコラムを設け意識をさせて

います。図工との結びつきは、１年の導入に「美術って何だろう」、「美術で学ぶこと」というペ

ージを設け、連携を図るようになっております。 

  日文です。他教科での学習を生かしたり、関連づけたりした題材や事例を掲載しております。

図画・工作との連携については、「中学校美術の世界へようこそ」というものを設け、連携ができ

るようにされております。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて、選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、まず選定委員としてどの教科書を推薦するのか、ご説明お願い

します。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、調査報告書、学校における教科書の調査研究報告、

さらには法定教科書展示会会場において来場者の皆さんにご提出いただいた意見などを参考にし

ながら協議を行いました。 

  協議の終了後、選定委員13名で、全員が３種類の教科書発行者について評価をそれぞれ５段階

で記載して、無記名投票ということにしました。満点は65点ということになります。 

  結果でございますけれども、９番、開隆堂57点。38番、光村図書65点。116番、日本文教出版40点

という結果です。 

  本選定委員会としましては、点数の多かった順に、65点の光村図書、57点の開隆堂、40点の日

本文教出版を推薦させていただきます。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかに。 

  荒木委員。 

荒木委員 選定委員会ではどのような話題が出たのでしょうか。 

小林選定委員（千間台中教頭） 選定委員会では大きく３つの話題が出ました。 

  １点目は、興味・関心を持たせるための工夫はどのようなものかということで、実際の和紙の
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風合いを使った紙で印刷されていて、原寸大の資料等で工夫をされている点がありました。 

  ２つ目は、他教科や生活との関連については、３社ともそれぞれ関連の掲載がされていました。 

  ３点目ですけれども、学校からの推薦数について、推薦数が多い教科書には、話題があったの

ですが、教科書については、生徒作品が多く掲載されていることや、技法、材料が多く掲載され

ていることが出ました。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ほかにございますか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 学校の調査報告書ではどの教科書会社の推薦が多かったのか。また、その主な理由につ

いて教えてください。 

小林選定委員（千間台中教頭） 学校からの推薦では、光村図書を推薦する学校が最も多く、13票

でした。続いて、開隆堂８票、日本文教出版４票という結果でした。 

  推薦理由としましては、光村図書では、授業に沿った構成で使いやすい、題材と関連した著名

な作品や制作過程を多数掲載してあります。生徒の発想を促すものである掲載がたくさん載って

います。あと、先ほど申しましたように紙質の選定まで生徒の興味を引き出すことが意識されて

います。巻末の資料については、資料集を買う必要のないほど充実しています。また、開隆堂で

は、題材ごとに見開き１ページがシンプルに構成されて、学習のポイント、発想、構造の方法、

学習の進め方のマークなどが示されて、発想を促すように工夫しています。 

  日文については、資料集で指導していた技能や美術史なども掲載されていて、見やすい内容と

なっている。近年の生徒の刊行作品も豊富に掲載されてありました。との意見がありました。 

吉田教育長 渡辺委員。 

渡辺委員 続けてお聞きしたいのですけれども、この日文は、２年生、３年生の上下に分かれてい

るのですけれども、これはどうですか。 

小林選定委員（千間台中教頭） 今まで大体どの教科書も２つあったのですけれども、日文につい

ては３つということで、やはり学年ごとに１、２、３という少し発達段階ごとに合わせた作品の

載せ方とか、あとは生徒作品の扱い方も３年次に行くに従って、生徒作品も載っているというよ

うな傾向が見られました。 

渡辺委員 使い勝手としてはどうなのでしょうか。やはり分かれている分、たくさん載っているか

らいいとか。 

小林選定委員（千間台中教頭） その分はやはり掲載の数が増えるのとか、作品部分、写真の部分 

については、やはり２つの教科書よりはあると思います。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 堀川委員。 
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堀川委員 言語活動の充実を図るために、各社どのような工夫がされているのでしょうか。 

小林選定委員（千間台中教頭） まず、開隆堂ですけれども、美術２、３の「ともに学ぶ美術」と

いうところがあるのですが、そこに協働や協力して加工する題材が取り上げられています。 

  それから、生徒同士のコミュニケーション、言語活動が深められるように工夫されています。 

  また、鑑賞の学習の中において、作品から感じた自分の思いや考えが伝わることを通して、見

方や考え方を広げたり、深めたりすることができるようにしてあります。作品とともに作者の言

葉が載っておりまして、形と色彩、言葉を通じたコミュニケーション能力が高められるように配

慮されていました。 

  日本文教出版ですが、協働して学ぶ姿の写真を掲載し、話し合う話題について具体的に示すこ

とによって、生徒が言語活動を深めるヒントになるようになっておりました。 

  また、言語活動を育成するために、発想や構想の際に感じたことや、考えたことを言語化する

ためにアイデアスケッチを活用するその事例も紹介しておりました。 

  光村図書ですが、各題材の最初に、鑑賞図版が載っているのですけれども、そこに必ず問いか

けになるようなものが設けられていて、生徒が主体的に作品を鑑賞し、自然と対話が生まれるよ

うな工夫がなされていました。 

  また、制作の意図を伝える作者の言葉も掲載されており、生徒のコミュニケーション能力の育

成に充実を図るような配慮が見られました。 

  以上です。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにはございますか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 なければ、質疑を終わりたいと思います。 

  それでは、協議を行います。 

  選定資料にある４つの調査の観点に沿って協議を進めたいと思います。 

  まず、調査の観点１、内容についてご意見はございますか。 

  荒木委員。 

荒木委員 どの教科書もそれぞれに工夫されていると思いました。 

  印象に残った点を中心に幾つか申し上げたいと思います。開隆堂は、まさに今生きて活動され

ている現代作家さん、特に日本人の現代作家さんの作品が多く掲示されていると思いました。 

  光村は、表紙を開くと、谷川俊太郎のこの「美しい」という詩があって、中を開けて見ていく

と、本当に美しいと感じました。各ページが美しいのです。だから、見やすい、分かりやすいと

感じました。教科書展示会のアンケートにも、見やすいという意見があったと思います。 

  日文は、先ほどもありましたように、１年、２年・３年上、２年・３年下と３冊に分かれてい
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るのが最大の特徴です。それによって内容も豊富で、いろいろな観点から美術を捉えることがで

きると思いました。生徒の作品だけでなく、生徒が作品を作製したり、鑑賞したりしているとこ

ろの写真が多く、美術という教科、授業をより身近に感じられるのではないかと思いました。 

  あと、光村と開隆堂のこちらは２・３年の後ろの年表、美術史、光村の２・３年の94ページか

らと、開隆堂の118ページからです。年表を見比べますと、光村は年表自体にジャポニスムである

とか印象派であるとかが書いてあって、これはとてもよいと思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 最近の子どもさんたちのなりたい職業の一つにユーチューバーというのがあるようなの

ですけれども、それに代表されるように、やはり最近の美術は、映像であるとか写真であるとか

動画であるとか、ＩＣＴ機器なしでは語れないと思うのですが、いずれの教科書もＩＣＴ機器を

使った美術に言及されておりまして、その中でやはり著作権であるとか肖像権であるとか、あと

情報モラルについてもかなり記述がありまして、この辺り非常に今の子どもたちに沿った内容だ

と印象を持ちました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにありますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、今までもお話に出ているところかもしれませんけれども、これ

までは開隆堂さんを使っていたと思うのですけれども、そのときには、作品の掲載数も多くて発

想も豊かなのではないかということ、そういった意見が聞かれたのですけれども、今回も見てお

りますと、この光村で、導入で鑑賞の作品で非常に印象的なものが多くて、非常に学習の進め方

が分かりやすいというような意見が出ていると思いました。 

  特に学校からの意見でも出ていましたけれども、北斎とゴッホの対比ですとか、そういった工

夫があるので、話合い活動にもスムーズに入れるというような意見も出ていましたので、こうい

ったところも一つ学校からの推薦が多かった理由かと思いました。 

  あと制作活動の様子とかも写真で非常に分かりやすいのではないかという意見もありましたの

で、この辺が少し学校で考えられたと思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  私からも、大方同じような意見なのですけれども、学びに向かわせる力、人間性ということで、

学習指導要領では美術を愛好する心情など感性を豊かにするとあるわけですけれども、光村では、

先ほど来出ているように、鑑賞のところで、例えば美術１の鑑賞のところで、19ページ、20ペー
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ジでしょうか。まず、紙が違うとぱっと開いたのですけれども、多分こういう紙を使うのでしょ

う。それから、30ページ以降、私もこれ俵屋宗達の風神雷神、これが最初かと思っていたのです、

実はね。そうしたら、三十三間堂に行ったら、似ている彫刻があると思って、こっちを見ている

のですね、これを参考にということで。しかも、非常に迫力のある見せ方をしているなと。それ

以降もそうなのですが、屏風に、この空間がいいのでしょう、専門家から言わせると。風神と雷

神の間のこの空間が何とも言えないのだというのです。見せ方がうまいと思います。 

  同じく56ページ、様々な美術作品が載せられていると思います。 

  それから、生きて働く知識・技能というところでは、学習指導要領には、対象を捉え造形的な

視点ということ、先ほど選考委員のお話の中にも盛んに出てきました。造形的な視点を理解する

ところに表現方法を工夫し、創造的に表すことができるようにすると、こうあるわけですが、光

村の美術１の12、それから24ページ、42ページ、このみんなの工夫というところがあるのですけ

れども、登場する生徒の制作過程を紹介することを通して、造形的な視点、このようにして見る

といいのだよということなのでしょうけれども、そういう造形的な視点を理解しやすくしている

と思います。 

  また、美術２、先ほど選定委員のお話もありましたけれども、トレーシングペーパーで、何の

ために入れているのだろうと、一点透視図をですか、それを分からせるためにということらしい

のですが、非常におもしろいと思いました。 

  また、教科横断的なカリキュラムの視点ということで、これはどの教科書にも関連が出ていま

したが、光村の美術１のところでは、道徳科とか、あるいは社会科とのつながりが入っていて、

そういうところがこの報告書の中には、トレーシングペーパーを用いた図版というところも、こ

れも載っていました。それから、風合いの用紙、同じように、話を聞いて感じていたのだと思い

ました。 

  それから、制作過程が掲載されて、つまずきやすい箇所の解説が多いという捉え方もしており

ました。 

  私からはこんなところでありますけれども、ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 それでは、２番目ですけれども、資料と表現、それから総括については、まとめて協

議したいというふうに思いますので、何かございましたらご意見をお願いいたします。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 日文も色の発色は非常にきれいで、感動を与える作品も多く載っていると

いう印象は受けているのですけれども、これはやはり先ほど教育長さんからもお話しがあったよ

うに、最後の晩餐のトレーシングペーパーとか、あるいは和紙の風合いとか、そういったところ

では光村の資料については、やはりこの辺が引きつけているのかと感じました。 
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  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 出尽くしたようですが、よろしいですか。 

  このほかの観点で協議したい内容はございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 では、ないようですので、これより美術の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階評価の合計点が最も高いも

のを採択いたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いいたします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、順次投票をお願いします。 

          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  それでは、投票を終了いたしました。 

  開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、渡辺委員、それか

ら野口委員を指名いたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告いたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計の順番に、発行者の番号順に読

み上げます。 

   ９番  開隆堂出版  ２５点 

  ３８番  光村図書出版 ３０点 

 １１６番  日本文教出版 ２２点 

  以上のとおり美術の教科用図書は、38番、光村図書出版を採択することに決しました。 

  特別教育に係る教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 特別支援教育に係る教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 
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瀧田選定委員長（北中校長） それでは、説明いたします。 

  特別支援教育の教科書は、文部科学省の著作ですので、様々な障がいを持つ生徒たちがおりま

すけれども、この生徒の実態に合わせて使用できるかどうかということについて、お決めいただ

くことになると思いますけれども、国語、数学、音楽の３種目でそれぞれ星４つ、それから星５

つの２種類の教科書がございますが、全体としてご説明をさせていただきます。４つの観点ごと

にいたします。 

  最初に、国語です。ふだんの日常生活に関わる身近な場面を例に取って、せりふの口調で表現

例が具体的に示されているので、伝えることに苦手意識のある生徒でも扱いやすい内容となって

います。自分の考えを正確に伝えられるようにポイントが明確に示されていて、扱いやすい内容

です。 

  まちの新聞を作ろうですとか、職場体験の感想文を書こうというような項目では、表現する力

が向上するように、さらに発展性のある内容になっております。実体験に即してイメージしやす

く、ポイントを明確に示されています。ほかの教科、領域との関連も図られているという工夫が

見られます。 

  読み物の題材では、星４つでは、標識や水道水、星５つでは、学校図書館やスーパーマーケッ

トなど、生徒が生活していく上でも必要不可欠な内容が多く含まれていて、扱いやすい工夫がな

されています。 

  続いて、資料ですけれども、生活に密接に関連した内容の教材が取り上げられています。校外

学習に行く前に確認しよう。あるいは、みんなに伝えようという内容において、実際の学校生活

に即した場面設定がされていて、自分に置き換えてイメージしながら学習したり、学習後に実生

活の中で活用したりできる工夫がされています。全体として、詩、俳句、ことわざ、物語、説明

文、民話など様々な時代、様々な種類の作品が取り上げられて、どのような生徒でも興味・関心

を持てる教材が選ばれています。また、全体として写真が豊富で、挿絵など学校生活や生活の中

での場面絵が多く取り上げられていて、自分に置きかえてイメージしやすい工夫がされています。 

  続いて、表記・表現です。比較的文字が大きく記載されていて、漢字の画角などが理解しやす

くなっています。また、文書の書き方、修飾語、差し言葉など、言語内容が比較的多く、言葉を

理解させる工夫がなされています。全体として、星の数ごとに文字の大きさも異なり、見やすく

なっているので、ルビも初出には振ってあって、再出の場合には振っていない。このような記憶

を促すような工夫もされています。また、強調している箇所には表記の工夫があって、分かりや

すくなっています。 

  総括ですけれども、日常生活に即した題材が多く、生徒にとても身近な事柄で理解しやすい構

成になっています。コミュニケーションの観点が分かりやすく取り入れられていて、授業の中で

効果的な話合い活動が実践できるようになっていて、全体として日常生活とのつながりが深く、
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話す、聞く、書く、読むこと、それぞれがバランスよく構成されて、授業と日常生活とで総合的

な学びにつながるよう工夫されています。 

  続いて、数学です。内容から申し上げます。教室にあるものの長さを測る。あるいは計算問題

で買物の場面を想定させる。また、星５つ、発展的なものになると、卵やサッカーボールを用い

て円と球の学習に役立てています。全体として、日常生活の場面を多く取り上げて、学んだこと

をこれからの生活に生かすことができるよう工夫されています。 

  それから、つまずきやすい時刻と時間の項目、あるいは少数の項目などでは、ストップウオッ

チやバスの時刻表、あるいは温度計や靴の大きさなどを例に挙げて、生徒が分かりやすくイメー

ジできやすいような具体例を挙げています。全体として、複雑な問題が少なく、挿絵や写真を用

いての穴埋め問題が多く設定されていて、数学に苦手意識のある生徒も安心して取り組める内容

になっています。 

  資料です。授業の作業で扱う内容が実生活に即した場面設定を取り上げていて、学習した内容

が生活のどんな場面に生きるのか。生徒が自分自身で分かるように、学習後も実生活の中で活用

できるように工夫されています。筆算の仕方が１工程ずつ、筆算の形で書かれて解説されていた

り、あるいはブロックを使った図解がなされていたり、問題文で表した状況や数の概念が絵や図

によって可視化されていて、生徒の理解の手助けになっています。 

  表記・表現です。イラストや写真、視覚優位な生徒にはとても有効的につくられておりまして、

出題が視覚的に分かりやすいよう工夫されていて、各単元の状況のイメージ想起に効果的になっ

ています。 

  それから、数の計算場面において、防災備品やクラッカー、懐中電灯、マスクなどの数を計算

するというような内容があるのですが、数を整備する場面と、生活との関連が深められています。

全体として、人の関わりの場面設定が多く、日常生活で数学が生かせることがよく分かり、将来

の仕事につなげることも考えられ、人との協力の必要性を学ぶことができるようになっています。 

  総括です。ノートを10の束でまとめる、野菜を等しく分ける、やかんやポットの数量など、生

徒の身近な生活である学校生活や日常生活での場面の学習のつながりが深くなっています。数の

計算やグラフ、表や計算機など、より生活に実践的な内容が多く、効用的な内容で生徒の学びを

広げる工夫がなされています。生徒一人一人が自ら考えることができて、数学の知識をどのよう

に活用したらよいのかが効果的に学べるような工夫がされています。 

  続いて、音楽です。内容からお話しします。その場でできる手拍子リレー、それからパプリカ

といった体を使ったダンスなど、歌うことに苦手意識のある生徒も楽しめるような内容で構成さ

れています。動きを考えて表現する活動も多く取り入れられており、全体として歌うこと以外に

も音楽が好きになるように様々な内容で構成されていて、歌詞や曲調に合わせた挿絵や写真も豊

富に用いられています。全体として、国民に広く親しまれ、歌いやすい曲が多く紹介されており、
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前半では、リズム遊びや歌いながら簡単に踊れる曲、イラストに合わせて音楽を楽しむ内容が多

く、後半では楽譜のページがメインとなり、難易度の高い合奏曲や合唱曲が取り入れられ、学習

段階が工夫されています。また、和太鼓や尺八、三味線など日本の楽器を紹介しており、エイサ

ーや東京音頭などの楽曲も紹介されていて、最初は歌詞のみの曲が多く、どの生徒にも楽しめる

内容ですけれども、後半には楽譜のページを多用することで、譜面が読める生徒にも対応できる

内容になっています。 

  次、資料です。全体として、歌唱、器楽、鑑賞の領域において様々な時代、様々な国や地域の

文化が取り上げられていて、どのような生徒にでも興味・関心を持って取り組むことができるよ

うになっています。歌唱教材では、詩として味わえるように、縦書きの歌詞を載せたページ、メ

ロディーの流れを感じたり、読譜の学習に取り組めたりする楽譜のページとの両方があり、多方

面から教材にアプローチできるような工夫がなされています。全体として、挿絵や写真、図がふ

んだんに使われており、作品のイメージや活動の内容が理解しやすくなっていて、特に写真は楽

器や演奏形態、演奏方法などの情報が視覚的に得られるようになっています。 

  表記・表現です。全体として、写真イラストなど教科書全体に配置されており、視覚的情報が

入りやすく工夫されています。音楽の基礎的技術、知識なども丁寧に記されています。また、各

地方の文化的音楽、日本の古きよき音楽、世界の音楽、器楽、技術、そのほかのジャンルの音楽

など幅広く音楽を学ぶことができ、日本の情景や各地方の文化、他国の文化について、音楽を通

して学ぶことができるように工夫されています。 

  最後、総括です。星４つでは、「歌って踊ろう」、「セブンステップス」、「タタロチカ」、「パプリ

カ」など、体を動かしながら学べる体育的要素と踊りながら英語を学べる言語的要素が含まれて

います。また、他国の踊りを学ぶことで、多国の文化も同時に学べる内容になっています。 

  星５つでは、歌舞伎「勧進帳」では、歌舞伎のくま取りについて調べる学習があり、興味を持

った日本の音楽や世界の音楽など、自ら興味・関心を持った音楽について調べるきっかけづくり

としての工夫がなされています。全体として、発達段階を考慮して、生徒が楽しみながら学ぶこ

とができ、日本と諸外国の音楽の違いを理解したリズム、歌、ダンス、鑑賞など幅広く音楽を学

べる内容になっております。 

  以上です。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて、選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、選定委員会として文部科学省著作の特別支援学校中学部用教科

用図書の採択について、どのような意向がありますでしょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、教科書展示会会場において、来場者の皆様から提
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出していただいた意見なども参考にしつつ、協議を行いました。 

  協議終了後、選定委員14名全員が教育委員会に推薦するかしないかについて記載し、無記名で

投票いたしました。その結果、14名全員一致で推薦することに賛成となりました。 

  したがいまして、文部科学省が編集しております知的障がい特別支援学校用の国語、数学、音

楽の教科書を活用することは、特別支援学級においても妥当と思われます。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 現在、越谷市の中学校でこの文部科学省著作の特別支援学校中学部用教科用図書を使用

している学校はあるでしょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） 今年度、中学校では星４つの教科書を使用している学校が、特別支

援学級設置校９校あるのですけれども、そのうち４校で使っています。通常学級で使用している

教科書のほかに選択肢として、この文部科学省著作の教科書を選ぶことができるようにすること

は、子どもの実態を考えたときに大変重要であると考えています。 

吉田教育長 堀川委員。 

堀川委員 選定委員会ではどのような話題が出ましたでしょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） 今回の教科書から、星５つというのが新しくできたのです。これに

よって、少し難易度が上がるわけですけれども、今までよりも生徒の実態に応じた選択の幅が広

がるということで話題になりました。 

  以上です。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますか。 

  荒木委員。 

荒木委員 選定委員には１号委員として保護者がいらっしゃいますが、どのような意見が出たので

しょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） １号委員としてお二方、保護者の方が入っていらっしゃるのですけ

れども、お二方とも、まず見て非常に分かりやすい絵や図やイラストなどがすごく直感的に子ど

もたちには捉えられるのだろうという意見ですとか、それから字の大きさ、この辺もいろいろな

実態の子がいるのでしょうけれども、この教科書は十分そういうものに対応できるだろうという

感想をいただいております。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかによろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 
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吉田教育長 なければ、質疑を終わりにします。 

  それでは、協議を行います。 

  特別支援教育に係る教科用図書は、国語、数学、音楽を一括して審議いたしますので、ご意見

をお願いいたします。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、国語、数学、音楽、全ての特別支援教育用の教科用図書に言え

ることですけれども、これらの文部科学省著作の教科用図書につきましては、いずれも発達に課

題を持つ生徒一人ひとりの実態に応じたきめ細やかな学習が展開できるよう配慮されておりまし

て、特別支援学級在籍生徒に対する一つの選択肢として有効ではないかと考えています。 

  特に生活との結びつき、関連等が明確ですし、また今回、星４つと５つということで分かれま

したので、個人差が大きい、さらにまた力を伸ばせる部分については、よりきめ細やかに対応で

きるようになったので、有効ではないかと考えております。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにご意見ございますでしょうか。 

  私からも同じようなことになってしまいますけれども、特別支援教育にあっては、生活的自立

の基礎を培うことが大切になってまいりますけれども、その点、選定委員のお話にもありました

けれども、そういった点に配慮して、この教科用図書では、学習を進める上での手がかりが大変

具体的で、かつ実際の生活に即して身近な題材が取り上げられておるように見受けられます。中

学校では、使用実績もあり採択しておく必要があると考えています。 

  星のところを読んでいるのですけれども、星５の採択に当たっては、採択したら主たる教材と

して必ず使用するということではありませんけれども、採択しないと使用できないという点があ

るので、使用可能な状態にしておく必要があると考えております。 

  ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 ないようですので、これより特別支援教育の教科用図書に係る採択に入ります。 

  特別支援教育の教科用図書については、文部科学省著作の教科書のみとなりますので、国語、

数学、音楽を一括して採択いたします。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により、可とする場合はマルを、否とする場合はバツを記入し、多

数決によりマルが過半数を超えた場合は採択するものとします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いいたします。 

          〔投票用紙配付〕 
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吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、投票をお願いします。 

          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  投票を終了いたします。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、堀川委

員、それから進藤委員、お願いします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告いたします。 

  投票結果については、マルとバツの合計を読み上げます。 

  マルが６票 

  バツがゼロ票 

  以上のとおり特別支援教育に係る教科用図書については、採択とすることに決しました。 

  国語の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 国語の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 

小林選定委員（中央中校長） それでは、国語について説明をさせていただきます。 

  説明については、東京書籍、三省堂、教育出版、光村の順に、調査の観点ごとにご説明いたし

ます。資料は、横にご覧ください。また、教科書は、１年生のものを使って説明をさせていただ

きます。 

  それでは、まず１の内容については、（１）知識及び技能が習得される工夫、社会生活に必要な

国語の特質についての工夫。（２）は、思考力、判断力、表現力等を育成する工夫など。（３）は、

学びに向かう力、国語を尊重する能力の向上など。（４）は、読書に対する態度についての調査結

果です。 

  それでは、まず東京書籍の１年生の教科書をご用意ください。28ページをご覧ください。（１）

についてですが、国語科で育む資質、能力を言葉の力として提示しています。情報の扱い方に関

する事項は、それぞれの単元でも扱っていますが、226ページをご覧ください。基礎編のその学び

を支える言葉の力というところでも扱っています。 

  （２）伝え合う力を高めるために、先ほどの28ページにもお示ししました各単元に言葉の力が

明記されておりまして、主体的に課題に取り組み、社会生活に生かすことができるようになって

います。 
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  （３）では、126ページをご覧ください。古典の冒頭において古典を学ぶ意義が示されています。 

  続けて３ページ、あと129ページをご覧ください。３年間で学ぶ古典の一覧がそのように示され

ています。 

  （４）については読書ですが、92ページをご覧ください。そこに示されましたように読書案内

ですとか、１ページめくっていただいた94ページにおいて、読書活動の充実が図られています。 

  続いて、三省堂の教科書をご用意ください。（１）の知識、技能の習得等については、６ページ

をご覧ください。知識、技能について、言葉、言語文化、情報に整理をし、教材一覧に示し、各

単元で表現について学ぶことを明確にし、さらに資料編に取り出して整理しております。 

  続いて、（２）についてです。思考力等ですが、314ページをご覧ください。思考力を深める方

法を９種類に分けて提示し、単元ごとに学ぶ項目を上げ、資料を参照しやすくしています。 

  （３）については40ページをご覧ください。１年生では、40ページのように説明文の基本構造

から始まり、それらが各単元に順次配置されています。さらに、資料編284ページをお願いします。

ここでは、伝統芸能の世界に親しめる作品を掲載し、広がりのある学びができるように工夫され

ています。 

  続いて、（４）読書ですが、92ページをご覧ください。そこにあるように、「私の読書体験」で

は、作家の体験が語られ、中学生に向けた言葉として、教科書のための書きおろしなどがされて

います。 

  続いて、恐れ入ります。教育出版をお願いします。６ページをご覧ください。身につけたい言

葉の力を言葉の地図として整理し、各単元で学ぶ内容を明らかにしています。言葉の地図におい

て、話すこと・聞くこと、書くこと、読むことの３観点ごとに、さらには８ページ、１ページめ

くっていただくと、ＳＤＧｓとの関連を示すように工夫されています。 

  続きまして、（２）47ページをご覧ください。「学びナビ」というところがあるかと思うのです

けども、教材ごとに「学びナビ」というコーナーで思考、表現の過程を提示し、社会生活で生か

す思考力、判断力、表現力等を身につけられるようになっています。 

  続いて、（３）ですが、110ページをご覧ください。古典の作品では、作品の歴史的背景や全体

像に触れられるような解説がなされています。さらに、286ページ、後ろになりますが、「言葉の

実習室」というところに、それぞれの章段ごとについて掲載をし、多彩に味わえるように工夫が

されています。 

  読書については、情報活用、図書館活用、読書交流の活動を組み合わせた教材を各学年１系列

設けています。 

  続きまして、光村図書をお願いいたします。33ページをご覧ください。情報整理のレッスン、

もう一つ、少し開けながらで申し訳ないのですが、52ページをお願いいたします。こちらは思考

のレッスン、こういったコーナーを設けて、語彙力や論理的思考力を培う設定がされております。 
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  142ページをご覧ください。社会生活から話題を集めたり、資料を比較したりする活動が策定さ

れて、（２）について、ここではそれらが設定されているところです。 

  （３）に関連してですが、156ページをお願いします。３年間で学ぶ古典作品を年表の形で紹介

をしています。156ページになります。また、278ページの巻末のところをご覧いただければと思

うのですが、ここでは古典や近代文学の名作を整理して紹介をしています。 

  （４）のの読書については、特設教材として82ページをご覧ください。読書生活を豊かにとい

うのがあるかと思うのですけれども、また190ページ、読書に親しむといったところが上がってお

りまして、多様な分野への読み広げるきっかけづくりをしています。 

  続きまして、資料の中の２つ目です。資料というところが項目であるかと思います。ここは少

し教科書を使わないで、ここからは説明をさせていただきます。 

  これらについては、（１）として、学習効果を高めるための工夫、（２）挿絵や図表等の工夫に

ついて調べております。各社ともスマホなどで学習ができるようデジタルコンテンツの工夫が見

られます。また、図表等についても色ですとかアイコンを駆使して分かりやすくつくられており

ます。詳しくはそれらの資料をご覧いただければと思います。 

  大きな項目の３番目、表現・表記について、（１）として、漢字や用語、記号などの使い方、文

章表現の難易度などについての工夫について調査をいたしました。こちらにつきましても、それ

ぞれ独自の工夫をしておりますので、後ほどお読みいただければと思います。 

  それでは、最後に４つ目の総括のところについて説明をさせていただきます。資料をご覧くだ

さい。 

  東京書籍では、言葉の力をしっかり鍛えること、想像する、思考する、伝え合うこと、学ぶ心

に火をつけること、この３つを基本方針とし、基礎トレーニングと実践的言語活動の繰り返しに

よる定着、伝え合う活動を通して主体的、対話的で深い学び、学びたくなるキャラクターの配置

による仕掛けなどがなされています。レポートや意見文の書き方などは、他教科との関連が図ら

れ、リング、鍵のような、鎖のようなマークでそれぞれ示されています。 

  次に、三省堂では、言葉に学び、言葉で生きることを主題に、主体的に学ぶ、対話を通して学

ぶ、深く学ぶことを基本とし、自ら学ぶ力、活用できる力、関わる力を育て、共生社会の一員と

しての考え方、自分の考えをつくること、言葉と文化の継承を編集の基本方針としています。本

や新聞、インターネットから集めた情報を活用する言語活動などにおいて、他教科との関連も図

られています。 

  続いて、教育出版です。言葉を見詰め、言葉と関わる力を育てること、日本と世界の課題に向

き合い、未来を切り開き創造する学びを育てること、日本と郷土の伝統的言語文化を継承・想像

すること、この３つを基本方針としています。持続可能な開発目標との関連を示し、現代課題と

結びつけております。ＳＮＳに関する説明文など、日常生活とのつながりがある題材が示されて
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おります。 

  最後に光村です。言葉はあなたと世界をつなぎ、あなた自身の世界をつくり上げるを主題に、

確かな国語の力を育む、語彙力を高め、豊かな感性と論理的思考力を培う、国語の学びを社会生

活や未来につなぐことを基本方針としています。生徒のやってみたいという気持ちを大切にした

教材や、情報化社会に対応した各力を育む教材が示されています。 

  私からの説明は以上になります。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて、選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、まず選定委員としてどの教科書を選定するのか、ご説明願いま

す。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、調査報告書、学校における教科書の調査研究報告、

さらには法定教科書展示会会場において来場者の皆様からご提出いただきました意見などを参考

にして協議を行いました。 

  協議終了後、選定委員13名ですけれども、４種類の教科書発行者について評価をそれぞれ５段

階で記載し、無記名投票をいたしました。65点が満点ということになります。結果でございます

けれども、２番、東京書籍39点、15番、三省堂39点、17番、教育出版48点、38番、光村65点とい

う結果です。 

  本選定委員会としましては、点数の多かった順に、65点の光村図書出版、48点の教育出版、39点

の三省堂並びに東京書籍を推薦いたします。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  荒木委員。 

荒木委員 選定委員ではどのような話題が出たのでしょうか。 

小林選定委員（中央中校長） 選定委員会では、大きく２つの話題が出ました。１つ目は、語彙な

どの取扱いの特徴として、語彙の拡充を図ったページがあり、各社語彙指導が重視されていると

いうこと、２つ目は、中学校での読書活動について、各社読書を取り立てて教材としたり、学習

した文学教材や説明教材に関するほかの作品を紹介したりすることで、豊かな読書活動を推進し

ていること、この２つが出ました。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ほかにございますか。 

  堀川委員。 

堀川委員 各学年でどのような語彙指導を行うのでしょうか。 
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小林選定委員（中央中校長） 語彙については、量的なことと理解の２点があります。 

  まず１つ目、語句の量を増やすための重点としまして、第１学年では、事象や行為、心情を表

す語句の量について、第２学年では、抽象的な概念を表す語句の量、第３学年では、理解したり

表現したりするために必要な語句の量をそれぞれ増やし、義務教育修了段階として、全ての語句

を対象に指導することを示しています。 

  もう一つ、語句についての理解につきましては、理解を深めるための重点としまして、第１学

年では、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意すること、第２学年では、類義語と

対義語、同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解すること、第３学年では、慣用

句や四字熟語などについて理解を深めること、また和語、漢語、外来語などを使い分けるように

する。こういったことについて指導を行っております。 

吉田教育長 よろしいですか。 

堀川委員 もう一点お願いいたします。選定委員会には、１号委員として保護者がいますけれども、

どのようなご意見が出ましたでしょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） 本を読むことを教科書で進めてもらっているのだということで、今

いろいろな情報が飛び交っていますけれども、正しい情報を何から得るのかというのを保護者と

しても心配であるということをおっしゃってしました。幼いときからでこういうことで積極的に

本を読めたらと考えていたけれども、こうやって教科書の中で本を読むことを勧めてくださると

いうのはありがたいというご意見をいただいています。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 渡辺委員。 

渡辺委員 学校の調査報告書ではどの教科書会社の推薦が多かったでしょうか。また、その主な理

由について教えてください。 

小林選定委員（中央中校長） 学校からの推薦では、光村図書を推薦する学校が最も多くて14票で

した。次いで、教育出版、三省堂と東京書籍が２票ずつという結果でした。 

  推薦理由といたしましては、光村図書については、巻頭に１年間の学習の見通しを持つことが

できる全体像があり、どのようなことを学んでいくかが明確に記載されている。言葉の知識、語

彙力を高めるための教材、読書資料が充実しているなどがありました。教育出版では、写真の情

報を整理するなど、実生活への応用が可能な教育が充実している。三省堂では、「読み方を学ぼう」

を読むことで、年間を通して読みを深められるようになっている。東京書籍では、導入、手引に

よって課題追求の手だてが区分されている。領域、系統の連続が分かりやすいといった意見があ

りました。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 
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          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 なければ質疑を終わりといたします。 

 それでは、協議を行います。選定資料にある４つの調査の観点に沿って協議を進めたいと思いま

す。 

  まず、調査の観点１、内容についてでございますが、意見はありますでしょうか。 

  堀川委員。 

堀川委員 ご説明ありがとうございました。 

  私から、語彙指導、情報の扱い方、我が国の言語文化としての古典の扱い方などについて少し

述べたいと思うのですけれども、今回の学習指導要領の改訂においては、語彙指導が非常に重視

されていると聞いておりました。どの社も大変力を入れており、工夫が随所に見受けられました。

先ほど各学年での学習内容についてなどの説明もありますけれども、各社系統立てて掲載してお

りまして、特に光村図書では、先ほど説明にもありましたけれども、１年の80ページの言葉を集

めようの紹介文の例は、表現の広がり方がとても分かりやすいと思いました。 

  また、２年生では言葉を比べよう、３年生では言葉を選ぼうとなっておりまして、各ページの

最後には、巻末の語彙を豊かにのページに導く表示がありまして、学習がしやすく語彙を増やす

工夫をされていると感じました。 

  また、各章の初めのところには、黎明という言葉で始まって時を表す言葉などが掲載されてお

ります。最後は、１年生ですけれども、197ページのしののめという言葉が出ております。それが

１年生の最後のページに一覧になって、季節のしおりのページということで、このように一覧に

掲載されています。とてもきれいで、言葉を増やす工夫がされていると思いました。 

  ほかに季節のしおりというページもあるのですけれども、春は桜にまつわる言葉、冬には雪に

まつわる言葉など季節感も感じ、語彙が増える細やかな工夫をされておりまして、大変感心いた

しました。 

  それと、東京書籍の１年生328ページのところには、言葉を広げようというところがありまして、

唯一文例とともに言葉の説明がされておりまして、分かりやすいと思いました。 

  情報の扱い方については、情報の取り出しや関係性を整理し、言語活動等を通して思考する力

をつけ、また表現するといった他教科や実社会でも必要になってくることですけれども、難しい

内容だと思いました。３か年でどのようにしてそのような目標に向かわせていくのかなと考えな

がら拝見した次第ですけれども、三省堂の314ページ、先ほどの説明にもございましたけれども、

思考の方法一覧の図解にしたものは分かりやすいと感じました。 

  光村図書では、９、10、11ページ、思考の地図も整理されていて、１年生の136ページで思考の

レッスンとして原因と結果について、言葉やつながりについて説明し、その例も掲載しておりま

した。 
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  教育出版では、比較して共通点と相違点を見つける例、東京書籍では、見せかけのコンペなど

各社題材と関連づけて工夫されていると感じました。 

  古典についてですけれども、先ほども少し出ましたけれども、東京書籍の126ページ、「移りゆ

く浦島太郎の物語」は、古文を入れずに内容の変遷について紹介していて、次の「イソップ物語」

を翻訳した「伊曽保物語」に続いていまして、古典に親しみやすくする工夫がされております。 

  また、２年生の131ページの「平家物語」、折り込みになっているのですけれども、すみません、

今少し忙しくなるのでやりませんけれども、絵などはとてもきれいで、その世界観に興味を持ち

やすくしていると感じました。 

  三省堂の125ページの源平合戦の名場面も分かりやすく、「平家物語」をより味わう工夫だと感

じました。 

  光村では294ページで「百人一首を味わう」として代表的な句を紹介しております。 

  また、教育出版は、１年生の言葉の自習室というところに「小倉百人一首」を全て掲載してお

りました。 

  私からは以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 私が、印象に残ったのは、教育出版のＳＤＧｓを一つの単元として扱っているところが

新しいといいますか、小学校からこのＳＤＧｓはもうやっていると思うのですけれども、改めて

こういう形で勉強するというのはとてもいいことだと思いました。 

  それと、同じく教育出版なのですけれども、各単元に読書という形で入れているので、しっか

りと読める。しっかりと読めるというのは、何々について考えてみようとか、そういう課題が入

ってくるのですけれども、ふつうは読むだけでいいのだと思うと、安心してする子もいると感じ

ました。 

  それと、光村図書は、「読書」そのものを一つの単元として、たしか各学年に置いてあったと思

うのですけれども、これも読書を楽しむということで、系統的に勉強できていいという印象があ

ります。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにいかがでしょうか。 

  荒木委員。 

荒木委員 私は、感想なのですが、私も教出で１年生のところにＳＤＧｓとの関係があるのはよい

ことと思いました。 

  あと、ご説明でもありましたけれども、光村の情報整理のレッスンと思考のレッスン、これは

各学年にあるわけですけれども、国語はやはりきちんと論理的に読み解く力というのが求められ
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ると思いますので、そういったところは論理的な思考を深められるのでよいと思いました。 

吉田教育長 ほかに。 

  進藤委員。 

進藤委員 先ほど来、読書ということがしばしば話題に出てきているのですけれども、やはり教科

書を通じて、ほかの本を読んでいくということは、皆さん、私も含めて経験しているところだと

思いますけれども、いずれの出版社もたくさんの本の紹介があっていいと思いました。中でも、

例えば三省堂などは、又吉さんなんかの「私の読書体験」という書きおろしがあったりして、あ

とは光村であると、読書案内のところに「私の一冊」というところで、旬な人の一言があって、

やはりこういうことが読書に気持ちが向かう一つのきっかけになるのではないかと思いました。 

  そして、古典に関しましても、例えば非常にアナログなところから言うと、東京書籍などは、

折り込みのページでイラストを大きく取って紹介している。同じような手法は三省堂も取ってい

ました。少しここでデジタル教材を言ってはいけないのかもしれませんけれども、光村などは朗

読という形で関心を引く形を取っていて、初めて古典に本格的に触れるということで、生徒さん

が取っつきやすいようにいろいろな工夫がされていると感じました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、これまでも話に出てきたことと重複するかもしれませんけれど

も、各社ともやはり語彙指導については本当に力入れていると改めて感じさせられました。たく

さんのことを学ぶことで大変だろうなと思う反面、光村図書では、やはりこれまでも出ていまし

たけれども、言葉を広げるとか言葉を集めようとか、あるいは季節の資料に言葉を味わうという

ことで、特別随所に語彙指導が盛り込まれていて、効果的に指導しやすいということを各学校で

も判断されていると思いました。 

  それで、光村の１年生で62ページ、63ページあたりで、情報を読み取ろうというところに少し

注目したのですけれども、高校入試のために勉強しているわけではないですけれども、県立の入

学試験では必ずグラフが出て、そこで作文をするという問題が出るのですけれども、こういった

たくさんの棒グラフ、円グラフ等で示してあって、それを基に分かることを見出していくことや、

あるいはいろいろ考えていることを話すということについては、非常に効果的に扱えるだろうと

思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかに。 

  私からも幾つか、語彙を豊かにするということは、全ての学習の基礎だと言われているわけで

すけれども、例えば光村の１年の196ページ、「少年の日の思い出」、ヘルマン・ヘッセ、高橋健二
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という人が訳しているのですが、これが201ページですか、真ん中辺なんかを読むと、「幼い日の

無数の瞬間を思い浮かべるのだ。強くにおう乾いた荒野の焼けつくような昼下がり、庭の中の涼

しい朝、神秘的な森の外れの夕方、僕はまるで宝を探す人のように」、終わりから４行目なんかを

見ると、「微妙な喜びと激しい欲望とが入り混じった気持ち」、こういった心情を表すたくみな言

葉遣い、それから今度は216ページ、随筆２編、この空のところには、これ少し終わりに、「外に

出ると一面に小雪が舞っている」、これ風花のことなのです。「一面雪なので、あたりが妙に、何

か変だなとふと空を見る。そこには灰色の重たい雲がなく、抜けるような青空が」、何か読んでい

てもすっきりするというのですか、これ遠方のところでは、これは218ページなのですけれども、

その終わりのところに、これはお父さんとの思い出の中で、遠方に行くのだって、遠方に行って

しまったのですよね、お父さんが。歌うように遠方、遠方と繰り返す父の姿がまぶしくて、非日

常的であり、私は連れていってもらえない遠方というところに深く深く引き込まれたと、こう書

いてあるのですが、何かそういうそのときの空をどう表すのかという表現、父の言う遠方という

言葉に込められたその思いなのですね。こういうのを表す言葉、感じる語感。語彙を広げると語

彙を身につけるというのは、使わなければ駄目だという話を聞いているので、そういうことを学

んだ後に、220ページですか、220ページに行って、ここでは体験ごとに随筆を書くというのもあ

るのです。そういうことを学習することで着実に語彙を豊かに高めるように、それを育ませるよ

うにしているなと。しかも、文例が載っているのですよね。222ページにこの文例が載っている。

非常に書きやすいのではないかと思いました。 

  これは、こういう感性というよりも、176ページのこれは意見文ですね。ここでは自分の考えを

確かなものにすることを狙いとした学習をしているわけですけれども、これを学習した後に、同

じように186ページで、作品の書評を書く活動を設けているのです。書評を書く手順をしっかり書

いてあるのです。手順を学ぶとともに、自分の考えや読書の幅を広げる学習につなげていて、187ペ

ージでは、書き方と同じように併せて文例を挙げているのです。要するに、非常に流れがはっき

りしていて、流れの中でそういう力を身につけるのです。そういうところが見えて面白いと思い

ました。 

  そこで、報告書を見たら、報告書の話もありましたけれども、学習活動内容の流れがつかみや

すいように工夫されているのだと、あるいは生徒の実態に合っていて題材が魅力的であると、そ

ういった感想を持ちました。 

  ほかにございますでしょうか。内容についてはよろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 では次に、協議の次の２番目、３番目ですけれども、これも先ほど来から資料と表記・

表現、４番目の総括ということについては、まとめてご意見があったらお伺いしたいと思います。 

  野口委員。 
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野口教育長職務代理者 それでは、私、学校からの意見の中にあったのですけれども、光村図書に

つきましては、生徒の気持ち、思いに添った作品「初めの物語」が掲載されているというところ

があったのですけれども、今教育長さんからもお話があったように、光村では、いわゆる名作と

言われる作品もありながら、また一方で、今の子どもたち、生徒の気持ちに添ったような作品を

導入することによって、大変取り組みやすくなっていると思いました。 

  特に人間関係等について悩みが多いこの時期の子どもたちですので、等身大の自分と同じぐら

いの中学生の話ということについては取り組みやすい、そういうところもまた学校で推薦が上が

っている理由になっているのかと思います。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますか。よろしいですか。 

  これ以外の観点での協議したい内容はございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 ないようですので、これより国語の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階の合計が最も高いものを採

択いたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いいたします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、投票をお願いします。 

          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  投票を終了いたしました。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、荒木委

員、それから渡辺委員を指名いたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告いたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計点の順番に、発行者の番号順に

読み上げます。 

   ２番  東京書籍   １９点 

  １５番  三省堂    １９点 
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  １７番  教育出版   ２６点 

  ３８番  光村図書出版 ３０点 

  以上のとおり国語の教科用図書は、38番、光村図書出版を採択することに決しました。 

  書写の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 書写の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 

小林選定委員（中央中校長） それでは、調査の観点ごとに、東京書籍、三省堂、教育出版、光村

図書の順にご説明いたします。資料は横にご覧ください。 

  教科書をご用意ください。まず１の内容については、（１）知識及び技能が習得される工夫、社

会生活に必要な工夫。（２）は思考力、判断力、表現力等の育成など。（３）は学びに向かう力、

主体的に取り組むための工夫。（４）は毛筆と硬筆との関連。（５）は各教科や生活との関わりに

ついての調査結果になります。 

  それでは、東京書籍の教科書をご用意ください。10ページをご覧ください。小学校での指導を

生かせるよう、基本の点画の書き方を復習する部分です。ここで、「とん」、「すう」、「ぴたっ」を

使用し、筆の動きを分かりやすく表現しております。 

  続いて、東京書籍は、活用ブックということで、後ろに、別冊にはなっていないのですが、黄

色い枠で覆われたページがあると思うのですけれども、そこが活用ブックということで分かれて

おります。この１ページをご覧いただくと、場面や目的に応じた書き方についてのページが設け

られておりまして、この後開いていただくと、手紙ですとか、あるいは申込書、はがきなど身近

なものを書く場面において、適切な文字や用具などを学ぶことができます。 

  50ページをご覧ください。「見つけよう」、「確かめよう」、「生かそう」、「話そう」というコーナ

ーがつくってあり、立ち止まって考えたり、学習を深めたりしやすい構造になっています。 

  （４）についてです。14ページをご覧ください。硬筆の文字から課題を見つけ、毛筆で書くこ

とで、学習内容を確認し、さらにそれをもう一度硬筆で書いて、定着を図る展開になっています。 

  （５）番についてです。20ページをご覧ください。美しく書かれた作品だけではなく、バラン

スの悪いものや改善が必要なもの、こういったものをあえて載せて考えさせるようにしておりま

す。 

  続きまして、三省堂の教科書をご用意ください。28ページをご覧ください。それぞれの単元が

全体のどの部分であるのかインデックス方式で表示をしてあり、学びのその系統が分かりやすく

なっています。28ページの上です。そこにインデックスのようなものがついている、ついている

というか、表記されていて、どの部分になっていますよというのが分かりやすくなっています。 

  （２）についてです。64ページをご覧ください。目的に応じて書体を選択して書くためのペー
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ジが設けられておりまして、例文を形式に沿って書かせるページとなっており、考えながら取り

組むことができます。 

  続いて、（３）です。28ページをご覧ください。まず、さっき見たところでありますが、書いて

身につけようということで、習得ができるような工夫がされているところになります。 

  （４）番についてです。20ページをご覧ください。最初に毛筆で学んだことを硬筆に生かそう

と書いてありますが、硬筆で同じ字を書かせるます目が用意をしてあり、字の形を繰り返し確認

でき、書いて身につけることに主眼が置かれています。 

  （５）については、様々な書き込みのページが用意されていて、活用の場面が設けられていま

す。 

  教育出版をご覧ください。20ページをご覧ください。点画の書き方、文字の部分のバランスに

ついて、書き込み式のページが用意しております。（２）については、相手意識、目的意識、方法

意識が明示されておりまして、64ページをご覧ください。ここは２年生の単元になるのですけれ

ども、行書と楷書を並べて違いに気づかせるというのをしています。 

  （３）になります。戻っていただいて８ページをお願いします。全ての単元が「考えよう」、「生

かそう」、「振り返ろう」の３段階で構成されておりまして、学んだことと自分の文字とのつなが

りが体験を通して身につくように工夫されています。 

  （４）についてです。58ページをご覧ください。毛筆での学習内容を硬筆でも生かせるように、

毛筆の単元でも半分は硬筆の練習のページになっています。 

  （５）になります。12ページをご覧ください。巻頭にノートの書き方の説明があり、ふだんの

学習に著者の学習が生かせるように、身につけた力が生かせるように工夫をされています。 

  それでは、光村図書をご用意ください。41ページをご覧ください。（１）についてです。基本の

点画を意識して書かせるページで、「トン」、「スー」、「トン」という擬音語を使い、始筆、送筆、

終筆のリズムのイメージがつかめるようになっています。 

  （２）についてです。83ページをご覧ください。学年をまたいで段階的に目標を追う構成にな

っていて、２年生の後半から文字を使い分ける内容になっております。 

  続いて、40ページをご覧ください。全ての単元が「考えよう」、「確かめよう」、「生かそう」の

３団体で構成され、学んだことと自分が書く文字とのつながりが体験を通して身につくようにな

っています。 

  （４）についてです。71ページをご覧ください。全ての単元で、毛筆で書くことを学んだ後に、

硬筆で文字を書き、学んだことを確かめる項目を設けています。 

  （５）について、109ページをご覧ください。学年でのくくりというのは設けずに、日常で役立

つ書式として、たくさんの身の回りの例が写真で紹介をされております。 

  続いて、大きな項目、資料についてになります。２番の資料についてご説明します。１つ目は、
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学習効果を高めるための資料の工夫、２つ目は、挿絵や図表等の工夫について調査いたしました。 

  東京書籍についてですが、（１）は、巻末に書写活用ブックと、先ほど黄色く囲まれているとこ

ろと申し上げましたが、教科の学習や日常生活の中でよく使う書式をまとめております。それぞ

れの書式については、基本的な解説に加えて、より読みやすく書くための留意点を書写力アップ

として示しております。 

  （２）については、84ページをご覧ください。伝統や文化の中で育まれてきた文字文化につい

てのコラム「文字のいずみ」が、それぞれの学年のコーナーで４か所から５か所用意されていま

す。 

  続いて、三省堂になります。（１）基礎編・本編・資料編の構成でなっておりまして、資料編に

は、「日常の書式」、「書写の広場」を設けており、日常生活、社会生活の中で必要となる書式を確

認するなどを通して、幅広い知識を得られるようにしています。 

  また、48ページ、これは学年末のお手本のところなのですが、「やってみよう」というところで

学習したことを生かして書くようになっておりまして、絵などを使った例が掲載されております。 

  教育出版をご覧ください。教科書の４ページ、（１）についてですが、４ページをご覧ください。

１年生では、礼状やレポート、ポスターなどの教材があります。74ページに、２年生のところに

なるのですが、こちらは74ページになりますが、新聞、案内状などの例、こういったところで「学

習を生かして書く」の中でこれらは扱っています。 

  （２）については８ページ、巻頭に学習の進め方を写真とともに掲載して、具体的な取り組み

方が示されています。また、文字への興味・関心を高めるためのコラムとして、写真で多くの具

体例を掲載しているところです。 

  光村図書になります。光村図書は、前にあるのが、ここではついているのですが、取り外しが

できるものに、前になっておりまして、別冊になっています。書写ブックというのがとじ込んで

ありまして、毛筆の学習を通して硬筆で書く活動を豊富に取り入れているところです。多分、少

しのりのようなものでくっついているかと思いますけれども、実際子どもたちは取り外して使う

ことができるようになっています。 

  （２）で、文字への理解・関心を高めるコラムを絵ですとか写真等に掲載をしています。文字

の歴史や文化への理解を深めたり、活字やデザイン等、そういったことに目を向けたりすること

で、生徒の視野を広げられるようにしています。 

  大きな項目の３、表現・表記については、用語、記号などの使い方、それから教材の内容など

について、言語活動の発達段階に応じた工夫について調査をいたしました。それぞれ各社とも独

自の工夫をしておりますので、後ほどお読みいただければと思います。 

  大きな４番の総括になります。東京書籍ですが、資料をご覧ください。かいつまんでの説明に

なりますけれども、東京書籍は、全学年で学ぶこと、学習の進め方が示され、１学年では楷書、
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２学年では行書、３学年では卒業を見据え、視野を広げるなどの系統が図られています。また、

日常生活との関連が図られ、教科横断的な扱いも可能となっています。 

  続いて、三省堂です。社会生活に生きる書写の力を３年間で育成することを狙いとして、系統

的に学べるようになっています。手紙や新聞づくりなど、学校生活などへのつながりも図られ、

他教科との関連も示されています。 

  教育出版です。１学年は楷書、行書、２学年は行書と日常生活、３学年は行書と文字文化をま

たぐなどの系統性が図られています。日常生活のつながりを持たせた学習活動が示され、国語と

の関連はもとより、他教科との関連も図られています。 

  最後、光村図書ですが、１学年で楷書、２学年で行書、３学年では文字文化や様々な字体の学

習が系統的に示されています。また、日常に役立つ書式や学校生活全般に関わるコーナーが示さ

れています。 

  説明は以上になります。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、選定委員としてどの教科書を推薦するのかご説明をお願いいた

します。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、調査報告書、学校からの教科書の調査研究報告、

それから法定教科書展示会会場において来場者の皆様からご提出していただいた意見なども参考

にして協議を行いました。 

  協議終了後、選定委員13名が４種類の教科書発行者について評価をそれぞれ５段階で無記名投

票いたしました。65点が満点となります。 

  結果でございますけれども、２番、東京書籍41点、15番、三省堂42点、17番、教育出版53点、38番、

光村図書出版65点という結果でした。 

  本選定委員会としましては、点数の多かった順に、65点の光村図書出版、53点の教育出版、42点

の三省堂を推薦させていただきます。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 選定委員会ではどのような話題が出ましたでしょうか。 

小林選定委員（中央中校長） 選定委員会では、大きく２つの話題が出ました。 

  １点目は、各社小学校学習内容の姿勢や点画などについて掲載されていること、また高校芸術

へのつながりについても示されていること。２点目は、言葉の大切さについて、国語の教科書と
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関連づけて示されており、実生活との関連として、願書や宅配便の記入の仕方についても掲載し

ているということが出ました。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ほかに。 

  荒木委員。 

荒木委員 学校の調査報告書では、どの教科書会社の推薦が多かったのでしょうか。また、その主

な理由について教えてください。 

小林選定委員（中央中校長） 学校からの推薦では、光村を推薦する学校が最も多くて11票、次い

で教育出版９票、東京書籍４票、三省堂１票という結果でした。 

  推薦理由といたしましては、光村図書では、国語教科書との連動ができるため、書写の授業に

おいても主体的に考えることのできる発問、教材の工夫がある。教育出版では、毛筆と硬筆によ

る楷書や行書に関することの資料が見やすく掲載されている。生活に役立てる資料が効果的に掲

載されている。三省堂では、書写の能力を学習や生活に役立てる態度を育てるための資料が一番

多く掲載され、文字を効果的に書かせる題材も分かりやすく掲載されている。東京書籍では、基

本的な文字の書き方だけでなく、字形や大きさにまで細かく説明されている。それに加え、日常

生活との関わりもあり、工夫されている。そういった意見がございました。 

吉田教育長 ほかにありますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 国語と書写の教科書の内容はリンクしていたほうがよろしいのでしょうか。 

小林選定委員（中央中校長） リンクしたほうが望ましいと考えます。 

  教える教員が同じ場合が多いと思われ、国語では学習した既知の内容を書写で扱い、各活動を

生活につなげることにもつながり、意欲づけに効果的だと考えております。 

  東京書籍では、例えば案内や報告文書の書き方、依頼状やお礼の書き方、竹取物語、本のポッ

プのつくり方、平家物語、奥の細道、手紙の書き方、新聞の書き方、レポートの書き方、原稿用

紙の書き方など、多くの内容を、その教科書の内容を書写にも、国語の内容を教材にしています。 

  また、三省堂では、竹取物語、枕草子、朝のリレー、さくら、グループ新聞が同様に掲載され

ています。教育出版では、竹取物語、短歌、論語、走れメロス、枕草子、平家物語、奥の細道、

俳句など多くの内容をやはり教材にしています。 

  光村図書は、季節のしおり１、２、３、壁新聞をつくろう、冊子にまとめよう、手紙の書き方、

はがきの書き方、送り状の書き方、原稿用紙の書き方など、こちらも多くの内容を教材にしてい

るところです。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 
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 堀川委員。 

堀川委員 選定委員会には１号委員として保護者がいますが、どのような意見が出ましたでしょう

か。 

瀧田選定委員長（北中校長） では、私からお答えします。 

  お二人の１号委員の中で、民間企業にお勤めの委員さんがいるのですけれども、その方から、

字を書くことが最近減っていて、会社で面接に来た人が履歴書をパソコンでつくってくると言っ

ていらっしゃいました。授業でどのくらいそういうことで書写を扱っているのかというのが疑問

なのだけれどもということでご意見をいただきました。 

  それに対して、学校の実態ということでお答えを委員がしましたけれども、１、２年生だと20時

間ぐらい、それから３年生で10時間ぐらいという回答でした。国語の授業の中で書写を扱います

ので、各学校多少の差はありますけれども、そのぐらいだということでした。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかに。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 なければ質疑を終わりにします。 

  それでは協議を行います。選定資料にある４つの調査の観点に沿って協議を進めたいと思いま

す。 

  まず、調査の観点１、内容についてご意見はございますでしょうか。 

  堀川委員。 

堀川委員 学習の見通しについては、各社３年間、各学年で学ぶことが明確に目次のところでも一

見してすぐ分かるように表示されておりまして、スムーズに学習が進められていると感じました。 

  内容については、少し重複してしまうかもしれないのですけれども、光村の40ページ、漢字の

筆使いというところなのですけれども、漢字の筆使いといった表示の下に、すぐ目標、こういう

ことを目標にして学習するというところから始まって、「考えよう」、「確かめよう」、「生かそう」

と展開していく中で、下に筆使い、学習の窓でポイントが書かれていて、スムーズに学習がしや

すくなっておりまして、また最後には、学習を振り返るということで、復習がきちんとできるよ

うになっております。 

  そして最後に、表紙の次にある書写分布でそれが繰り返し練習できるようにもなっておりまし

た。光村さんに関係しては、表示も大きく、シンプルだけれども、とても丁寧で、私が例えば筆

の練習をするといったことをイメージしても、分かりやすいと思いました。 

  教育出版さんも細かく丁寧に筆使いが示されておりました。コラムなど、書道や文字、デザイ

ンなどに興味が持てる工夫はされていると思います。 

  東京書籍さんは、目標から６つの課題を設けて、書写の鍵でポイントや大事な点を分かりやす
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く示しております。 

  三省堂は、書き方を学ぼうでポイントを明確にして、子どもたちが学習する上での手助けにな

っていると思いました。 

  あと、２年生から学ぶ行書については、光村図書が毛筆での書き方やポイントまで丁寧に説明

されていると思います。 

  また、楷書と行書のその文字の使い分け、目的や場面に応じての使い分けなどについては、各

社大変丁寧に分かりやすく説明していると思いました。 

  また、光村さんで申し訳ないのですけれども、先ほどのご説明にもあったのですが、実生活の

中で生かすというところの110ページの手紙の書き方、縦書き、次のページに横書きとあります。

ぱっと見たときに、とてもきれいで見やすいなというふうに思いました。あと116、117とご説明

にもありましたけれども、入学願書の書き方、宅配便の送り状の書き方、原寸に近い感じですか、

とても見やすくて分かりやすいと思いました。 

  私からは以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、今の堀川委員さんのお話と重複するところがあるかと思うので

すけれども、光村では楷書とか行書の目的がかなり明確に示されていると思いました。読みやす

く書くための楷書、読みやすく早く書くための行書と、そしてそれから文字を使い分けるという

ことで、流れが非常に分かりやすいと思いましたし、また今、堀川委員さんからもありましたけ

れども、日常生活に生かす場面といいますか、年賀状とかそういった場面についても大変豊富に

取り扱っているという印象を受けました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかに。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 堀川委員さんと野口委員さんと同じことなのですけれども、日常生活に生かすというこ

とで言えば、光村のほかにも、三省堂も資料というところで同じようになっていますし、東書も

同じように願書の書き方からはがきの書き方まで、掲載されています。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  私からも２点ですけれども、光村では、全体的に動画のコンテンツが39枚、それから写真が161点

載せてあります。これはほかの会社よりも多くなっていると思います。したがって、その分、分

かりやすさや実感が伴っているのかと、したがって報告書でも分かりやすいということが挙げら

れていました。 

  光村の26ページの年賀状のところで、左側に、27ページですか、新年を祝う挨拶の言葉、文字
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が多いほど丁寧で、これ上司に出す場合はこの辺りに気を使うのだなと思いました。 

  ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 では、１の内容についてはよろしいですか。 

  次に、資料、それから表記・表現、総括についてまとめてご意見を伺います。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 私が少し注目したのは、鉛筆の持ち方について、正しくない子が結構目に

つきまして、中学校でも少し指導したほうがいいのではないかと思う場面があったものですから、

そうすると三省堂さんは、小学校のときと同じような感じで、12ページですか、姿勢から鉛筆の

角度的なものまで細かく写真つきで出ているので、こういうことは必要だと思いました。 

  ほかのところでも出ているところはあったのですけれども、ただやはりさっき少しお話にあり

ましたけれども、どうしても書写の場合は、国語の教科書との関連があるので、恐らく同じ会社

のほうがきっと使いやすいのだろうという意見が多いのは当然と思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

  進藤委員。 

進藤委員 先ほど内容のところでも出てきましたけれども、手紙とか日常で使える言葉というのは、

それぞれの本にも出ているのですけれども、特に三省堂の86ページの手紙の書き出しの時候の挨

拶などはほぼ常識なことだと思うのですけれども、我々が今見てもこうだったのかなと、非常に

参考になる資料があると思いました。 

吉田教育長 ほかにはよろしいですか。 

  別の観点で協議はございますか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 ないようですので、これより書写の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階評価の合計が最も高いもの

を採択いたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 それでは次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 投票をお願いします。 
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          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  投票を終了しました。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、野口委

員、それから堀川委員、お願いいたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告をいたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計点の順番で、発行者の番号順に

読み上げます。 

   ２番  東京書籍   ２０点 

  １５番  三省堂    ２３点 

  １７番  教育出版   ２３点 

  ３８番  光村図書出版 ３０点 

  以上のとおり書写の教科用図書は、38番、光村図書出版を採択することに決しました。 

    ◎休憩の宣告 

吉田教育長 それでは、ここで休憩いたします。 

  再開は３時半ということにいたします。 

                                 休憩 午後 ３時２０分 

                                 再開 午後 ３時３０分 

    ◎開議の宣告 

吉田教育長 休憩前に引き続き会議を始めます。 

  数学の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 数学の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 

萩原選定委員（大袋中校長） それでは、数学部会長の萩原と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

  選定資料の記載内容について、教科用図書を実際に見ていただきながら説明をさせていただき

たいと思います。なお、教科用図書を比較するために、１年生の文字と式という単元を中心に説

明させていただきます。というのは、小学校とのつながりのある部分や、初めての概念の内容の
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ため、その章を選ばせていただきました。 

  では、選定資料の順番に沿っていきたいと思います。 

  初めに、東書、こちらになります。61ページをご覧ください。ショートピアでは、１こまの場

面を提示し、生徒の疑問を引き出して、学習への動機づけをしています。 

  本棚の棒、いわゆるラックの柱の本数についての課題となっています。実際には、めくってい

ただいて62ページから設問があり、一連のストーリーで課題を解決していく構成になっています。

ぱらぱらめくっていただくと、その章はずっと本棚の棒の数についてがずっと続いているストー

リー性があるということです。 

  全体的に十分な余白のある学びやすいレイアウトにしています。行間が広く、数式が区別しや

すくなっています。 

  65ページです。例題の類似問題、下の問１の（１）ですが、ダイヤマークがついています。例

題を意図的に振り返りながら学習できます。めくっていただいて、66、67ページです。ぱっと見

ていただくと分かると思うのですが、例題や問いのマークには罫線がついていて、内容のまとま

りが分かりやすくなっています。 

  69ページです。確認というのが右上にあると思います。小学校算数での既習事項を振り返って

います。 

  めくっていただいて77ページです。上に紫色の丸がついていて、「学びを振り返ろう」というコ

ーナーがあります。そこまでの学習ポイントなどを示しています。また、見方、考え方を働かせ

ることのよさを実感できるようにしています。対話形式のヒントがあり、それまでの学習内容を

確認させ、知識技能を深めています。 

  めくっていただいて81ページです。深い学びと右上にあると思うのですが、このページは、身

の回りの問題を数学で解決させる工夫をしています。中央に、ひろこさんの引き出しがついてい

ますが、虫眼鏡マークがついていて、数学的な見方・考え方を働かせるきっかけにしています。 

  戻りますが、深い学びのページというのは、右側に縦にずっと線が引いてあると思いますが、

問題をつかむ、見通しを立てる、問題を解決する。めくっていただいて、振り返る、深めるとい

うような学習の流れを明示しています。問題解決型の学習のページになっています。 

  この深い学びというのが各所にあるのですが、ずっと後ろの245ページ、少し飛びますが、245ペ

ージを見ていただくと、深い学びを振り返ろうということで、見方・考え方をより意識づけるコ

ーナーが設置されています。 

  戻っていただいて87ページ、この２章の章末問題なのですが、４番と５番を見ていただくと、

活用の問題ということで、自分の考えを記述で表現する問題が設定されています。 

  以上が東書になります。 

  次に、大日本です。同じく文字と式の章なのですが、66ページをお開きください。このピンク
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色のです。大日本です。ここから章が始まるのですが、こちらはキッチンのタイルの枚数に関す

る課題となっています。 

  １枚めくっていただくと、68ページ、導入に、左上のところです。「考えよう」、はてなマーク

というのがついていて、生徒自ら疑問を見出すことができるようにしています。 

  少し飛んで77ページです。問題の内容に応じて、アルファベットのＱ３の下に、判断しようと

いう表記があります。この章はなかったので、少し戻ってしまうのですが、39ページ、同様にこ

ちらでは伝えようというふうに、Ｑ７です。伝えようというふうに表記されています。このよう

に思考力、判断力、表現力を養う工夫をしています。 

  ２章に戻っていただいて、90ページです。90ページ、確かめようというページなのですが、右

側に各大問の学習の目当てと学習したページを示し、自分のつまずきに気づけるようにしていま

す。 

  92ページです。こちらも各単元に設定されているのですが、問題を見出そうから深めようのペ

ージがあり、身の回りの問題を数学で解決させる工夫をしています。問題を見出そう、解決の仕

方を探ろう、解決しよう、隣のページへ行って、深めようというふうに学習の流れを明示してい

ます。 

  めくっていただいて95ページです。こちらも右上に思い出そうということで、関連する小学校

の既習内容を振り返ることができるようになっています。 

  めくっていただいて96ページです。章の振り返りの問題の中に、一番下の８番のところですが、

学びの振り返りというのを設定して、学ぶことの振り返りを促す質問を設けています。 

  最後に98ページです。活用・探求というページです。自分で課題を作成して取り組むことで、

より数学的に考える資質能力を育成できるようにしています。 

  以上が大日本です。 

  続いて、学図です。こちらになります。文字と式は66ページ、ここから章が始まります。スト

ローの本数についての課題となっています。 

  67ページの下、次の課題でというもので、見通しを持って学習を進めるようになっています。 

  めくっていただいて70ページ、左下に「どんなことが分かったかな」として、ページの途中に

学習した内容の簡潔なまとめがあり、理解を深めることができます。 

  同じく70ページですが、こちらも例題や問いのマークに罫線のような線がついていて、内容の

まとめが分かりやすくなっています。例題は破線、問題は実線という形になっています。 

  74ページです。こちらも右上に振り返りとして、関連する小学校の既習内容を振り返ることが

できるようになっています。 

  81ページです。右の中央にエクスクラメーションマーク、いわゆるびっくりマークがついて、

見方・考え方と表記されていて、課題解決への見通しを持たせています。 
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  85ページです。こちらが数学的活動のページになっています。問題発見から解決までの過程が

見えるように、左側に今どのような過程で学習しているかを明確にしています。問題を見つけよ

う、文字で表そう、めくっていただいて、幾つかの式をまとめて考えよう、新たな問題を見つけ

よう、文字式で表そう、まとめようというふうに、学習の流れを明示しています。 

  最後92ページです。この章の最後なのですが、章ごとにできるようになったことを確認できる

ようにしてあるため、自分のつまずきに気づけるようになっています。そのすぐ下には、さらに

学んでみたいなことを自分の言葉で記入できるようなコーナーを設定しています。 

  以上が学図です。 

  続いて、教出です。こちらの１年生のものでございます。文字と式は68ページからになります。

こちらは、69から文字と式が始まるのですが、その前の68ページに、この章で扱う既習事項の確

認をするページがあります。１番、２番それぞれ青い三角で学びのマップと書いてあると思うの

ですが、巻末の266ページを見ていただくと、そちらに学びのマップといって、既習内容をまとめ

てあります。学年ごとのつながりも図式化されています。 

  めくっていただくと、学年ごとにどんな内容を学習したかが載っている、そういうものが巻末

に付いています。 

  先ほどの68ページに戻っていただくと、そこへの案内が学習する前にというところに明記され

ている、こういうつながりになっています。実際に文字と式は69ページから始まります。章の扉

では、そこに写真があるように、社会や生活、先端テクノロジーなどに関する話題に触れていま

す。数学が実生活で役立っているという意識を持たせています。 

  めくっていただくと、導入課題です。こちらでは東日本大震災に係るキャンドルライトの個数

を課題としています。章の最初の課題につなげていくということになります。 

  めくっていただくと72ページです。右側の中央に数学的な考え方というコーナーがあり、数学

的な見方・考え方を意識して学習できるよう工夫しています。 

  隣の73ページです。真ん中辺に、確かめ１、その下に問２とあると思うのですが、ぱっと見て、

確かめはそのＴシャツのようなマーク、問いはカマクラのようなマークです。というふうにマー

クで図の形を変えて、色以外でも問題の違いを区別できるように配慮をしています。 

  75ページをご覧ください。右側の中央に、戻って確認ということで、これも既習事項と関連や

つまずきを確認させながら技能を身につけるような工夫をしています。 

  少し飛んで94ページをご覧ください。94ページ、95ページが問題解決のプロセスを示した問題

を発見し解決する過程を経験させる工夫のページとなっています。問題を見出そう、問題をつか

もう、自分の考えを持とう、友達の考えを知ろう、みんなで話し合おう、学習を振り返ろう、深

めようというふうに、学習の流れが明示されています。 

  98ページです。ここまで学習してきたことのよさを、これもびっくりマーク、エクスクラメー
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ションマークで示しています。ここまでの内容を生活や学習に生かそうとする態度を養おうとし

ています。 

  隣の99ページ、章の終わりに学習した内容の簡潔な文章の例題、まとめがあり、法則等の確認

ができます。 

  最後です。101ページです。章の問題の最後に、学んだことを活用しようというコーナーを設置

し、総合的、発展的に思考させるようにしています。文書で説明させるコーナーが101ページです。 

  以上が教出です。 

  資料の裏面になります。啓林館です。表側に「みんなで学ぼう編」と書いてあります。それと、

裏側は、本来横にするのですが、「自分から学ぼう編」ということで、表と裏からの２部構成とな

っています。授業での学習は、「みんなで学ぼう編」、それと授業以外での学習が後ろからの「自

ら学ぼう編」ということで、相互に効果的につながり合うような構成になっています。 

  では、文字と式の章ですが、56ページをご覧ください。こちらでは、学習の扉でマグネットの

個数についての課題を設定しています。 

  １枚めくっていただくと59ページ、一番上ですが、こちらも振り返り算数ということで、関連

する小学校の既習内容を振り返れるようになっています。 

  同じページの一番下ですが、虫眼鏡のマークがあり、こちらで数学的な見方・考え方に触れて

います。 

  めくっていただいて60ページです。一番上に花のマークがあり、広げようで生徒に意図的に原

則、法則を発見させることで、興味を持って学習できるようにしています。 

  68ページです。②番に、説明しよう、③番、同じく説明しよう。少し飛んで76ページ、こちら

には話し合おうというコーナー、それと80ページ、まとめようというコーナーがあり、表現力や

統合的に考える力を養うというのをしています。 

  82ページが章末問題になっています。右側の側注に、この章で学習したこととして、学習した

ページやポイントが書かれており、つまずきに気づくことができるようになっています。 

  ２章にはなかったのですが、99ページをご覧いただくと、３章になってしまうのですが、利用

場面ということで、その章で学んだことを利用して、身の回りの場面から問題を発見し、問題解

決の過程を段階的に体得できるようなコーナーを設置しています。 

  めくっていただくと100ページ、101ページに、ステップ１からステップ３というふうになって

いて、段階的な場面を説明して解決させる工夫をしています。ステップ１は、場面の状況を整理

し問題を設定、ステップ２、見通しを立てて問題を解決、ステップ３、問題を広げたり深めたり

してみようというような学習の流れを明示しています。 

  以上が啓林館です。 

  次に、数研です。62ページをご覧ください。先ほどもありましたが、章の前に振り返りとして、
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既習事項と確認問題とともにまとめてあります。こちらは、隣の63ページ、章の扉になっていま

すが、文字と式と学習するということで、アルファベットの確認をしています。課題の提起をこ

こではせず、関連事項について触れています。 

  めくっていただくと、こちらから文字と式の章に入っていきますが、中央下、トライというと

ころで、数学の有用性を感じられるような課題を設定しています。 

  隣の65ページを見ていただくと、先生と生徒が対話をしながら、吹き出しがたくさんついてい

ますが、事業の流れをつかみやすくしています。 

  めくっていただいて、66、67ページです。ここに問いが何問かあると思うのですが、中１ギャ

ップを考慮し、問いの文章表現が何々しましょうということで、小学校の表現と合わせています。

例えば問い２、必要なマグネットの数を求めましょう。問い３、次の数量を文字式で表しましょ

うというような表現にしてあります。 

  72ページです。こちらも振り返りのコーナー、右上にあると思うのですが、関連する小学校の

既習内容を振り返るようになっています。 

  隣の73ページ、下に囲ってある調べよう。飛んで76ページ、１ページですが、見つけよう。少

し飛んで94ページにはやってみようなどのコーナーを設置し、統合的、発展的に考察する力を養

うというのをしています。 

  88ページ、１番右下に探求ノート４ページという表記があると思うのですが、こちらの別冊、

探求ノートというもののつながりを表記してあります。探求ノートでは、日常の問題を数学で完

結させる工夫をしています。教科書の内容を深め、学びを発見させるものとなっています。 

  以上が数研です。 

  では最後に、日文、こちらになります。63ページ、こちらも章の初めに既習事項を確認できる

ようになっています。 

  めくっていただくと２章が始まるのですが、導入の課題では、棒の本数としています。 

  １枚めくっていただくと66ページ、最初のところに目当てを示し、考えようという言葉で意図

的に思考しながら概念や法則を理解できるようにしています。 

  めくっていただいて68ページ、注意というのが真ん中と下にあると思いますが、問題を解く上

での必要なポイントを示し、注意深く考え、既習事項を振り返る機会としています。 

  70ページです。こちらも右上に確かめ算数ということで、関連する小学校の既習内容を振り返

ります。 

  73ページ、下に身近な事柄とありますが、数学の問題をつくる過程を課題に取り入れています。 

  84ページ、右上に大切な見方・考え方のマークで、数学的な見方・考え方に繰り返し触れさせ

ています。こちらでは87ページから、学び合おうとして、見通しを持とう、考えよう、めくって

いただいて、話し合おう、振り返ろう、深めよう、もっと深めようとして、学習の流れを明示し、
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数学的な表現を段階的に身につけられるよう工夫しています。 

  以上が日文です。 

  では、最後に補足をさせていただきます。資料の２については、各発行者、中学校生活や日常

生活、身近な事柄に関するものを扱っており、大きな差異はありません。 

  ３番の表記・表現については、ユニバーサルデザインに関してどの発行者もＵＤフォント、い

わゆるユニバーサルデザインフォント、あるいは色合い、文節改良等の配慮をして研修していま

す。 

  ３の（２）については、各発行者、用語・記号の精選や新出用語を太字、ルビで表記してよく

配慮して、大きな差異はありません。 

  ４の総括については、今説明を申し上げたものがまとめてありますので、ご参照ください。 

  以上で選定資料についての説明を終わらせていただきます。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、まず選定委員としてどの教科書を推薦するのかご説明ください。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、調査報告書、学校における教科書の調査研究報告、

それから法定教科書展示会会場において来場者の皆様からご提出いただいた意見などを参考にし

つつ、協議を行いました。協議終了後、選定委員14名全員で７種類の教科書発行者について評価

をそれぞれ５段階で記載し、無記名で投票いたしました。70点が満点となります。 

  結果でございますけれども、２番、東京書籍70点、４番、大日本図書35点、11番、学校図書45点、

17番、教育出版40点、61番、啓林館58点、104番、数研出版39点、116番、日本文教出版34点とい

う結果です。 

  本選定委員会といたしましては、点数の多かった順に、70点の東京書籍、58点の啓林館、45点

の学校図書を推薦させていただきます。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  堀川委員。 

堀川委員 選定委員会ではどのような話題が出ましたでしょうか。 

萩原選定委員（大袋中校長） 選定委員会では、大きく２つ話題が出ました。 

  １点目は、練習問題の分量について、各社問題量は多く、応用的な問題も大きな差はないこと、

２点目は、先生方が教科書を選ぶ際の基準の一つとして、生徒が自ら教科書を使って学習を進め

ることができるのか、また苦手な子どもでも教科書を開きたくなるような工夫が見られるかにつ

いて出ました。 
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  以上でございます。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 学校の調査報告書では、どこの教科書会社の推薦が多かったのでしょうか。また、その

主な理由について教えてください。 

萩原選定委員（大袋中校長） 学校からの推薦では、東京書籍を推薦する学校が最も多く14票、次

いで啓林館５票、学校図書３票、教育出版と数研出版２票、日本文教出版１票という結果でした。 

  推薦理由としましては、東京書籍では、問題解決型の学習を重視しており、知識や議論を深め

る手助けとなっている。また、思考力、判断力を深める深い学びのページがほぼ全ての章に設け

られている。啓林館では、問題解決型の課題においては、身の回りの場面から問題を見出すこと

ができる工夫がなされている。学校図書では、新学習指導要領で追加された内容がスムーズであ

る。また、各章の導入ページが大きく掲載されており、生徒の興味が湧きやすくなっている。教

育出版では、課題が明瞭に示されていて、単元ごとに評価が適切にできるように内容を設定され

ている。数研出版では、探求的な活動を行うための探求ノートが附属しており、より数学のよさ

を強調した授業展開が可能となる。最後に、日本文教出版では、巻末に対話シートがあり、表や

グラフに書き込みながら解くことができる。また、ノートよりやや小さいサイズになっているた

め、ノートに貼りつけることもできるなどの意見がありました。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ほかに。 

  荒木委員。 

荒木委員 小学校の算数科との関連は、各社どのように示されているのでしょうか。 

萩原選定委員（大袋中校長） 東書では、巻頭にある目次の前の学習に、小学校の既習内容との関

連が分かるようにしています。また、本文の30ページ、少し確認算数や、巻末の305から306ペー

ジ、算数の確認で、小学校の既習内容のうちつまずきの多い内容を確認できるようにしておりま

す。 

  大日本では、２から３ページの目次に、学年は書いていませんが、これまでに学んだことのつ

ながりを示しており、巻末の280から285ページに、小学校算数の振り返りを設けております。 

  学図では、10、11ページ、127ページ、165ページ、231ページ、領域ごとに振り返りページを挿

入し、小学校でどんなことを学んできたか振り返ることで、スムーズに学年の学習に入っていく

ようにしております。 

  教出では、12、19ページなど、適宜小学校で学習した既習内容を振り返ることができるように

なっており、巻末266ページの学びのマップでは、小学校で学習した主な内容を領域ごとに分けて
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一覧で掲載しており、中学校数学との系統性についても示しております。 

  啓林館では、50ページ、122ページなどを振り返り算数として、小学校算数の内容を示してから

中学校の学習に入るようにしており、巻頭７から12ページには、算数を振り返ろう等を設けてお

ります。 

  数研132ページ、206ページなど必要に応じて小学校の内容に触れております。 

  最後に日文です。巻頭８から11ページに、算数の確かめ、巻末274から278ページに算数の確か

め（問題編）を設けています。また、次の章を学ぶ前には、その内容に関係のある算数の既習内

容の問題を扱っております。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 選定委員会には１号委員として保護者の方がいらっしゃると思いますけれども、どのよ

うな意見が出ましたでしょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） それでは、私からお答えします。 

  保護者である１号委員のお一方から、そもそも数学は自分が苦手なので、見やすくないと教科

書を開こうという気にならないと、そんな中で、数学の先生方は教科書を選ぶ中で一番重視され

ているのは問題の数なのでしょうかというご質問をいただきました。それに対して、選定委員か

らは、やはり子どもたちにとっても教科書をどうやって開いてもらえるかが大事なポイントで、

それに対しては、写真やイラストはやはりたくさん使われていることや、それから自分で勉強を

進められるかどうかという視点が大きいのだという回答でした。 

  自分で開いて自分なりに学習を進められるのかどうか、既習事項とどうつながっているのかと

いうのが分かるような教科書が取り組みやすいということで、そんな教科書を選ぶのだというご

意見でした。 

  以上です。 

吉田教育長 渡辺委員。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

  あと、教えていただきたいのですけれども、東書はゼロ章を設けているのですけれども、これ

はどのような意味があるのでしょうか。 

萩原選定委員（大袋中校長） 東書の特徴の一つなのですが、９ページにゼロ章ということで、算

数と数学のつながりを１年生の初めに整理をするという章になりますので、算数から数学に変わ

るというのを明確にするためにゼロ章という章を設けているという形になります。 

  以上でございます。 

渡辺委員 ありがとうございました。 
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  今回かなり、中学２年生のところに３年生から下りてきたりとかしていて、学ぶ量が多いとい

う印象が私はありました。例えば四分位数であるとか箱ひげでしたでしょうか。特にこの教科書

が分かりやすいとか、そういうのは何かありますか。 

萩原選定委員（大袋中校長） 今のお話は、高校の内容が中２に来ました。四分位数と箱ひげとい

うやつですかね。各社、問題で流れ、あるいはストーリー性があるものと、あとは新学習指導要

領の中で、体力テストの数値を使っている記述がございます。それに沿って、教科書でも子ども

のボール投げの資料にし、学習指導要領と合わせているものもあれば、流れを重視しているもの

もあると、各社それぞれ特徴があったと感じています。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 なければ質疑を終わりといたします。 

  それでは、協議を行います。選定資料にある４つの調査の観点に沿って協議を進めたいと思い

ます。 

  まず、調査の観点１、内容についてご意見はございますか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 ただいまの選定委員さんから、どの教科書も練習問題の分量については十分であるとい

うことがお話に出たと思います。 

  それと、苦手な子も教科書を開きたくなるような、そのような工夫が、選定の一つのポイント

かと思いますが、保護者の委員の方からもやはり見やすくないと子どもは開こうとしないのだと

いうことをおっしゃっていたということを今伺いました。そして選定委員さんから、まずはそう

するためには、小学校とのつながりというところがどうなっているかというのが大切かなと思い

まして、少し調べてみました。 

  調べた範囲なのですけれども、ただいまとても詳しく内容についてはご説明いただいたので、

そこのところは省きまして、まず小学生のときに習ったまとめがどのように各教科書なっている

のかというのを少し調べてみました。まず、大日本は、巻末に、280ページなのですけれども、こ

このところに非常に丁寧にまとめてある印象がありました。要点を左側に、そして右側には具体

的に確かめの計算が入ってきて、分かりやすいと感じました。 

  そして、学図は先ほどご説明していただいたと思うのですけれども、章のところで、領域ごと

に小学校の振り返りが入っていたかと思うのですけれども、例えばこんな感じで章がありまして、

章の前に１回振り返りという形で、簡単なイラストが入っていて、数学が苦手な子でも、次どん

なことやるのか不安な子も入りやすいかなと、そして章とびら（２）の１ページのところにも同

じように、少しゲーム感覚のイラストが入っていて、これも苦手な子にとっては分かりやすいと
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思いました。また、その章扉のところは、子どもに気づきを促すような問いかけが入っていると

ころもいいなと感じました。 

  教育出版の巻末のやはり266ページの学びのマップです。これが、小学校で学んだことを忘れて

しまった子には分かりやすくて、小学校で学んだことが中学校で学ぶときには、これに当てはま

るよとか、逆に、今中学校で学んでいる単元で分からなくなったら、小学校単元に戻れるのかな

というような感じで、これはよいと思いました。 

  それで、日本文教は、先ほどご説明いただいたとおりなのですけれども、見開きで章扉があり

まして、やはり学ぶ前にということで、小学校で習ったことが入っております。 

  東書もただいま説明していただいたとおりなので、これは省略したいと思いますが、このよう

な形でやはり教科書を選ぶに当たって、小学校とのつながりというのが大切なのではないかと強

く感じた次第です。 

  それと、啓林館は、後ろからは自ら学ぼうということで、自学自習というか、難しいのも少し

ありますので、必ずしも簡単なものだから自分でやっていこうという感じではないのですけれど

も、このように分けてあるのも面白いと感じました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 今の渡辺委員さんと同じことになるのですけれども、やはり数学というのは、過去にや

ったことのさらに積み重ねということなので、私はどちらかというと数学は苦手だったのですけ

れども、自分自身どこでつまずいたかよく覚えていませんが、新しいことをやったときに、前の

ことが分からないと、その先は絶対分からないというようなシステムになっていますので、過去

の既習事項が一目で振り返れるというのは、とても大きなことだと思います。 

  そういった意味では、教育出版さんが巻末のところに、１つ前、だから中学校１年生であれば

小学校、中学校２年生であれば中学１年の振り返りが一覧表になっていて、これは非常に検索す

る際に見やすいと思いました。 

  あと、東書さんに関しましては、やはり目次のところではっきり中学校１年の項目だよ、ある

いは小学校だよということが明示されていますので、そこら辺も振り返るときに非常に役に立つ

のかと思いました。 

  私もこの啓林館のこの前と後ろの工夫は面白いと思いましたし、あとは学図の最後のところが

ホワイトボードになっていまして、グループ学習などにも使えるのかと、それぞれ工夫されてい

て面白いと感じました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 
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  荒木委員。 

荒木委員 私も進藤委員さんの意見に同感なのですけれども、あとそれに関連してといいますか、

東書さんの教科書は、少し確認、学びを振り返ろう、深い学びというのが非常によく理解が高ま

ると思いました。中でも深い学びにおいては、流れが明示してあるのですけれども、まず右ペー

ジにありまして、次のページに考えが見えないように工夫されて、しっかり考えるということ、

深い学びができるということで、よいと感じました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それぞれ各委員さんからいろいろと各社の特徴等についてもお話いただき

ました。やはり数学の学習においては、片や問題解決的な学習を通して思考力を養うのだという

ことで、日常の問題については、自分の力をつけるという部分と、それからやはり基本的なこと

については確実に身につけていかなくてはいけないという部分がありますので、そのあたりのバ

ランスをどう取っていくかということが基本的に大事になってくると思うのですけれども、その

ような中で、東書がいつも選ばれていることが多いかと思うのですけれども、各社とも問題解決

型の学習を、特に導入に取り入れて、学力の向上を図ろうという工夫がされていると思いました。 

  そのような中ですけれども、東書では、深い学びと称して、その問題解決型を導入で、学習し

たことについては、また巻末でも深い学びを振り返るのですよということで、また次にも使える

ような工夫ということでは、これらの特徴を出していると思いました。 

  また、習熟の段階では、練習の段階では基本の問題とか、あるいはさっきのダイヤマークをつ

けて、例題と同じようにできるということでは、苦手な子にも取り組みやすいような部分もあり

ますし、基本の問題で振り返り、あるいは章の問題のＡとかＢとかということで難易度を少しつ

けて、それぞれの実態に応じて取り組むような問題の構成が分かりやすいと思いました。 

  さらに、巻末にも補充問題をつけていますので、それも分かりやすいと感じました。 

  先ほどゼロ章という話がありましたけれども、たしか素因数分解は今までは中３で習ったので

すか。 

萩原選定委員（大袋中校長） そうですね。 

野口教育長職務代理者 何か平方根のところで出てくるのが、今度は中１に下りてきたような形に

なったのですか。それが掛け算のところからすっと入れるようにしてあって、なるほどこういう

工夫もあるということで、少し私も勉強になったのですけれども、そういったところもきっと中

学校の数学に入ったところで掛け算九九と連携してやっていくと、そんなに難しくないよという

抵抗をなくす意味でもいいと思いました。 

  そういったことで、少し東書について、もしかすると現場からの声も、使いやすいという意見

が多いと思いました。 
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  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  では、私から幾つかお話しさせていただきます。社会科の教員だったものですから、算数や数

学の考え方を使っていろいろグラフ化したりさせようと思っても、なかなか割合の円グラフが描

けないのです。応用が利かないなと思いつつ授業をやったことがあるのですが、どちらかという

と私もあまり数学に興味を持っていたタイプではなかったので、でもいろいろ聞いていると、タ

イプによってそれぞれ違うと思って聞いていましたけれども、あるとき、数学も体感できないと

理解できないのだと、そんな、逆ではないのと思ったのですが、そういう話をされたこと、例え

ば多角形の内角の和は360度でしたっけ、どういうことかなと、それは体感するのはどうやって体

感すればいいのだと話を聞いていたら、角々行って回ってみろと、回ってみて最後に行き着いた

ら360度回っているのだろうと、だから360度なのだよと、なるほど３角形でも４角形でも５角形

でもそうなのですよね。体感できるのです。面白いと思って、そこから少し興味持ったのですが、

ある人がサッカーの練習をやっていて、同じ直線上に２人立たせて、自分がこの子たちが、等距

離ですよね、立たせて、この子たちに分け隔てなく公平に、どっちが早くボールを取らせるかと

やるために、どういうボールを出せばいいのだ、それは垂直二等分線上に出せばいいのだと、な

ぜかというのはこれ等距離になると、これは二等辺三角形ないし垂直二等辺三角形と言われて、

そういう体感の仕方もあるのだと思って、少し教科書見たのですけれども、この東京書籍で見る

と、１年生ですけれども、章の初めですよね。19ページに寒暖計が出ています。55ページの平均

身長。さっき説明のあった61ページでは棒が出てくるのです。面白いと思ったのは、107ページを

開けてもらうと、ウスターソースとケチャップが２対３の割合でハンバーグをつくりますと、こ

ういうのが出てくるのです。これ比例式の利用ということです。それからいろいろな形でこれ出

てくるのです。例えば紙パックの回収とトイレットペーパーとの交換の関係とか、それからシュ

レッダーと紙の枚数とか、あるいはスライドショーで流すちょうどよい長さの曲の選び方、これ

みんな比例とかなんとかに関係してくるのです。そういう出し方をしている。要するに必要性と

意味を理解しやすくするというのですか、そういう動機づけ、入り方をしているのだと思って、

これ面白いと思って見ました。これが東京書籍でしたけれども、それから教科横断的なカリキュ

ラムの視点というところから言うと、例えば社会科ですと時差を教えるのですけれども、これも

なかなか分かりづらい。これ時差も扱っていました。60ページに関連で出ていました。それから、

縮尺も分かりそうで分からない。これも109ページから扱っています。 

  面白いと思ったのは186ページ、こういう考え方したことなかったですけれども、これは章の問

題Ｂということで載っているのですが、４番の問題なのです。ＡＥＤ、自動体外式除細動器、こ

れどこに置いたらいいのだと、一番近いところはどこなのだという点ですけれども、これ垂直二

等分線の性質を利用して、ここがいいと割り出すのです。面白いと思って見ました。これは何に



－84－ 

関連しているのだと、保健体育です。意外とこういうことがあると、いろいろなところに応用が

利くと思いました。必要性とその意味を理解させると、こういう工夫が随所にあると思いました。 

  それから、グラフや数式で表すことと、言語活動によるその表現、これはイコールだと考えて

いるのですよね、今ね。だから、私は言葉で答えさせるのは証明の問題ばかりと思っていたので

すけれども、意外や意外、いろいろなところを言葉で答えさせる、そういう問題があります。そ

れは、そういうところを意識していると思いました。 

  東書では、全体として、先ほどお話ありましたけれども、１年生の教科書の245ページですか、

下の４つ、246、247、248、250にも書いてありましたけれども、棒の絵とか描いてあるのですが、

振ればア、イ、ウ、エの４つですけれども、このような視点に着目して論理的、統合的、あるい

は発展的に考え、数学的な物の見方・考え方を深めていく、そういう工夫が全体的にあると、そ

のように思いました。ですので、報告書の中には、実社会を題材にして、身近に感じやすい、ま

た理解しやすい内容だと、あるいは問題解決型の、これはお話にありましたけれども、問題解決

型の学習を重視して、知識や議論を深めるそういう手助けにもなるのだという報告があったかと

思いますけれども、そのようなことも感じました。 

  ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 内容１についてはよろしいでしょうか。大分お話もいただけましたので、次の資料、

それから表記・表現、総括についてはまとめてお伺いしたいと思いますが、特にございませんか。

よろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 では、ほかの観点で協議は何かございませんか。こちらもよろしいですか。 

          〔「はい」と答える者あり〕 

吉田教育長 なければこれより数学の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階評価の合計点が最も高いも

のを採択といたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、投票をお願いします。 

          〔投  票〕 
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吉田教育長 投票漏れはございませんか。 

  投票を終了いたしました。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、進藤委

員、それから荒木委員を指名いたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告いたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計点の順番で、発行者の番号順に

読み上げます。 

   ２番  東京書籍   ３０点 

   ４番  大日本図書  １９点 

  １１番  学校図書   ２３点 

  １７番  教育出版   ２１点 

  ６１番  啓林館    ２５点 

 １０４番  数研出版   １８点 

 １１６番  日本文教出版 １８点 

  以上のとおり数学の教科用図書は、２番、東京書籍を採択することに決しました。 

  理科の教科用図書について審議いたします。 

  選定資料の説明等のため、選定委員の入室を求めます。 

          〔選定委員入室〕 

吉田教育長 理科の教科用図書について、選定委員より選定資料の説明を求めます。 

鈴木選定委員（越ヶ谷小校長） それでは、説明申し上げます。 

  まず、各社の１年生の教科書の該当のページを挙げながらご説明いたします。 

  初めに、東京書籍です。内容について、各単元の随所に既習事項が示され、章末や単元の最後

にデジタルコンテンツで重要語句や基本事項が確認できるようになっております。また、初めて

使う器具の操作方法を１ページ使って説明しております。さらに、正しい操作方法と誤った操作

方法が分かるように、写真やイラストにマルやバツで示されております。 

  教科書86ページの一番下をご覧ください。これは一例ですけれども、各節ごと、ページの下の

ところに探求の段階が示されております。観察・実験では、今度は90ページになります。90ペー

ジの上段に、検討・改善、解決の方法を考えようのコーナーに、結果の見方と考察のポイントが

示されております。 

  また、91ページの中段になりますが、各節の最後には、課題に対する結論を表現しようのコー

ナーに、使用する単元のキーワードが示されており、それを使って自分の言葉でまとめさせるこ

とで思考力や表現力が育成できるよう配慮されております。 
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  続きまして、93ページになりますが、単元の初めのページには、学習内容に関連した写真と、

そこから単元に関わる疑問が提示されております。 

  60ページになります。科学の歴史のコーナーでは、これまでの科学の発展の経緯がイラストや

漫画で分かりやすく紹介されており、生徒の興味・関心を引く工夫がされております。 

  続きまして、170ページになりますが、章末には自然の不思議と題して、発展的な内容が紹介さ

れ、さらに学習に対する意欲を引き出す工夫がされております。 

  88ページの下段になります。科学の見方や、91ページの中段になりますが、学びを生かして考

えようなどの項目があり、主体的に学習させるための工夫がなされております。 

  また、133ページの上段に、暮らしと科学というコーナーがあります。学習内容と生活との関連

を紹介しております。資料につきましては、小扉と章末にビフォー・アンド・アフター、例えば133ペ

ージの下段にもありますが、このビフォー・アンド・アフターを設定し、章全体の見通しと振り

返りができる工夫がなされております。また、ページの文章、写真や図の配置が統一されており、

観察・実験に必要な器具の使い方が使用単元に掲載されております。 

  続きまして、表記・表現について、こちらについては５社共通しまして、理科の用語や数値な

どは学習指導要領、学術用語集等に従い適切に使用されております。 

  最後に、総括でございます。巻頭や探求の流れや教科書の使い方などを示しております。単元

の配列は各単元の指導時期や内容の関連性を踏まえた配置となっており、生徒の科学的概念の形

成に配慮されております。また、単元、最後のコラムでは、日常生活や社会との関連を図ること

ができるよう配慮されております。 

  76ページになりますが、小学校の関連につきましては、これまでに学んだこととして、各単元

の冒頭や随所に既習事項が提示されており、小学校の学習内容との関連が図られております。そ

の際、本文のどの部分と関連しているのかを引出線で示し、生徒が理解しやすくなるよう工夫さ

れております。 

  最後に、各学年の巻末には、学びの広がりを持たせるためにペーパークラフトがついておりま

す。 

  続きまして、大日本図書でございます。内容につきましては、各単元の随所に既習事項が示さ

れ、章末や単元、最後に重要語句や基本事項が確認できるようになっております。 

  78ページになりますが、実験の基本操作について見開き１ページでまとめて掲載され、要点を

まとめて記載されており、操作のポイントが示されております。 

  95ページの上段になりますが、実験・観察では目的と着目点が示され、見通しを持って進めら

れるようになっております。 

  また、95ページの下段になります。結果の整理、結果から考えようにおいて、考察の視点が示

されております。 
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  戻りまして、巻頭の部分の４ページになりますが、理科の学習の進め方では、探求の流れや方

向が分かりやすく示されております。単元の初めの見開きのページ、例えば８ページになります

が、学習内容に関連した写真が掲載され、興味・関心を引き立てる工夫がされております。発展

的内容や他教科とのつながりについては、章末などに、例えば129ページなどにサイエンスプレス

と題したページが掲載されており、生徒の関心や意欲を引き出す工夫がなされております。 

  また、129ページにあります問題を見つけようや、やってみようなどの項目があり、主体的に学

習させるための工夫がなされています。さらに、巻頭の学習の進め方や巻末の探求の進め方によ

って、生徒が見通しを持って学習できる工夫がなされております。 

  資料につきましては、121ページになりますが、理科に関連した職業を紹介したり、章導入ペー

ジ、見開きに興味・関心を高める写真が取り上げられたりしています。また、観察実験に必要な

器具の使い方が主要単元に掲載されているほか、巻末に実験器具の掲載ページが一覧化されてい

るため、振り返りに役立つ工夫がなされております。 

  総括でございます。巻頭で学習の進め方や教科書の使い方などを示しています。単元配列は小

学校との関連を重視した配列となっており、観察・実験のしやすい時期や学年による理科室使用

の重なりなどか配慮されております。各単元の初めでは、小学校の学習を振り返るなどの工夫が

あり、小中の一貫した学習のつながりを重視し、小学校の学習内容と無理なく接続できるように

なっています。また、小学校での経験を踏まえ、１年から観察・実験を行うときの基礎的技能が

身につくよう、観察・実験器具の操作方法などを丁寧に説明しています。巻末には、課外活動を

促したり、科学者の歩みや周期表を掲載したりするなど、知的好奇心を高める工夫がなされてお

ります。 

  続きまして、学校図書でございます。内容について、各単元の随所に既習事項が示され、章末

のＱＲコードを活用したデジタルコンテンツでは、重要語句や基本事項が確認できます。単元の

最初に、基礎的な語彙の確認や実験道具の操作方法を解説しています。実験の手順が写真で示さ

れ、ポイントには吹き出しのイラストで説明がなされています。巻頭の部分、初めの部分の理科

のトリセツをご覧ください。ここでは、探求の進め方や方法が示されています。身近な現象や既

習事項から課題を導き、提示し、仮説を立てて実験をする流れになっています。 

  99ページの下段です。観察・実験では、結果の見方・考え方と同じ99ページ下段の考察の見方・

考え方が示されており、これらをヒントに自分の考えをまとめさせることで、思考力や表現力が

育成できるように配慮されております。 

  128ページをご覧ください。単元の見開きのページには、学習内容に関連した写真が掲載され、

興味・関心を高める工夫がされております。また、次の130ページには、問題発見と題して、単元

に関連する身の回りの科学に気づかせる工夫がされております。単元の終わりには、学び続ける

理科マスター、例えば184ページにあります。学び続ける理科マスターのページがあり、学習の振
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り返りや知識の深化を図るための工夫がなされております。 

  また、各章の初めと終わりに、ＣＡＮ―ＤＯリスト、132ページに掲載されております。ＣＡＮ

―ＤＯリストがあり、主体的に学習させるための工夫がなされています。ＣＡＮ―ＤＯリストに

は、生命尊重や環境保全の話題も掲載され、環境問題に関心が持てるようになっています。ほか

にもコラムを通して伝統文化や防災に関する内容が紹介されております。 

  資料につきましては、観察・実験に必要な器具の使い方が主要単元に掲載されているほか、目

次の中にあります、目次内に技能に関わる掲載ページが一覧化されているため、振り返りの際に

役立つ工夫がなされております。 

  最後に総括です。巻頭で、理科を学ぶ意義や教科書の使い方が示されています。単元の配列は、

経験の浅い教員でも構成を理解しやすいように系統的に配置されています。また、各単元の初め

には、写真を用いて既習事項がどの程度身についているかを測る課題があります。本文中では、

既習事項や関連する学習の系統性を意識することができるようになっています。さらに、他教科

との関連を示す印や、課外学習を促す資料が掲載されています。日常生活との関連については、

学習内容と日常との関連を示す資料が設けられているほか、防災・減災に関わる身近な例を調べ

る探求活動も設けられております。 

  続きまして、教育出版でございます。内容について、各章の随所に既習事項が示され、章末、

単元の終わりで重要語句や基本事項が確認できるようになっています。巻頭の探求の進め方では、

探求の流れや方法が示されています。 

  83ページになります。学習の流れは、課題に対して生徒が仮説を立てた上で、目的意識を持っ

て課題解決の計画を立てる流れとなっています。観察・実験では、85ページになりますが、基礎

技能の項内に器具の扱い方について、イラストを用いて手順とポイントが分かりやすく示されて

います。また、考察を考える際の視点が示されているほか、実験後のレポート例として、88ペー

ジのように、私のレポートが示されています。さらに、96ページにあります「活用しよう」や、99ペ

ージにあります「考えよう」では、自分の言葉でまとめさせることで、思考力や表現力が育成で

きるように配慮されています。単元の初めのページには、学習内容に関連した写真が掲載され、

興味・関心を高める工夫がされております。また、この単元で学習内容と関連する既習事項がま

とめられ、見通しを持って取り組めるように工夫されております。 

  113ページにあります「やってみよう」、123ページにあります「チャレンジ」などの項目があり、

探求的な課題が示され、主体的に学習させるための工夫がなされています。 

  110ページの章末や単元の最後のハローサイエンスでは、日常生活や社会との関わりのほか、自

然保護や生命尊重に関する対応も紹介され、環境問題に関心が持てるよう工夫されております。 

  資料についてです。各内容において考え方のポイントや手だてが示されており、課題解決の見

通しが立てやすくなっています。また、観察・実験に必要な器具の使い方が該当の単元に掲載さ
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れています。 

  最後に総括です。巻頭で理科を学ぶ意義や探求の進め方などが示されています。単元配列は学

年を超えた学習内容のつながりを重視しています。各単元の初めでは、イラストや写真を用いて、

これまでの既習事項や学習前の課題を示しています。また、読み物資料で、理科で学習する原理

や規則性などが日常生活や社会で活用されていることに触れています。小学校との接続について

は、各単元扉で学習内容の系統性や、その章の学習内容に関する既習内容が示されており、学習

の系統を意識できるように配慮されております。巻末には、興味を引く生物カードや星座早見盤

などがついています。 

  最後に啓林館です。内容について、各章の随所、章末や単元末、またデジタルコンテンツで重

要語句や基本事項が掲載されています。また、サイエンス資料として、写真とイラストを併用し

て、正しい操作の例と危険な操作の例を挙げて説明しています。 

  143ページの下段になりますが、観察・実験では、結果と考察の視点が示されており、次の探求

の振り返りでは、この実験の課題、仮説の検証や新たな課題の発見を促す流れになっています。

巻末の探求シート、これ最後のページになりますけれども、探求シートには探求の進め方や方法

を自分の言葉でまとめていくシートがついており、その探究シートの裏面になりますが、探求ラ

ボの説明してみよう、書いてみようなど、自分の言葉で表現させることで思考力や表現力が育成

できるように配慮されております。 

  138ページになりますが、単元の見開きのページには、学習内容に関連した写真が掲載され、興

味・関心を高める工夫がされています。 

  139ページになります。学ぶ前にトライ、学んだあとにリトライでは、単元に関する問いがあり、

意欲を引き出す工夫がされております。例えば143ページ、探求実験を設定し、巻末の探求シート

を活用して、主体的に学習させるための工夫がなされています。巻末には、264ページになります

が、広がる世界と題して、単元に関連する発展的内容が紹介されています。 

  さらには、次の165ページになります。お仕事ラボと題したコラム欄には、日常生活との関わり

が示され、学習内容の有用性を示す工夫がなされています。 

  資料についてです。実物の写真が多く用いられています。また、つまずきやすい計算のところ

などでは、例題を通して丁寧な解説が用意されています。さらに、左右に広い紙面で図や写真が

大きく示されています。 

  最後に総括です。巻頭で探求の過程や教科書の使い方などを示しています。単元配列は同一学

年内での単元指導順序の入れ替えが自由に行える配置になっています。また、各単元の初めでは、

関連する小学校の学習内容を振り返ることができ、レディネスチェックに活用できるようになっ

ています。 

  さらに、学習内容を振り返ったり、中学校の学習内容と関連させたりしたい箇所は、ＱＲコー
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ドを活用したデジタルコンテンツを用いて、動画視聴できるように工夫されています。知識や概

念を日常生活の中で活用する場面や、日常生活の科学的な疑問を、協働学習を通して理科の学習

と結びつけて考えることができるように工夫されています。単元の終わりにも、日常生活の場面

を生かした問題が設定されており、探求することに重きを置いて作成してあります。 

  以上でございます。 

吉田教育長 ただいまの報告について質疑を行います。 

  各委員の質問に続いて選定委員の回答を求めます。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、まず選定委員としてどの教科書を推薦するのかご説明願います。 

瀧田選定委員長（北中校長） 選定委員会では、調査報告書、学校における教科書の調査研究報告、

それから法定教科書展示会会場において来場者の皆様からご提出していただいた意見などを参考

にしながら、協議を行いました。 

  協議終了後に、選定員14名で全員が５種類の教科書発行社について評価をそれぞれ５段階で記

載した無記名での投票をいたしました。70点が満点ということになります。 

  結果でございますけれども、２番、東京書籍58点、４番、大日本出版39点、11番、学校図書70点、

17番、教育出版39点、61番、啓林館45点という結果です。 

  本選定委員会としましては、点数の多かった順に、70点の学校図書、58点の東京書籍、45点の

啓林館を推薦させていただきます。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 選定委員会ではどのような話題が出ましたでしょうか。 

鈴木選定委員（越ヶ谷小校長） 選定委員会では、大きく２点の話題が出ました。１点目は、実験

の後の結果などの考察の部分、各社具体例が示され、子どもたちが自ら考察する手だてが充実し

ているということ。２点目は、理科の学びのスタイル、すなわち科学的な探求の過程ですとか、

または日常生活のつながりについて、また実験の仕方として、手順やポイント、注意事項がどの

教科書も具体的に示されていると、こういったことが話題に出ました。 

  以上です。 

渡辺委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  堀川委員。 

堀川委員 学校の調査報告書では、どの教科書会社の推薦が多かったですか。また、その主な理由

について教えてください。 



－91－ 

鈴木選定委員（越ヶ谷小校長） 学校からの推薦では、学校図書を推薦する学校が最も多く12票、

続いて東京書籍４票、大日本図書、教育出版、啓林館は２票という結果でした。 

  推薦理由といたしましては、学校図書では、自然の事物、現象についての理解を深め、科学的

に探求するために必要な観察・実験に必要な技能や資料が分かりやすく掲載されており、知識及

び技能が習得されるための工夫がなされているということ。東京書籍では、実験のページが見や

すく、内容も充実しているということ、また生徒の科学的思考を導きやすい展開になっているた

め。また、大日本図書では、サイズ、重量ともに持ち運びしやすく、内容が文章でまとめられて

いて見やすかったという点。教育出版では、図や写真が豊富に使われているということ、また思

考の段階が分かりやすいという点が挙げられました。最後に、啓林館では、理科の見方・考え方

を働かせ、見通しを持って観察・実験を行うなどの科学的に探求する学習活動を充実させるため

に生徒の科学的な思考を促すような工夫がされていると、このような意見がありました。 

  以上です。 

堀川委員 ありがとうございました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 学習過程という点で各社大きな違いはありましたでしょうか。 

鈴木選定委員（越ヶ谷小校長） 今回の学習指導要領の改訂では、どの教科でも共通して資質能力、

また見方・考え方が最大のポイントとなっており、理科におきましても各社それを意識した構成

となっていました。また、特に理科においては探求の過程が重要なポイントとなっております。

前回の学習指導要領、平成20年度の学習指導要領では、この探求の過程という文言は入っていま

せんでしたが、今回の改訂、新しい学習指導要領では全部で37ページ、文言が出ております。 

  各社においてはこの探求の過程の扱いについて大事にしているという点では同じでございます

が、表記や生徒へのアプローチの仕方については、各社それぞれ工夫を凝らしているという点で

は多少の違いがあります。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  荒木委員。 

荒木委員 選定委員会には１号委員として保護者がいらっしゃいますが、どのような意見が出たの

でしょうか。 

瀧田選定委員長（北中校長） それでは、私からお答えします。 

  １号委員からは、特に考察などで様々な場面で自分の言葉でまとめるような工夫がされていて、

とてもいいのではないかというご意見をいただきました。 

  さらに、ＱＲコードがあるわけですけれども、これは家庭内で活用することが目的なのか、そ
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れとも授業で使うものなのかというようなご質問をいただいたのです。それに対して選定委員か

らは、実体験が一番であるのはもちろん言うまでもないわけですけれども、全てを体験できるわ

けではないので、その補完としてＩＣＴ教材を授業や家庭で効果的に活用するということで回答

させていただいたところです。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 なければ質疑を終わりといたします。 

  それでは、協議を行います。選定資料にある４つの調査の観点に沿って協議を進めたいと思い

ます。 

  まず、調査の観点１、内容についてご意見ございますでしょうか。 

  荒木委員。 

荒木委員 どの教科書も様々に工夫が凝らされていると思いました。ご説明と重複する点もあるか

と思いますが、探求の過程に着目して、調査の観点とも照らし合わせて、特に感じたことを申し

上げたいと思います。 

  学校図書では、１時間ごとにこの時間の課題とこの時間のまとめがあり、理解が深まると思い

ました。東京書籍は、節の結論などで自分自身の言葉でまとめることで思考力、判断力等を育む

工夫がされています。また、学校図書では、章の初めと終わりに対応するＣＡＮ―ＤＯリストが

大切な３つの観点から書かれており、目標と振り返りが一体化されていることで自己変容が分か

り、感心を持って意欲的に学ぶことができると思いました。 

  さらに、啓林館１年、188ページ、凍らせたスポーツ飲料などのラボですとか、教育出版の３年

生、319ページの情報モラル、321ページのロボットとＡＩの開発などのハローサイエンス、大日

本図書２年229ページの暮らしを支えるセンサー技術など、各教科書とも日常生活や他教科との関

連を図る工夫がなされていると思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 先ほど来、探求の過程ということが話題になっていますけれども、どちらの教科書も巻

頭、あるいは巻頭と巻末両方に探求の過程に関して丁寧な説明がされていると思いました。とり

わけ説明が詳細だったと思ったのが、学図がトリセツも含めていろいろと細かく説明していただ

き、大変分かりやすいと思いました。形式的なところでは、東書が各ページの欄外のところに、

その探求の過程の今どこをやっているのだよというところが一目で分かるような工夫がされてい

て、また教育出版は、探求の過程に関しましては、折り込みページで、それを開くと、どんなプ
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ロセスをたどって考えればいいのかということが一目で分かるように工夫がされていて、常にこ

れを意識しながらできると思いました。 

  あとは、もしかしたら資料のところと関連してしまうのかもしれませんけれども、若干ミーハ

ー的なところから申し上げますと、学図の３年生の207ページに、越谷のリユースの写真が出てい

たので、案外こういう身近なものが教科書に載っていると、子どもさんはうれしいのではないか

と思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  渡辺委員。 

渡辺委員 私も荒木委員と進藤委員と同じなのですけれども、特に実験についてですが、どの教科

書も非常によくまとまっていると思ったのですけれども、まず学図は非常に探求の過程がしっか

りしているという印象を受けました。 

  東書は、この形をよく利用していらっしゃるという印象を受けまして、実験におきましても、

実験が始まって、そこからステップ１・２・考察まで。次を開くと、その実験から分かることと

いうことで、結果、結論のところを改めて書いてあり、分かりやすいという印象を受けました。 

  補足なのですけれども、キャラクターに関してなのですけれども、東京書籍はキャラクターの

顔の色とかがないのです。線で描いてあるというか、あまり邪魔にならなくていいと個人的には

思いました。 

吉田教育長 ほかにございますでしょうか。 

  野口委員。 

野口教育長職務代理者 それでは、それぞれの委員さんの意見と重複するのですけれども、本当に

各社とも学習の流れについては、これ数学も同様ですけれども、大変しっかりと学習過程という

のですか、それを確立してあって、分かりやすくしているという印象を受けました。また、昔こ

んなにあったかなと思うのですけれども、結構小学校との関連とか、そのあたりについても非常

に細かく載せてあるという印象を受けました。 

  その中、これまでも話に出ていましたけれども、学図では、章の初めに３観点に沿ったＣＡＮ

―ＤＯリストというのですか、それ出されていて、一貫した取組みができるのかなということで、

現場でもその辺は評価されていると思いました。 

  それから、これは資料に入ってしまうかもしれませんけれども、学校からの意見でも、図やイ

ラストが分かりやすいですとか、あと学図でホワイトボードが使いやすいという意見が出ていま

したので、その辺についても評価されていると思いました。 

  以上です。 

吉田教育長 私から何点か申し上げたいと思っています。 
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  学図では、科学の、２でも１でもみんな同じだと思います。科学の２の６ページにあるように、

１の気づきから始まって、７の考察、10の次の気づきまでの実験や考察を含めた探求の過程の中

で、決まりとかあるいは関係性に着目して科学的な物の見方・考え方を働かせ、学びを深めてい

くということがなされていると思いました。 

  具体的には、学図ではこの探求活動については、６ページの一番上に、探求とは気づきと不理

解の連続だというふうにして、これは２ページですか、目次のところです。目次のところに戻る

と、化学変化や原子物質があるのですけれども、２の１の中で言うと、８つの探求活動が出てい

るのです。これ結びには出てこないのですけれども、それから動物の仕組みというところでは、

やはり８つ、それからその下の電流の働きでは、電気では４つの活動を、しかもそれぞれ連番で

やっているのです、単独ではなくて。それを関連づけているのだと思います。連番をつけて探求

活動。 

  また、これは幾つかあるのですけれども、１つだけ、例えば電気のところだと、149ページです

か、少し開けていただきたいのですけれども、149ページのところに探求１、これは電気の最初の

ところなのですけれども、これでここのところの赤い字で書いてあるのですが、電流の大きさは

豆電球を通った後で減るのか、極めて素朴な質問から入って、これは子どもとしてはやりやすい

のだろうと思っています。 

  私も理科に興味を持ったのは、空気を発見するという科学の入門ですか。空気って何だと、空

気をどう発見したのだというそういう本があって、それを読んだのですけれども、平台に、牛乳

瓶でも何でもいいからこうやってふたをしていて、ビニールのふたをして置いておいたら、膨ら

んだ。膨らんだからこれは何かあるなと、何かあると思ったから、今度は燃やしてみた。燃やし

てみたら、燃えているものが消えていってしまった。ということは、その何か見えないけれども、

そこには何かがあった。これは、燃えるもとだ、最初に燃素とつけた。そういうような本なので

すね。非常に、科学ってこういうことなのだと、面白いと思っていたので、やはりそういうふう

にして積み上げていかないと、なかなか子どもの中に入っていかないわけなので、今いきなり難

しい議論が出てきてしまいましたが、何言っているかさっぱり分からなくなってしまいますけれ

ども、最初のそういう何か調べてみよう、自然現象って、あるいは自然の事物ってどういうふう

になっているのだろうと考える動機づけとしては、やはり子どもの考え方としては、豆電球を通

ったら電気は減ってしまうのではないのと考えるということですよね。これ減らないのです。同

じなのです。これも不思議の一つなのです。 

  何が言いたいかというと、そういう既習の事項や身近なこと、あるいは素朴な疑問の中から気

づきや課題を設定して、学習者が自分で進める観察というのですか、観察・実験を通して、これ

帰納的推論ということですよね。この帰納的推論を導き出せるようにした。その帰納的推論だけ

かと考えると、今度は53ページに少し戻っていただいて、53ページを見ると、これは酸化銅のモ
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デルを書いたのですが、４つ書いてある一番上ですが、その２Ｃｕ＋Ｏ２＝２ＣｕＯと、その下

のところです。たとえ周りに酸素分子がたくさんあってもねＣＵ原子１つには酸素原子１つしか

結びつかない。だから、質量の比が一定になるため、これは実験でやって確かめた後の考察なの

ですけれども、その下には、酸化銅、化学式のＣｕＯということは、こうはならないのだけれど

も、絵のようにはならないのだけれども、加熱を続けても質量が増え続けるということではない

のだと、これは帰納的推論ではなくて演繹的推論なのですよね。この帰納的推論と演繹的推論を

積み重ねていって、合わせて全体として問題解決の科学的な物の見方を工夫している。これはい

いところだと思います。 

  そういうところがあって、報告書の中には、身近な科学や仕事につながる説明が多くて、日常

生活に通じる部分も多いという報告があったわけなのです。 

  それと、越谷市との関わりで言うと、この２の268ページ、三郷で竜巻がありましたけれども、

越谷でもあったので、その絵が迫力のある、迫力あってはいけないのですけれども、写真が載っ

ていました。 

  それと、科学の３の203のところを見てみたのですけれども、207ページ、何か写真があります

よね。これ見慣れた風景だと思うのですが、それと225ページ、これはあまり見られないのかな、

これどこですか、これ。ヒマワリ、コスモス、越谷のプラネタリウムがあるところ。 

          〔「コスモスです」と答える者あり〕 

吉田教育長 児童館コスモスの写真なのだけれども。 

  それから、268ページにも何かあります。268ページに、これは字だけなのですけれども、アリ

タキ植物園。それが載っていました。子どもたちにとってはこういう地元のものが教科書に載っ

ているというのは、何か誇らしく思うことになるかと思います。こういったところも併せて紹介

させていただきました。 

  私からは以上です。 

  ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 それでは、資料、それから表記・表現、総括についてまとめて何かございますでしょ

うか。 

  こちらもよろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

吉田教育長 それで、なければこれより理科の教科用図書に係る採択に入ります。 

  選定委員の先生方、ありがとうございました。 

          〔選定委員退室〕 

吉田教育長 採択は無記名投票により行い、私及び５名の委員の５段階評価の合計が最も高いもの
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を採択いたします。 

  それでは、事務局より投票用紙の配付をお願いいたします。 

          〔投票用紙配付〕 

吉田教育長 次に、投票箱を改めさせます。 

          〔投票箱点検〕 

吉田教育長 それでは、投票をお願いいたします。 

          〔投  票〕 

吉田教育長 投票漏れはございませんでしょうか。 

  投票を終了いたしました。 

  それでは、開票及び集計に入りますが、事務局の集計に当たりまして、立会人として、渡辺委

員、それから野口委員を指名いたします。 

          〔立会人立会いの上開票〕 

吉田教育長 集計が終わりましたので、投票結果についてご報告いたします。 

  投票結果については、発行者の番号、発行社名、評価点の合計点の順番に、発行者の番号順に

読み上げます。 

   ２番  東京書籍   ２５点 

   ４番  大日本図書  １８点 

  １１番  学校図書   ３０点 

  １７番  教育出版   １８点 

  ６１番  啓林館    ２３点 

  以上のとおり、11番、学校図書を理科の教科用図書として採択することに決定しました。 

  さて、現在審議しております第37号議案ですが、本日の審議はここまでとして、以降の種目に

つきましては、日を改めまして８月６日、木曜日、午前９時半から今回と同じ第３委員会室で引

き続き審議を行いたいと存じます。よろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

    ◎閉会の宣告 

吉田教育長 それでは、本日の会議はこれにて閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

                                  （午後 ５時３０分） 




